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			アラフォー社畜のゴーレムマスター②

			高見梁川

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			第三十一話　弟子入り

			第三十二話　目指すべきもの

			第三十三話　酒場にて

			第三十四話　告白

			第三十五話　鍛冶と錬金

			第三十六話　人形師ハーレプスト

			第三十七話　最初の一歩

			第三十八話　災いと僥倖

			第三十九話　討伐依頼

			第四十話　望まぬ同行者

			第四十一話　ゴーレムマスター蹂躙す

			第四十二話　シトリとの対決

			第四十三話　決着

			第四十四話　勧誘失敗

			第四十五話　ディアナ生成

			第四十六話　理想は叶わず

			第四十七話　不名誉な異名

			第四十八話　予兆

			第四十九話　発見された迷宮

			第五十話　災難の始まり

			第五十一話　ディアナの改造

			第五十二話　迷宮の氾濫

			第五十三話　その名は幼女マスター

			第五十四話　先遣との接触

			第五十五話　恐るべき大軍

			第五十六話　ゴーレムマスター出撃

			第五十七話　造物主の記憶

			第五十八話　ゴーレムマスターの力

			第五十九話　殲滅

			第六十話　哀しき秘宝(アーテイフアクト)少女

			第六十一話　明かされた真実

			第六十二話　帰還

			第六十三話　誕生

			第六十四話　旅立ち

			閑話　お酒は楽しく飲みましょう（社畜を除く）

		

	
		
			第三十一話　弟子入り

			　

			「タケシ・マツダを銅級探索者に認定します。あと少しで銀級探索者ですから頑張ってくださいね」

			　優良な探索者はギルドにとって金の卵である。受付嬢のプライスレスな微笑をもらって、松田は肩をすくめた。

			「ありがとうございます」

			　さすがに四十階層にまで到達した探索者を、いつまでも鉄級にしておくわけにはいかなかったようだ。

			　しかし一足飛びに銀級へ昇格するのも憚(はばか)られたため、四十一階層に達すると同時に銀級へと昇格という折衷案が取られたらしい。

			　最初から地位にこだわりのない松田にとってはどうでもよいことだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　結局、あの陰険な罠(わな)だった魔物の暴走(スタンピード)は隠蔽された。

			　メイリーとブリュートは行方不明。

			　念入りにディアナが消滅(デイスインテグレイト)させていたので、今後も彼らが発見されることはないだろう。

			　もっともメイリーの後ろ暗いところを知っていた連中は、事の真相をある程度把(は)握(あく)しているらしく、松田を見る目がどこか怯えを含んだものに変わっていた。

			　シェリーは母の枕元に大金を積んで、どこかに行方を晦(くら)ませたらしい。借金を返済してあまりある財貨を手にしていたようだ。

			　そういえばあまりに大量すぎて魔石の回収するのを忘れてたわ、と乾いた笑いを浮かべる松田にディアナは苦笑して言った。

			『主様(マイロード)は照れ屋さんですね』

			「だ、誰が照れ屋やねん！」

			「ご主人様、ステラはうれしいです！　わふ」

			　壊れてしまった松田の心に残された、ほんのわずかな希望の光。

			　それがシェリーに千体以上という莫大な魔物の魔石を与えることになったのだ、とディアナは承知していた。

			　そうでなくては、あそこでシェリーを生かしておいた意味がない。

			　もしかしたらシェリーはもう一度松田のもとへやってくるのではないか、とディアナは予想していたが、その予想は外れた。

			　あのままでは、松田に合わせる顔がないと判断したのだろう。

			　しかし、彼女の気性からいって、たとえこの街を捨てたとしても、きっと探索者を辞めることはないはずである。

			　であるならば、彼女の努力次第ではまた会える日もやってくるはずであった。

			　もっとも、ディアナとしては会える日などこないほうがいいのだが、こればかりは運命のめぐり合わせである。

			　少なくともディアナは、シェリーが松田の背中に追いつこうと死に物狂いで努力することだけは疑っていなかった。

			　

			「――――さて、ちょうど一週間だな」

			　ギルドを出た松田は大きく伸びをする。

			　このところ長く地下に潜っていたせいか、高い日差しを浴びるのが新鮮な心地であった。

			『そうですね。いいタイミングだったというべきでしょうか』

			「またあのおっきなおじさんのところへ行くですか？　わふわふ」

			　散歩じゃないぞ、と思わず言いたくなるほどに見えない尻尾(しつぽ)を振って松田の周りを回ってはしゃぐステラである。

			「新しい目標ができた以上、本腰を入れて教わらなくちゃな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――その頃ドルロイ工房では、ドルロイが元老評議会からやってきた使者を迎え、苦虫を噛み潰していた。

			「まさか兄者が使者とは、な」

			「全くエルフを弟子にするなんて無茶な真似しやがって。おかげで一族の者がえらい目にあったぞ！」

			　立派というしかない見事な大髭。

			　ぎょろりとした双眸に、鉄を打つ熱に焼けた赤銅色の肌は、兄弟そろってまさに瓜二つである。唯一違いがあるとすれば、兄のほうが身綺麗で、よそ行きの格好をしているということか。

			「随分と久しぶりね、お義兄さん」

			「やあ、相変わらず可憐だね、リンダ。まったく、この愚弟には似合わないよ」

			「放っとけ！　うちのリンダに色目使うんじゃねえ！」

			「これでも私の選んだ男さ。融通は利かないが、誰かさんと違ってちゃんと愛してくれるしね」

			「…………これは手痛いお言葉だな」

			　ぴしゃりと自分の額を右手で打って、ドルロイの兄は苦笑した。

			　軽口は叩いていても、自分が本当の意味で女性を愛せないことを男は自覚していた。

			「もうよかろう！　それで！　評議会は許可を出したんじゃろうな！」

			　ドルロイはそのために、自分の持つ全ての人脈を利用して元老評議会に働きかけていたのである。

			「お前ね――――五(ご)槌(つち)のひとりがそんなしゃかりきになったら、疑ってくれというようなもんだろが」

			　呆れたように男は両手を広げて頭を振った。

			　――――五槌。

			　それは当代のドワーフが認める名工トップ５に与えられる尊称である。

			　ドルロイはその大仰な呼び名を嫌がっているが、元老評議会によって認められたものがそう簡単に覆(くつがえ)るはずもない。

			「権威なんて糞くらえのお前が、五槌の権限まで利用して弟子にしようとしたのがエルフときた。僕が元老でも鈴をつけるね」

			「ということは、弟子の件は通ったのか」

			「通すしかあるまい。下手に反対すれば、お前、ドワーフ評議会から離れるつもりだったろう？」

			「まあ、そうだな」

			　ドルロイほどの名工になれば、ドワーフの横の連帯を利用しなくても、それほど仕事に支障はないのである。

			　もちろんドワーフ間の技術交流や稀少金属の融通など失うものも多いが、決してなくてはならぬというわけではない。

			　評議会がドルロイに強く出れぬ所以であった。

			「それで通すには通すが、お目付役が必要ということになったわけだ。僕にとっては、いい迷惑だが」

			「ふん、こちらこそいい迷惑だな！」

			　憤然となって、ドルロイは顔を赤くした。

			　松田を鍛え、緋緋色鉄(ヒヒイロガネ)の研究に没頭したかったというのに、これでは余計な邪魔が入ったも同然であった。

			　できる限り隠密裏に、ドルロイは緋緋色鉄の研究を進めたかったのである。

			　ドルロイが何か隠しているのを察したのか、男はいやらしい笑みを浮かべてドルロイの瞳を覗き込んだ。

			「安心しろ。兄弟のよしみで評議会には黙っておいてやる。それで？　なんだってエルフの弟子なんか取る気になった？　まさか可愛いリンダから宗旨替えしたわけでもあるまい？」

			「ば、馬鹿野郎！　エルフは男だ！　それにエルフだろうとなかろうと巨乳は永遠に俺の敵だ！（迫真）」

			「わかってないな…………巨乳も貧乳も、乳に貴(き)賤(せん)などないというのに」

			「あんたらいい加減にしないと火釜に叩き込むよ！」

			　女(レデイ)の前でなんて会話だい、とリンダは頬を膨らませて激怒した。

			　残念ながら、こんな時の女性に男が対抗する術はない。

			「――――とにかく俺の邪魔をするんじゃないぞ！　人形師ハーレプスト！」

			「やれやれ、いつだって先覚者は理解されないものさ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　知性ある秘宝に人間と同じ身体を。

			　松田の閃(ひらめ)きは残念ながらそれほどディアナの感銘を得ることはなかった。

			『それにしても主様はとんでもないことを考えますね……』

			「ディアナだって身体が欲しいと言ったじゃないか！」

			『確かにあればうれしいですけど、主様が考えるほど簡単なことじゃありませんよ？』

			　そもそもディアナをディアナたらしめているのは、今や絶滅したとされる古竜の心臓を加工した魔核である。

			　杖の素材もエルフの王国の心臓部にあたる世界樹から切り出されたもので、そのくらいの魔力強度がないと魔核の受け皿となることもできない。

			　松田が造ろうとしている人間同様の身体に、それほどの魔力強度が得られるとは思えなかった。

			「ディアナさんがゴーレムになったら、きっと綺麗だと思います！　わふっ！」

			　本当にお前は会話を聞いていたのか、と突っ込みたくなるステラの言葉に、なぜか心をくすぐられる松田である。

			　この娘に言われると、どうにも深く追及する気を失ってしまう。

			『もちろんそれは言うまでもないことですけれど！』

			　はて、ディアナの身体を造るのは松田なのだから、ディアナの理想がそのまま形になるとは考えにくいのだが。

			　ふと松田はディアナをゴーレムにするならどんな姿がよいだろうか考える。

			　ディアナのイメージを損なわず、それでいてどこまでも松田の理想に忠実なディアナの姿を。

			　川の流れのように艶やかな黒髪にツンとした小顔。そして愛らしくも大きな黒い瞳。

			　和風な顔だちでありながら、どこか西洋人形(ビスクドール)のような雰囲気を感じさせるスレンダーで伸びやかなスタイル。

			　――実に素晴らしい。松田の理想像なのだから当然である。

			　完成したディアナを隣に侍らせる様子を想像して、松田は思わず頬を緩ませた。

			「んっ？」

			　今、何かおかしなところがあったような…………。

			「……ああ、貧乳か」

			　ポン、と拳で右手の平を叩いて松田は頷く。

			『今の会話のどこから貧乳という言葉が出ましたか！』

			　猛然と抗議するディアナに松田はどこまでも冷たい声で言い放った。

			「なんていうか…………イメージ？」

			『主様のイメージに致命的なミスがあると主張します！』

			『納得いきません！　納得いきません！』と呪文のように呟き続けるディアナに止めの一撃が加えられたのはその時だった。

			「わふ？　ディアナさんは私より胸が小さいですか？」

			『――あなた、餓(が)鬼(き)だと思って調子に乗ると許しませんよ？』

			「わふ？」

			　しっかりと女の目で優越感を主張するステラに、ディアナ怒りの電撃が炸裂した。

			「しびびびびびびび！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　松田とディアナの理想の違いはともかく、一行が喧(けん)々(けん)諤(がく)々(がく)の論争をしている間にいつの間にかドルロイ工房へと到着していた。

			「――この問題は継続審議とする」

			『了承しました。でも勝利するその日まで、私は戦うことを止めませんよ？』

			「受け入れなくちゃ現実を」

			『貧乳なんて屈辱な現実が本当にあるなら見せてごらんなさいですわああああっ！』

			「なんじゃさっきからうるさい」

			　苦虫をかみつぶしたような不機嫌な様子で、ひょっこりと店の扉から顔を覗かせたのはドルロイその人であった。

			「おお、来たか。ちょっと今嫌なやつが来ておってな……」

			　松田が会釈しながら店内に入ると、そこにはドルロイにそっくりな大柄のドワーフがいた。

			「ご兄弟ですか？」

			　

			「「どうしてわかった??」」

			　

			　それだけ似ていたら誰が見ても一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)だと思うが、松田は日本人らしく空気を読んでスルーすることに決めた。

		

	
		
			第三十二話　目指すべきもの

			　

			「タケシ・マツダと申します。お名前を伺っても？」

			「ああ、ハーレプスト・ワイトだよ。君が噂の鍛(か)冶(じ)師を志すエルフ君か」

			　いたずらっぽい瞳の輝きが、ドルロイとは違う。

			　顔は似ていても、性格はかなり異なる兄弟のようだ。

			「――そんなにエルフが鍛(か)冶(じ)師を志すのはおかしいでしょうか？」

			　ハーレプストは愉快そうに腹を揺らして笑った。

			　声にこそ出していないが、ドルロイとリンダも口を押さえて肩を震わせ笑いをこらえているところを見ると、本気でおかしいことのようであった。

			「そもそもエルフという種族は自然のものを加工するのを嫌がるからね。生活必需品ですら魔法で補いがつくなら、迷わずそちらを選択するよ」

			　だからエルフは魔法技術が突出して進んでいるのだが、反面、生活レベルはひどく原始的で、錬金術や鍛(か)冶(じ)の技術に乏しい。

			「それに連中は火が嫌いなんだ。特に鍛(か)冶(じ)の火がね」

			　そのあたりの線引きが非常に独善的で、自然を大事にする割には、戦争で自然破壊をするのは問題なかったり、火の精霊とは仲良かったりするので、他の種族からエルフは付き合いにくいと思われるようだ。

			　松田も外見だけはエルフなので、当然そういうものだと思われたようであった。

			「連中ときたら火釜を見ただけで吐きそうな顔しやがるからな。そのくせ見栄えのいい秘宝は欲しがりやがる。すました顔しやがって、いらつく種族だぜ！」

			　鬱(うつ)憤(ぷん)が溜まっていたらしく、思わず不満を口にしてしまったドルロイは慌ててパタパタと右手を振った。

			「ああ、マツダのことを言ってるわけじゃないぜ？　お前はゴーレムを使うし鍛(か)冶(じ)にも嫌な顔をしなかったからな！」

			「ええ、気にしてませんよ」

			「――本当に珍しいエルフだな。もしかしてはぐれかい？」

			「おい！　ハーレプスト、てめえ！」

			　横からドルロイが激高してハーレプストの胸倉をつかみあげた。どうもそのはぐれ、というのはあまり良い意味のものではないらしかった。

			「そのはぐれっていうのはなんです？」

			「やっぱり知らなかったか。基本的にエルフ社会は閉鎖社会で、連帯が強い代わりに身内でない者には同族であろうと差別的なのさ。なんらかの理由で、エルフ社会の外に追放されたエルフを、彼らははぐれと呼んでるんだよね」

			「なるほど、そういう意味では確かに私ははぐれなのでしょうね」

			　厳密にはこの世界で育ってすらいないのだが、転生という名の追放刑を受けたと言えなくもない。

			「――なんというか、本当に規格外なやつだな、お前は」

			　激怒されても仕方ないと覚悟していたドルロイは、拍子抜けしたようにどっかりと椅子に腰を落として言った。

			「まっとうなエルフなら、はぐれ、なんて言葉を聞いた日には決闘騒ぎになるぞ？　連中にとっては獣と言われたに等しい言葉だからな」

			「私にとっては今日初めて聞いた言葉ですからね」

			「――――なるほど、これは面白い！」

			　そう言ってハーレプストは松田の肩を叩き、からからと笑った。

			「僕も君に興味が湧いてきたよ。ジジイ達には悪いけど、こっちのほうが面白そうだ」

			「余計な口を挟むな！　こいつは俺の弟子なんだからな！」

			「いいのかい？　お前の秘密がジジイにばれるかどうかは僕の胸三寸なんだよ？」

			「ぐぬぬ…………」

			　ドルロイは歯噛みする。

			　間違っても緋緋色鉄のことを元老達に知られるわけにはいかなかった。

			　そうなればドルロイが自由に研究することなどできるはずがない。

			　仮にドルロイがドワーフ評議会を脱退したとしても、全力をあげて圧力をかけてくるはずであった。

			　ドワーフにとって緋緋色鉄とはそれほどの意味を持っているのだ。

			「――何か秘密があるんですか？」

			「とりあえず、お前は黙っとれ！」

			　どうにかして兄(ハーレプスト)の目を欺けないものか。あるいは、そのために松田に注意を向けさせるのもアリかもしれない。

			　鍛(か)冶(じ)師の腕では負ける気は毛頭ないが、錬金術師の腕では口惜しいことに兄(ハーレプスト)のほうがやや勝る。

			　ゴーレムを使う松田とは、相性がいいはずだった。

			「ねえ君、いったいどうしてまた、こんなむさい男に弟子入りしようなんて思ったんだい？」

			　好奇心満々でハーレプストは松田に尋ねた。

			「はあ……このとおり身寄りもありませんし、ゴーレムを強化するのに、鍛(か)冶(じ)と錬金を教えていただこうと思いまして」

			「ゴーレム？　君、ゴーレムを使うの？」

			「えっ？　ええ、私の唯一の取柄みたいなもんですから――召喚(サモン)、ゴーレム！」

			　たちまちのうちにゴーレムを造り上げると、今度はハーレプストよりもドルロイのほうが驚いて息を呑んだ。

			「こりゃあ…………俺が渡したミスリルのレシピを使いやがったのか！」

			「拙(つたな)いものではございますが」

			　コンコン、と指でゴーレムの鎧(よろい)を叩き、その錬成具合を確認すると、ドルロイは深刻そうな顔で何度も何度も見つめなおした。

			「信じられん。あのレシピだけで、ここまで再現させやがるとは……おい、お前本当にどこかで師事したことはねえのか？」

			「ありませんよ！　そもそもゴーレムを使えるようになったのだって、ついこの間のことなんですから！」

			「――――なんだと？」

			『主様！　それはしゃべりすぎです！』

			　血相を変えたディアナの声に、松田は自分がかなりまずい発言をしてしまったことを理解したがもう遅い。

			「冗談でしょ？　こんなレベルのゴーレム、僕だってしばらくぶりに見るよ？　マイナーで使う魔法士も限られるしね」

			「そうだ。それにまだまだなっちゃいねえが、いくらなんでもレシピだけでここまで再現するのは尋常じゃないぞ！」

			『…………そういえば主様、四十階層を出る前にレベルアップしてましたよね？』

			　何かを諦めたような冷たいディアナの声に、松田もたらりとこめかみから冷汗を流した。

			　そういえばあの時はゆっくり確認している余裕がなかった。

			（世界の理に拠りて万物の始原をこの目に。情報開示）

			　

			　松田毅(たけし)　性別男　年齢十八歳　レベル３

			　種族　エルフ

			　称号　ゴーレムマスター

			　属性　土

			　スキル　ゴーレムマスター表（ゴーレムを操る消費魔力が百分の一）　秘宝支配（あらゆる秘宝(アーティファクト)を使用可能）　並列思考レベル３（三百体のゴーレムを同時制御することができる）　ゴーレムマスター裏（土魔法の習得速度三倍の代わりに土魔法以外の魔法が使用できなくなる）　錬金術レベル１（素材なしの錬金にかかる消費魔力十分の一　錬金位階中級まで）錬金術レベル２（レシピ理解、レシピさえあればなんでも再現できる。ただし性能はワンランク落ちる。位階中級まで）

			　

			『さすがにここまで壊れ性能だとは…………』

			（いかんのか？）

			『レシピだけで再現できるなら、この世界の錬金術師は廃業ですよ』

			　松田が先週ミスリルゴーレムをした時点では、おそらくはそれはただのなんの変哲もないミスリルであったろう。

			　ところが今のミスリルゴーレムは違う。

			　正確にはドルロイが、独自の加工を施したミスリルを再現してしまっている。

			　もちろんドルロイが造る本物よりはワンランクどころかツーランクは劣化しているが、独自技術を再現してしまったのは間違いない。

			　少なくともディアナの知る限り、そんな錬金術は存在しない。

			　ドルロイが驚愕するのはむしろ当然であった。

			　

			「…………僕は恐ろしくなってきたよ。君はその力で何をしようとしているのかな？」

			　もしかしたら松田は、現在ドワーフのなかで五本の指に入るドルロイの技術を全て受け継いでしまうかもしれない。

			　最初はドルロイの気まぐれでエルフの面倒を見るくらいにしか思っていなかったが、松田が五槌を継承するとなると、これは大問題だ。

			　場合によってはドルロイの怒りを買っても、ここで松田を止めなくてはならないかもしれなかった。

			「ああ、それなんですけど――――できる限り人間にそっくりなゴーレムを造るにはどうすればいいですかね？」

			「んんん？　今君すごくいいことを言ったね。もう一度言ってごらん？」

			　たった今まで考えていたことも忘れてハーレプストは松田の言葉に食いついた。

			「おいおい、マツダ、貴様もこの馬鹿と同じ趣味か？」

			「私がハーレプストさんと？」

			　もしかしてハーレプストも絢爛たる七つの秘宝(ブリリアント・セブンス・アーテイフアクツ)の主なのか、と思わず松田は目を丸くした。

			「貴様も人形が人間より好きなのかと言っておるのだ！」

			「人形はいいよ？　人形はいい……永久に変わらない。不平不満もなく静止した不変の美しさを持つ彼女達こそが至高の美さ」

			　なるほど、ハーレプストはそういう趣味の人であったか。

			　確かに松田のいた日本でも、フィギュアに命を懸ける特殊な男達は多数存在したものだ。

			　白磁(ビスク)人形(ドール)や市松人形のコレクターもいたが、松田の求めているものはそこにはない。

			「いいえ、私が申し上げているのは停止した人形ではなく、感情や生命活動も含めて可能な限り人間に近づかせたいのです」

			　松田の言葉が本気であることを見てとったドルロイとハーレプストは互いに顔を見合わせた。

			「それは…………新しい種族を生み出すことと変わらんぞ？」

			「錬金術の到達する究極の境地――人造人間(ホムンクルス)に君は挑むというのだね」

			　これはしてやられた、とドルロイは笑った。

			　まるで子供の頃、「僕は世界で一番の工匠になるんだ！」と気勢をあげた自分を見たような気恥ずかしさがある。

			　だが、それは決して不愉快ではなかった。

			　そしてハーレプストもまた、人形師などと呼ばれ内心で自惚れていた自分に忸怩(じくじ)たるものを覚えずにはいられなかった。

			　まだまだ人形達には新たな美の境地があったはずなのだ。

			　期せずして二人の兄弟は松田に問いかける。

			　

			「――――貴様の造るゴーレムの外見は？」

			　間髪入れず松田は答える。

			「とりあえずスレンダー貧乳で」

			「ならばよし！」

			「うむ、それもよし！」

			　それを聞いた女性陣が抗議の声をあげるのも当然であった。

			「おう、男ども、てめえら命はいらねえんだな？」

			『主様！　私はまだ認めたわけではありませんよ～～～～！』

			　

			　リンダの鉄拳制裁を食らい、松田達三人は店の外へと蹴りだされたのである。

		

	
		
			第三十三話　酒場にて

			　

			「……参ったな、ああなったら、ほとぼりが冷めるまで帰れんぞ」

			「仕方ない。リンダを怒らせた僕たちが悪い」

			「というか、お二人とも弱すぎません？」

			　いや、ステラのように小さくても強い場合があることは十分承知しているが、大の男がリンダのような女性に蹴りだされる姿はシュールであった。

			「馬鹿野郎！　リンダは地獄の毒花と言われた元金級探索者なんだぞ！」

			「彼女に逆らうなんて、そんな命知らずなこと僕にはできないよ」

			　小柄な体格に似合わず拳闘士として無類の強さを誇った彼女の拳は、あのグレイオークですら容易く内臓破裂に追い込んだという。

			　ドルロイと結婚して表面は大人しく装っているが、実は今も鍛(たん)錬(れん)はいささかも怠っていないらしい。

			　リンダが訓練用の人形を手刀で真っ二つに叩き割った姿を思い出したドルロイは、そのでかい図体をぶるりと震わせた。

			「その割にはノリノリでしたよね」

			「…………男には危険だとわかっていても語り合うべき時があるのだ！」

			「しかりしかり」

			　若干顔が引き攣ってみえるのは、二人ともあれほどリンダを怒らせるつもりはなかったからであろう。

			　とりあえず鍛(か)冶(じ)師としては傲岸不遜なドルロイも、夫婦喧嘩では勝ち目はないらしい。

			「こうなってはやむを得ん。今日のところは…………」

			「今日のところは？」

			　何か嫌な予感がして松田は少し腰の引けた姿勢になる。

			　ああ、ちょうど奇跡的に運がよく定時で帰宅できそうな時に、上司が見せた爽やかな笑顔がこんな顔だったような……。

			「「貴様の歓迎会じゃ！」」

			　――――飲みニケーションですね。わかります。

			　

			　飲みモードになった上司はもう止められない。

			　ここで断ったり嫌がったりすることは、結局参加させられたうえに機嫌を損ねるという罰ゲームにしかならないことを松田はよく知っている。

			　先ほどまでいがみ合っていたのが噓のように、機嫌よくドルロイとハーレプストは肩を抱き合って歩き出した。

			　ドワーフたるもの、酒を前にして細かいことにこだわるのは男の風上にも置けんということらしかった。

			「ふむ、マツダよ。お前はいける口か？」

			「ドワーフほどではないでしょうが、それなりに」

			　社畜で無趣味であるからといって、松田が酒をたしなまなかったわけではない。

			　むしろ現実の憂さを晴らすために美味しい酒にはそれなりに金をかけていた、というのが実情である。

			　ビールがメインであったが、ジン、スコッチ、バーボンなどにも手を出し、就寝前のささやかな楽しみにしていた松田であった。

			「わふっ！　ステラもお酒大好きです！」

			「いや待て、お前は未成年だろう！」

			　ところがドルロイもハーレプストも、相好を崩し、ステラを止めるどころか賞賛した。

			「よしよし、今日はいい酒を飲みなさい。払いは俺が持ってあげるからな」

			「将来有望なお嬢さんだ。酒は人生を豊かにしてくれるからね」

			「ありがとうです！　わふっ！」

			　さすがに蒸留酒(スピリッツ)を呑むことは少ないが、リンゴ酒(シードル)や蜂蜜酒(ミード)を子供が飲むのはこの世界では当たり前のことらしい。

			　恐るべし異世界、と松田は思うが、実のところ子供の飲酒の習慣は地球でも珍しいことではなかった。

			　現代になって規制されただけのことなのである。

			　ドルロイは愉快そうに気勢を上げ、「火喰い亭」と大書された三十坪ほどの瀟(しよう)洒(しや)な飲み屋の扉を叩いた。

			「なんだい旦那、また奥さんと喧嘩したのかい？」

			　出鼻をくじかれたドルロイは、なんとも嫌そうな顔をして主人を睨む。

			　これではリンダと喧嘩するたびに自分がここに逃げこんでいるといわれたようなものだ。

			「――――今日は新入りの歓迎会だ。余計なことぬかすんじゃねえ！」

			「ま、リンダと喧嘩したのは間違ってないけどね」

			「こいつっ！」

			　あっけなくハーレプストに暴露され、ドルロイは首筋まで真っ赤になってハーレプストの首を締めあげる。

			「やれやれ、それにしてもドワーフとエルフが連れ立って飲みにくるなんて、この商売やって長いけど初めて見るよ」

			　兄弟のじゃれあい、というにはいささかバイオレンスな肉体言語をサラリとスルーして、酒場のマスターは松田とステラに席を勧めた。

			　なかなかお洒落な店構えだな、と松田は内装を眺めて思った。

			　ドルロイのことだから、もっと陽気で騒がしい居酒屋のようなところかと思っていたのである。これなら飲み会名物、「飲め飲め！　俺の酒が飲めねえってのか？（威圧）」は避けられそうな雰囲気であった。

			「今日は十年物のいいのが入荷してね」

			　そういってマスターがグラスに酒を注ぐと、たちまち喧嘩を中断して二人はいそいそと席へと座った。

			　どうやらこの二人には、言葉で止めるより酒の香を嗅がせたほうが効果的であるらしかった。

			「いい香りだ！　ペニオン産か」

			「ああ、ワイン樽に十年寝かせた逸品さ」

			　ウィスキーでよく使われる手法だが、シェリーやワインを入れていた空き樽を利用することによって、樽の香を付加するというものがある。

			　どうやら異世界でも、酒に関する限り似たような手法が取られているようだ。

			「――――うまい！」

			　香りはバニラ香に葡萄のフルーティーな香りが溶け込んでいて爽やかである。

			　そして口当たりもモルトの柔らかい甘みがありつつもスパイシーで、スモークの余韻が引き立つ後味。

			　なかなかに松田程度では滅多に飲めなかった逸品の味わいであった。度数も五十度近くはあるだろう。

			「おおっ！　この味がわかるか！　エルフは果実酒のような水みたいな酒ばかり好むと思っていたが、マツダは本当に変わっているな！」

			「本当に美味しいですよ。ふくよかで柔らかい。これなら度数の高い酒が苦手な人でも楽しめるでしょうに」

			「――――それは君が酒の味を知っているからだよ、マツダ君。残念ながら慣れない人間には、この貴婦人のような甘みがわからないんだ」

			　言われてみれば、度数の高いアルコールは、慣れないとそれだけで舌が痺れて味などわからないものだ。

			　実にもったいない話だが、舌はお金をかけて開発するしかない。

			　こうして後天的に味覚を開発させることをアクワイアードテイストという。

			　アルコールに身をゆだねたくなる苦行のような社畜生活も、多少は役に立ったということだろうか。

			「お嬢ちゃんは、こっちのリンゴ酒をお飲み」

			「わふぅ！　ありがとうです！」

			　ステラも甘いりんご酒を飲んでご機嫌である。こいつ酔っぱらったら人狼化しないだろうな？　と内心気が気ではない松田であった。

			「これを呑んだだけでも今日来た甲斐があったわい！」

			「僕にはヤシの実酒をお願い」

			　ヤシの実酒といえば地球ではスリランカのアラックが有名である。

			　メディスンゴールドなどの原料を焙煎したダークアラックは、かなりウィスキーに似た味わいがして、松田もお気に入りのひとつであった。

			　せっかくなので松田もヤシの実酒を注文すると、ドルロイとハーレプストは顔を見合わせて笑った。

			「乾杯だ！　歓迎するぞマツダ！」

			「何はともあれ楽しみにしているよ」

			「ありがとうございます」

			　三人の男はともに笑いあうと一気に杯を干して、アルコール臭い吐息をこぼすのであった。
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			◆　◆　◆

			　

			　気持ちの良い酒であった。

			　明るく純粋に酒の味を楽しみ、出会いを心から祝う。

			　こうした衒(てら)いのない酒を、松田は学生の時ですら飲んだことはない。

			　特に社畜時代の酒といえば、楽しむためではなく無理やり飲まされる酒である。

			　まず店に入る瞬間から気を遣い、席順は入口から遠い場所から一人たりとも間違ってはならない。たとえひと月でも、社歴の長さは重要な問題だ。社畜は社員一人一人の入社年月日を余さず覚えておかなくてはならない。

			　そしてマナーは厳しく、上司のビールが三分の一になる前に注ぎにいき、飲む前には当然銘柄のお伺いを立てておくのは必須である。

			「本日は黒ラベルと一番搾りになっておりますが、どちらになさいますか？」「俺はアサヒスーパードライしか飲まん！」「はいっ！　ただいまっ！」……ってここには黒ラベルと一番搾りしかねえって言ってんだろ！

			　なかには会場にない銘柄を指定してくる人間がいるので事前リサーチは重要である。

			　ちなみにビールの注ぎ方は瓶の底を持ち、ラベルが上を向くようにしてゆっくりと注ぐ。泡がジョッキの三割くらいになるのがベストだ。

			　もちろん勝手に注ぐことは許されない。あらかじめ注いでいいか、必ずお伺いを立てて注ぐのである。

			　それができない人間は強制的な宴会芸を求められる可能性が高い。

			　社畜に限らないが、社会人になれば大概は一発芸を求められる機会に遭遇するだろう。

			　こういう時に日本人サラリーマンは容赦ない。

			　日本にやってきた海外ビジネスマンに、日本人のここに驚いた、というアンケートを取ったところ、堂々の一位に輝いたのが、日本人は酒の席で豹変する、であった。

			　普段は礼儀正しく温厚な日本人が、なぜか酒の席ではネクタイを頭に巻いた修羅と化すのが心底不思議であるらしい。

			　一部の上司と違い、アルコールが回りきっていない下っ端にとって、馬鹿になりきった一発芸は苦痛である。

			　その辺の感覚が麻(ま)痺(ひ)した酔っ払い親父どもに任せたいのが本音だが、残念ながら周りはそれを許してくれない。

			　まず鉄板は下ネタである。が、女性の前で下ネタを披露すると翌日からセクハラ親父の烙印を押されるので要注意だ！

			　次の鉄板はなんといってもモノマネだろう。

			　特に嫌われ者の上司がいて、その上司が出席していないような場合、この上司のモノマネは間違いなく受ける。しかし後日それがバレると陰湿な社内いじめを受けるという諸刃の刃。

			（よかった。本当に良かった。もう俺は村(むら)田(た)英(ひで)雄(お)のモノマネをしなくていいんだ…………）

			　勝ち組！　今こそ松田は間違いなく勝ち組のひとりであった。

			　感激に瞳を潤ませる松田を、ドルロイとハーレプストは生暖かい目で見守っていた。

			　まさか松田がそんな過去との葛(かつ)藤(とう)をしているとは知らずに。

		

	
		
			第三十四話　告白

			　

			　小一時間ほど飲み続け、大分酔いが回ってきたころである。

			「それにしても人造人間(ホムンクルス)とは大きく出たもんだな」

			　大きな顔を紅潮させ自慢のひげをアルコールで濡らしたドルロイは、からかうように松田の肩を叩いた。

			「必要に迫られまして」

			「目標が大きいのもいいが、そうさな、ひとつ面白くもない話をしてやろう」

			　景気をつけるようにぐっと杯を呷(あお)り、ドルロイはおもむろに話し出す。

			「あるところに一人の鍛(か)冶(じ)師がいた。そいつの父親も腕のいい鍛(か)冶(じ)師でな。いつか父親の背中を超えてやると腕を磨き、いつしかそいつは一族でも一、二を争う鍛(か)冶(じ)師となった」

			　遠い目をしながらドルロイはマスターにおかわりを要求する。

			　杯の表面張力いっぱいに注がれた麦酒を一口すすって、ドルロイは続けた。

			「一族だけでは足りない。もっと高く、もっと大きな立場になろうとそいつは研鑽をつづけた。来る日も来る日も鍛(か)冶(じ)に打ち込み、そいつが三十を超える頃のことだ。ついにとある王国から招(しよう)聘(へい)を受けるまでになった」

			　鍛(か)冶(じ)師にとって最高の地位があるとすれば、それは同族社会における五槌であり、現世的な意味においては国家鍛(か)冶(じ)師長であろう。

			　国家権力によって湯水のごとく研究に金を注ぎこみ、国内の鍛(か)冶(じ)師を統制する立場である。

			　そんな立場に若くしてなった男は、ますます鍛(か)冶(じ)にのめりこむようになっていった。

			　男が鍛えたとなれば、その剣は目を剥くような金額で売れた。

			　どれだけよく斬れるか。

			　どれだけ貴重な素材を使うことができるか。

			　どれだけ効率的に殺戮を行うことができるか。

			　それだけがいつの間にか男の目的になっていった。

			　男の造る武器があまりに見事であるために、王国はやがて領土的野心まで持ち始めた。

			　――――そして戦争。

			　しかし上級指揮官にしか行き渡らなかった武器では、勝敗を左右するほどの戦力とはならなかったらしい。

			　とはいえ全く効果がなかったというわけでもなく、王国はやや優位な条件で講和することに成功した。

			　男はますます自分の腕に自信を深めた。

			　やがて親しい者の言葉にも耳を貸さなくなり、周囲の評判も気にも留めなくなった。

			　そんななか、一人の女性が男のもとを訪れた。

			　それは幼なじみの女性であった。

			　女性は男に、いい加減目を覚ませ、と言い放った。

			「だがそいつは女の言葉に耳を貸さなかった。聞くに堪えない罵声を浴びせ、鍛(か)冶(じ)師の修業のためには女など邪魔でしかないと断じた」

			　ならばこの手で男の間違いを修正してみせる。

			　意を決した可愛らしい幼なじみの言葉を、男は嘲(あざ)笑(わら)った。

			　今や全世界に鳴り響こうという男の名声、それに比べれば幼なじみの地位など吹けば飛ぶようなものにすぎなかった。

			「そいつが鍛え上げた最高傑作。それは迷宮から発見された竜の骨を使った大剣だった。少し脅してやろう。そんな軽い気持ちでそいつは剣を振るった」

			　ところが女性は全く退く気を見せなかった。

			　切り傷と打撲で満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)となりながら、女性は剣に立ち向かった。

			　男にではない。真正面から剣に立ち向かっていったのだ。

			「おそらく素人に毛が生えたような技量の男をぶん殴ることぐらいは容易いことだっただろう。でも、それでは男の迷妄は覚めない。男のよりどころである剣をどうにかしなければ」

			　女性は死を覚悟した。命そのものを投げ出すような、後先を考えない最大の一撃に全てを賭けるつもりだった。

			　信念と命を乗せたその一撃は、ついに男が世界最高と信じた大剣を打ち砕いた。

			「目が覚めたそいつはひどく後悔したそうだ。幼なじみの母親は、そいつの造り出した剣を高い金で買った貴族のどら息子に殺されたってんだからな」

			　穴があったら入りたいとは、あのことを言うのだろう。

			　同時に男は、幼なじみのひたむきで純粋な優しさに惹かれた。

			　どの面下げてとは思ったが、土下座して幼なじみの旅に付き合い、十年かけて彼女を口説いた。

			　剣には勝った彼女も、男のひたむきな恋情には勝てなかった。

			「――――なるほど、リンダさんのほうから言い寄ったとは思えなかったから妥当なところですね」

			「ななな、なんで俺の話だとわかった？」

			「いや、話の流れでわからないほうが難しいから」

			　ハーレプストにも突っ込まれ、ドルロイはますます顔を赤くした。

			　それは決して酒に酔った赤さばかりではなかった。

			　どうやらリンダさんに頭が上がらないのは、必ずしも彼女の腕がたつだけではないらしい。

			「――――貴様の心がどこか壊れているのはわかっている」

			　ドルロイの真(しん)摯(し)な言葉に松田は笑っていたのも忘れて青くなった。

			　まさかそんな内面までドルロイに見抜かれていたとは思わなかったのである。

			「俺も鍛(か)冶(じ)以外が目に入らず、ほかの全てを見下していたことがある。お前がそうだとは思わんが、心の揺れ幅が少なすぎるな」

			「…………どうしてそんなことがわかるんです？」

			　これまで誰にも見破られたことのない松田の心の闇であった。

			　ディアナやステラでも、あの迷宮での出来事がなければ今もわからぬままであったろう。

			「酒は心の潤滑油じゃ。本当の酒飲みなら心の在り方ぐらいわかるわい」

			　こんな酒の飲み方があったのか、と松田は後頭部を鈍器で殴られたような衝撃を受けた。

			　よく考えれば、会社の接待と憂さ晴らし以外で、本当の意味で酒を飲むのは初めてであったかもしれない。

			「飲め飲め、お前にはちょいとばかり多めに油が必要じゃ」

			　

			　それから数時間が経過し、三人の男達の酔い方も、かなり末期的な様相を呈し始めていた。

			「らかられすね。女性の魅力は胸ではないんれすよ。偉い人にはそれがわからんのれす！」

			「ご主人様は女性の一番どこが好きなのですか？　わふ」

			「やはり一番は顔れしょうね。バランスも大事れす。体形はスレンダーなのがいいような気がするのはエルフらかられしょうか？」

			「まだまだ甘いな！　マツダ！」

			　こちらは滑舌こそ鈍っていないが目が盛大に血走り、顔は今にも火を噴きそうなマグマのように赤いドルロイである。

			「あの控えめで小さな乳の愛らしさをわからんとはっ！　あれだけでもう、俺はご飯三杯はいける！」

			「胸に貴(き)賤(せん)はないと言っているのがわからないかなあ？」

			　ハーレプストもこちらはこちらでかなり怪しい酔い方であった。

			　なにせ顔色はほとんど変わっていないし、口調もそのままなのに、なぜか明後日の方向に向かって話している。

			　今、彼がこんこんと教え諭している相手は、酒場の胡蝶蘭が飾られた鉢植えであった。

			『なら私は貧乳でなくてもいいですよね？』

			「うんにゃ、ディアナは貧乳。某、竜も跨いで通る魔導士もそう言っている」

			『誰なんですかそれはあああああっ！』

			　どうやら松田のディアナは貧乳というイメージはかなり強固なものであるらしい。

			「ご主人様！　ご主人様の好きな顔ってどんなのです？　わふ」

			　ステラはちょこん、と松田の膝の上に乗ると瞳を輝かせて尋ねた。

			「そうらな～～。可愛くてちょっと意地悪したくなるくらいのが好みかもな」

			「ステラはっ？　ステラは意地悪したくなるですか？　わふ」

			「ステラはたまにとっても意地悪したくなるぞ？」

			「わふふぅっ！」

			『ちょ、ちょっとステラ！　主様が酔っぱらってるからって調子に乗ってるんじゃないの？』

			　ちろりとディアナのほうを見やってステラはふふん、と不敵に嗤(わら)う。

			　こちらもりんご酒でいい具合に酔っているようであった。

			　そんな松田達の会話をよそに、今度はハーレプストがやにわに立ち上がると、あさっての壁に向かって何やら演説を開始した。

			「女性の美というのは刹那の瞬間にあるのだよ。僕はそれを永遠に保存しておきたいんだ！　女性の花の盛りは短いっ！　短すぎる！　なぜそれがわかってもらえないんだ？」

			「甘い！　甘いぞ兄者！　移ろいゆく中にも女性の美しさはあるのだ！　刹那だけで女の美しさが語りつくされてたまるか！」

			　血走った目で瞬き一つすらせずドルロイは絶叫する。

			「年月を重ねて侘びた風情を醸し出すような器と女性は違う。垂れた胸とくすんだ肌を移りゆく美とは認めないね！」

			　今度はステラに向かって説教を始めたハーレプストは、軽くステラに鉄拳制裁を食らって悶絶した。

			「よくわからないけど、腹が立つです。わふ」

			「ぬおおおおおおっ！　認めん！　認めんぞおおお！」

			「馬鹿め！　リンダの魅力は歳を食った程度では衰えんわ！　若い頃よりちょっぴり肌の張りは落ちたが、まだまだいっしょに風呂に入れば水を弾くぞ？　ピチピチじゃ！」

			「てかまだいっしょに風呂入ってのかおっさん！」

			「ぐわっはっはっ！　夫婦円満の秘訣のひとつじゃわい」

			　勝ち誇ったように笑うドルロイにビシッと指を突きつけ、ハーレプストは弾劾を開始した。

			　その姿はまさに異議あり！　というところか。

			「語るに落ちたな！　今まさにお前はリンダの肌の張りが落ちたと認めたのだぞ！」

			「これだから独身者は困る。張りの落ちた柔らかさもまた女の味というものじゃ。なあ、リンダ…………えっ？」

			　その瞬間時が止まった。

			　ドルロイはもちろん、ハーレプストも松田もせきとして声もない。

			　いるはずのない人物が小さな肩を震わせていたからだ。

			「いつまでも帰ってこないから迎えにきてみればこの宿六は…………」

			「えええっ？　なんで？　リンダなんで？」

			　羞恥に頬を染め、かつては竜の骨すら叩き折った鉄拳をリンダは固く握りしめる。

			　

			「おらっ！　男ども！　辞世の句を読め！　女の歳の話をするやつは地獄に落ちるってことを教えてやる！」

		

	
		
			第三十五話　鍛(か)冶(じ)と錬金

			　

			　ドルロイは致命傷寸前のダメージをものともせず、翌日には元気に工房へと姿を見せた。

			　解せぬ。仮面がなかったら致命傷だったレベルの重傷だったはずなのに。

			　その回復力の早さはドワーフだからか、あるいは長年リンダに日常的にしばかれ慣れてるせいなのだろうか。

			　目にも留まらぬ左右の連打を受け、襤(ぼ)褸(ろ)雑巾のようになりながらも、どこか恍惚とした表情であったように感じたのは気のせいであると信じたい松田であった。

			「なんだ？　その微妙な目は？」

			「いえ、あれだけ殴られたのにタフだなあ、と」

			「はっはっはっ！　俺の可愛いリンダがちゃんと手加減をしてくれているのだから当然だ！　ぐぼおっ！」

			「余計なこと言ってんじゃないよ！　この宿六が！」

			　なるほど愛の鞭(むち)にも情けはあったのか。

			　真っ赤になって照れるリンダさんのツンデレ具合が眩しい。

			　そう考えれば同じく襤褸雑巾にされたハーレプストが今日は姿を見せないのも納得がいくというものであった。

			「――――ところでマツダ、錬金と鍛(か)冶(じ)の違いはわかるか？」

			「いえ、スキルとしての錬金はなんとなくわかりますが、正直なんのことやら」

			「あれだけ見事なゴーレムを召喚しておいてそれか。気をつけろ。ほかの鍛(か)冶(じ)師に聞かれたら下手をすれば命を狙われるぞ？」

			「そ、そうなのですか？」

			　真剣なドルロイの表情に松田は思わず顔色を青くした。

			「馬鹿野郎！　鍛(か)冶(じ)士がどれほどの苦労を重ねて素材を本物の商品に鍛え上げると思ってる！　レシピだけでできるなら誰も苦労はしねえ！」

			　レシピどおりに造れば確かに一定の性能にはなるだろう。

			　しかしただレシピどおりに造った剣と、鍛(か)冶(じ)の匠が素材を吟味し、火釜の魔力を調整し、槌で鍛えた剣とでは歴然とした差が出る。

			　同じ種類のじゃがいもでも、北海道と関東では味の差が出るようなものだ。

			（北海道からせっかく種芋を持って行っても、関東は関東、東北は東北の味になります）

			　素材成分が同じだからといって、決して同じ性能とはならないのが鍛(か)冶(じ)というものであり、鍛(か)冶(じ)士の誇りでもある。

			　松田が劣化品とはいえ、レシピを再現できるというのは、ある意味では国家が拘(こう)束(そく)して管理を考えるレベルの問題なのであった。

			「真水しか出せないはずの錬金が、曲がりなりにも名水に近いものを作り出したんだ。俺だってこの目で見てなきゃ信じられん」

			『これは迂(う)闊(かつ)でしたね。私も主様の錬金がそこまで非常識であるとは思わなかったので』

			　割と危機感がガバガバで、すぐ殲(せん)滅(めつ)を口にするディアナも反省の様子であった。

			　そもそもゴーレム召喚もディアナを使えることも規格外そのものだから、錬金術のレベル自体がそれほどまずいとは思わなかった。

			「うちの工房にいる間はその錬金は使うな。基礎から鍛えなおしてやるからな」

			「よろしくお願いします」

			　言外の意味を察して松田は深々と頭をさげてドルロイに感謝した。

			　ドルロイが鍛えた、となれば多少松田が無茶をやらかしたとしても誤魔化しが利く。

			　なんといってもドルロイはドワーフの匠の最高峰に位置する五槌のひとりであり、彼が弟子をとったというだけでも噂になるほどの人物なのである。

			　その奥義の一端を授けられたとなれば、国家権力も松田を粗(そ)略(りやく)に扱うことはできないはずであった。

			「まずは素材鑑定からだ。ついてこい」

			　悠然と背中を向け、のしのしと歩き去っていくドルロイを慌てて松田は追いかけた。

			　本当の意味でものを教わるのは学生であったころ以来になる気がしていた。

			（ああ、マニュアル渡されてあとはよろしくじゃないなんて……これが本当のＫＥＮＳＨＵＵ！）

			　

			「――素人じゃないんだからだいたいわかるよね？」

			「まあ、いつもやってるのとそんなに変わらないよ！　大丈夫大丈夫！」

			「管理職なんだから知ってて当然でしょ」

			　甚(はなは)だしいのになると、

			「ちゃんと前もって準備しておけよ」

			（たった今聞いたばかりなのに前もって準備ができるかあああああ！）

			　などと無茶ぶりをされた暗黒の社畜時代を思い出す。

			　

			　おい、てめえら引き継ぎは？　研修はどうした？　ていうか責任をこっちに押し付けんじゃねえ！

			　報・連・相は下から上にだけじゃなく、上から下にも適用されんだよ、くそが！

			　――職場での人間関係に疲れて失(しつ)踪(そう)した社員の穴を埋めるために、松田が全く経験のない現場に放り込まれたのは一度や二度ではなかった。

			　ふと日本での記憶がよみがえって、人知れず涙する松田であった。

			　

			　ドルロイの工房は地下が三層に分かれており、地上の面積からは想像もできないほど広大なものであった。

			　なるほど、確かにドワーフきっての鍛(か)冶(じ)師の工房の名に恥じぬものである。

			　一層目が倉庫で二層目が加工場、もっとも深い場所にある三層目が火釜と鍛(たん)錬(れん)を行う場であるらしい。

			「ここには俺の鍛えた武具の半分が置いてある」

			　数百はくだらないであろう剣、槍、鎧(よろい)、盾などが所狭しと並べられた室内を眺めて、松田はその圧倒的な存在感に気おされていた。

			　間違いなく世に出れば魔剣、魔槍の類として目が飛び出るような値段をつけられるはずの逸品ばかりであった。

			「解析はできるな？」

			「はい」

			「じゃあ、これを解析してみろ」

			　ドルロイが松田に手渡したのは一本のミスリルの両手剣であった。

			　装飾を一切省いた無骨な剣で、流れる川のような波紋が美しくきらめいていた。

			「――――解析(アナライズ)」

			　松田の脳裏に剣の成分構成が浮かび上がる。構成をメモに書き写すとドルロイは満足そうに頷いた。

			「うむ、できているな。なら次だ。こっちのほうも解析してみろ」

			「は、はあ…………解析(アナライズ)」

			　新たに手渡された見事な象(ぞう)眼(がん)の施された片手剣を解析してみるが、今度は全く構成が浮かんでこない。

			「やはりか。お前が解析できるのは中級まで。おそらく再現できるのも今の段階ではそこまでだろう」

			　ドルロイの鋭い洞察力に松田は声もなかった。

			　あまり頭がよさそうには見えないドルロイだが、鍛(か)冶(じ)師としてはドワーフの最高峰に相応しい力を発揮するのだということを松田は身に染みて知った。

			「いずれはお前も上級以上をも再現できるようになるかもしれん。だがどこまでいっても錬金は本物の鍛(か)冶(じ)には追いつけん。お前のスキルでもな」

			　そういってドルロイは先ほどのミスリルの両手剣を手に取った。

			「こいつを錬金してみろ」

			「わかりました。――――錬金(アルケミー)」

			　ドルロイに言われて松田はミスリル剣を錬金する。

			　その剣を受け取ると、ドルロイは自らが作成した剣を、錬金のミスリル剣に撃ちおろした。

			　――――パキリ。

			「ま、できは悪くないがこんなもんよ」

			　軽い衝撃音とともに松田の錬金したミスリル剣は根元から折れた。

			　目を丸くする松田にドルロイは自慢げに髭を揺らした。

			「これは…………？」

			「素材の成分を解析した程度じゃ本物には勝てん」

			　ドルロイはここぞとばかりに胸を張り、会心の笑みを浮かべた。

			「解析で成分がわかっただけじゃなんの意味もねえ。剣がインゴットみたいに均一な成分分布なわけがあるか！」

			　そう言われて松田はなるほど、と納得したように頷く。

			　日本刀を収集していた祖父から聞かされた記憶が、松田の脳裏に蘇った。

			　

			「いいか毅(たけし)？　日本刀、それも名刀と言われる古刀や新刀はな。出来上がるまでに、そりゃあ途(と)轍(てつ)もない手間をかけられている」

			　なかなか趣味をわかってくれない妻子を諦め、まだ幼い孫に自慢したかったのだろう。

			　どこか背中のさみしい爺だった。

			「材料になる玉(たま)鋼(はがね)ですら今の日本じゃ手に入らん。生(なま)鉄(がね)を鋼に変える卸(おろ)し鉄(がね)にしても古い踏鞴(たたら)鉄と製鉄所の洋鉄じゃ雲泥の差がある」

			　その違いは素人目にも明らかなほどで、上級和紙とコピー用紙ほどの違いがあるらしい。

			「それから刀鍛(か)冶(じ)は何万層にも折り重ね、鍛えに鍛えて鋼(はがね)を造りこんでいく。玉鋼はそうすることで靭(じん)性(せい)の高い素材へと姿を変えていく」

			　大人になった今にして思えば、刀工の日本刀にかける執念は異常である。

			　実は鍛えすぎれば炭素が抜けて硬度が保てなくなってしまう。

			　そこで日本刀は、柔らかい心鉄を硬い皮鉄で包み込むという方法で「折れず曲がらず」を実現した。

			　その後、刃に土を塗られた刀は、水の中に入れて急冷させることで、鋼を刃物に適した組織に変化させる。

			　この作業を焼き入れという。

			　その水温は門外不出で、鎌倉時代の刀(とう)工(こう)として名高いあの相(そう)州(しゆう)正(まさ)宗(むね)が水温を盗み取ろうとした弟子の手に焼け火箸を押し付けたという伝説もあるほどだ。

			　この刃にどれだけ土を塗るか、水の温度を何度にするかで刀の出来が全く違ってしまうというから恐ろしい。

			　なるほどドルロイが言いたかったのは、そうした作業でしか再現できないものがあるということであろう。

			「成分なんてものは偏るもんだ！　魔力だって川筋みたいな流れがある。それを理解しねえで錬金なんて意味がねえんだよ！」

			　ようやく松田は、自分の持つ錬金スキルがいかにやばいものであるかを理解した。

			　そしてもしドルロイの技術を理解することができれば、どれほど錬金術が素晴らしい力を発揮するかということも。

			「――――いい顔だ。俺の言いたいことがちっとはわかったか！」

			「はい。よろしくお願いします！　師匠！」

		

	
		
			第三十六話　人形師ハーレプスト

			　

			　それから一週間ほどの時間が経過した。

			　残念ながら松田はまだ座学が精いっぱいで、実際に槌(つち)を握らせてもらってもいない。

			　雑用の合間に座学と、ドルロイ作の一級品に触れることで感性を磨いている段階である。

			　それでも松田からすれば、ゆっくりと座学の時間を取ってもらえること自体、望外の喜びであった。

			「やあ、元気にしているかい？」

			「ハーレプストさん……あれから一週間も経ったのに、なんでそんなボロボロなんですか……？」

			　顔面の半分を覆う青黒い腫れはいまだ引いておらず、手足には包帯が痛々しく巻かれている。

			　リンダさんが手加減しないとこうなっていたのか、と改めて青くなる松田であった。

			「やれやれ、ひどい目にあったよ。ここまでやられたのは久しぶりさ」

			　それでも何事もなかったかのようにハーレプストは笑った。

			　そんないつものことみたいに朗らかに笑われても反応に困る。ドワーフのコミュニケーションがわからない。

			「なんというか……その、お大事に」

			「これくらいは怪我のうちには入らないよ？　骨には異常もないことだし」

			　いや、その基準はおかしい。

			「――――今日は君に会いに来たんだよ」

			　楽しそうにハーレプストは笑うと、松田の肩をバンバンと叩いた。

			　非常に気安い態度で、傍目にも彼が松田に心を許しているのがよくわかる光景であった。

			　なぜそこまでハーレプストに親しく思われているのか松田にはわからなかったが、決して不快な気分ではなかった。

			「わふぅっ！　ご主人様――――！」

			　パタパタと足音を響かせて、フリルがふんだんにあしらわれたメイド服に身を包んだステラが現れたのはその時であった。
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			「お飲み物をお持ちしたです！　あれ？　ハーレプスト様です。わふ」

			「へえ！　可愛いじゃないか！　見違えたよ！」

			　そんなハーレプストの賞賛をスルーして、ステラは松田を上目遣いに見つめる。

			「わふぅ……どうですか？　ご主人様？」

			「可愛いよ。リンダさんにお礼を言わなきゃね」

			「はいです！」

			　うれしそうに微笑むとステラはガッツポーズで後ろを振りかえる。

			　そこにはニヤニヤと笑いながらも、ステラが可愛くて仕方ないらしいリンダがいた。

			　実は松田の修業によって、手持ち無沙汰になったステラは、リンダに稽古をつけてもらいながら、着せ替え人形と化しているのだった。

			　娘のいないリンダにとって、子供のステラは格好の標的であったようだ。

			　いっしょになって料理やお揃いのエプロンドレスを作ったりするリンダは実に幸せそうである。

			　もし娘が生まれたらあれもしよう、これもしようと考えていた鬱(うつ)憤(ぷん)をまとめて晴らしているかのようであった。

			　ステラのほうもそんなリンダによく懐いていて、年頃の女の子のことなどわかるわけもない松田にとっては非常にありがたいことでもあった。

			「なるほど、リンダの見立てだったのかい。確かに体形がほとんど……ぶべらっ！」

			　アッパー気味のコークスクリューブローを食らって、ハーレプストの巨体が弾丸のように吹き飛んだ。

			「いいかいステラ？　女の体形を揶(や)揄(ゆ)するような男には一切手加減はいらないからね！」

			「はいですっ！　わふ」

			「だ、大丈夫ですか？　ハーレプストさん！」

			「へへ…………効いたよ。大丈夫、僕は女性を胸の大きさで差別なんか……」

			「まだ言うか！」

			「ほんげらっ！」

			　懐に飛び込んでからの肝臓打ち、そしてそのまま伸び上がるようにして顎先にアッパーカット。そこでデンプシーロールに繋げれば、まさにどこかのボクシング漫画で見た光景であったろう。

			　というかまだ懲りてないのか、この人は。

			「な……ナイスパンチ」

			「死ね」

			　この煽っていくスタイルは、ドワーフの民族性なのだろうか。

			　身体を張ってリンダを挑発するハーレプストに、思わず畏れに近い感情を抱いてしまう松田であった。

			「なんだなんだ、騒がしい！」

			　盛大にハーレプストが吹っ飛んだせいか、地下で作業をしていたはずのドルロイがのそり、と顔を出す。

			　そしてハーレプストの痛々しい様子を見ると、こらえきれないかのように大口を開けてげはは、と哂(わら)った。

			「げはははっ！　随分と色男になったじゃねえか！」

			「失敬だな。僕はもとから色男さ！」

			　なんのかんの言って仲の良い兄弟だ。少なくとも憎まれ口を叩きあえる程度にはお互いをわかり合っているのだろう。

			「そのざまでわざわざうちに来たってことは何かあったか？」

			「ああ、それなんだけどね。少しマツダ君を貸してくれないかな？」

			「ええ？　俺ですか？」

			　まさかのご指名に松田は戸惑う。

			「――――ふむ」

			　ドルロイは難しい顔をして腕を組むと考えこんだ。

			　そろそろ松田に実践を教え始めようかと思っていたところでもある。

			　そうなるともうハーレプストに貸してやる時間はなかった。

			　何より松田は自分の弟子ではあるが、松田の目指すところはむしろハーレプストの理想に近いのだ。

			「おいマツダ。今日は休みにしてやる。この馬鹿に付き合ってやれ」

			「ありがとう！　助かるよ！」

			「その代わり修業が始まったら余計なちょっかいは許さんぞ？」

			　相変わらず人の都合を聞かない二人であった。

			　まあ職人の弟子に対する扱いなど、こんなのが普通なのだろう。

			「わふぅ！　ご主人様！　ステラも！　ステラも！」

			「あんたはこれから私と今日のご飯の買い出しに行くんだよ！」

			「ふきゅううううんっ！」

			　松田について行こうとしたステラは、リンダに襟首を掴まれて、まるで子犬のような鼻声をあげる。

			　見えないはずの耳としっぽが、がっくりと力を失ってうなだれているのが見えるかのようであった。

			「――善は急げだ。ついてきてくれ、マツダ君」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ハーレプストの別宅は、ドルロイの工房から歩いて一時間ほどの服飾街の中にあった。

			「ここはマクンバに滞在するための隠れ家みたいなもんでね。僕の本当の研究室はグラナダ王国にあるから」

			　リュッツォー王国をさらに東に向かうと広大な国土を誇るグラナダ王国がある。

			　実はハーレプストは、故国スキャパフロー王国では五槌に及ばないが、グラナダ王国では五槌よりも有名な鍛(か)冶(じ)師なのであった。

			「――いらっしゃいませ、ハーレプスト様」

			「やあラクシュミー。倉庫を使わせてもらうよ？」

			　勝手知ったる雰囲気で、店の扉を開けたハーレプストは知的な三十前後の美女に向かって声をかける。

			　――――はちきれんばかりに盛り上がった胸が目に眩しい。なるほど、ハーレプストが胸に貴(き)賤(せん)はないと言っていたのは本当だったようだ。

			「この店はハーレプスト様のもの。いつなりとご自由に」

			　そういって優雅に頭を下げるラクシュミーは、まさに淑女そのものであった。

			　黒髪をかっちりと編み込んで、頭の上でまとめているところも非常にポイントが高い。

			　こうした知的美女というのは松田の好むところであった。

			（ディアナの参考にしてもいいかもしれないな）

			『胸のほうに関しては同意ですが、歳についてはご一考ください、主様』

			（三十代ディスってんのか！　おう）

			　精神年齢的に四十代である松田にとって、三十はまだまだ若いという感覚しかない。

			　それに知的美女というのは、年齢を重ねてこそ味が出るというものなのである。

			『絶対に主様の認識はゆがんでいると申し上げます！』

			（ほっとけ！）

			　そんな松田達の葛(かつ)藤(とう)を知る由もないハーレプストは、自慢げに厳重に魔法と鍵で施錠された倉庫を指さすと微笑んだ。

			「きっと君なら僕のコレクションを気に入ってくれると思うよ？」

			「コレクション、ですか？」

			　今日こうして連れてこられたわけがそこにあるのだろうか。

			　ゆっくりと魔法封の施された倉庫の巨大なミスリル扉が開いていく。

			　眩しいほどの魔法光に溢れたそこには、百二十センチほどの白磁(ビスク)人形(ドール)がちょこん、とスカートをつまみあげてお辞儀していた。

			「オカエリナサイマセ、ゴシュジンサマ」

			「えええええええええっ！」

		

	
		
			第三十七話　最初の一歩

			　

			　おそらくは硝子(がらす)であろう義眼。

			　ふわふわと波を打つ金髪は腰のあたりまで伸ばされていて、まるで生きているかのように艶やかである。

			　それでもやはり人間と同じ動きはできないらしく、関節部の動きもどこかぎこちない。

			　しかし人形であることを考えれば、それがむしろ可愛らしさを醸し出しているように松田には思えた。

			「やあ、ありがとう、ベアトリス」

			「ドウイタシマシテ」

			　そして再び華麗にお辞儀をすると、少女の人形はもといた定位置らしい、木製の椅子へと腰を下ろし、そこで停止した。

			　松田も日本におけるからくり人形をいささかなりと知っている。

			　もっともテレビで見た程度ではあるが、江戸時代後期の発明家・田(た)中(なか)久(ひさ)重(しげ)の「弓(ゆみ)曳(ひき)童(どう)子(じ)」や「文字書き人形」のような精巧なからくり人形には驚嘆したものだ。

			　特に文字を書き終えると得意そうに微笑む「文字書き人形」をぜんまいとカムだけで表現した田中久重は天才だと思う。

			　だがハーレプストの造り上げた作品であろうベアトリスは、そのからくり人形とは次元がふたつも三つも違った。

			　その時になって松田はようやく室内に佇む幾体もの人形達に気づいた。

			「おはよう、ライラ、コンスタンシア、シャルロット」

			　カタカタカタカタカ…………。

			　機械的な起動音が響き、三人の美女が立ち上がる。

			「オハヨウゴザイマス。オヤカタサマ」

			「サビシカッタワ。ゴシュジンサマ」

			「キョウハボクトアソンデネ？」

			　スラリと背の高い妖艶な美女と、小さな五、六歳ほどの幼女、さらにもう一人はボーイッシュなショートカットの少女だった。

			　三人ともタイプは異なるが、類まれな美女であるのは確かであろう。

			　もっとも、人形であるということを除けばであるが。

			　優しく微笑んで軽く彼女達の頭を撫で、ハーレプストはさらに七体の人形達に挨拶を交わしていった。

			　

			「――――驚いたかい？」

			　いたずらに成功した子供のように笑うハーレプストに、松田は大きく肩をすくめることで応えた。

			「驚きましたよ。よくもまあこれほど精巧な人形を造りましたね」

			　ドルロイの武具も一目でわかる逸品であったが、ハーレプストの人形もまた恐ろしく高価なものであるのはわかった。

			　一見ちゃらんぽらんそうなハーレプストだが、この人はこの人でドルロイのように高名な人物なのだろう。

			　そうでなくて、これほど高価なものを造り、維持していけるはずがない。

			　そもそもハーレプストは表の服飾店のオーナーなのだ。

			　松田が想像もつかないような財を保持していると考えるべきであった。

			「僕はね――――永遠が欲しいんだ」

			　人は年老いる。些細な偶然でも生命まで失う脆弱な生き物でもある。

			　世界でもっとも美しい女性であっても、年月とともにその美しさを失い、ちょっとした風邪をこじらせて死ぬこともあるのだ。

			　その弱さがハーレプストには許せなかった。

			「美しいものを美しいまま、永遠にこの世界に留めておきたい。容易く朽ち果てる脆い美しさを僕は認めたくない！」

			　――だから人形を造り続けた。

			　刹那的にハーレプストが美しいと感じた瞬間を、この世に留めるために様々な年代の女性を何百と造り続けるうちに、いつしか彼は人形師(ドールマスター)と呼ばれるようになっていた。

			「どうしてそれを私に？」

			「君から僕とは方向性は違うけれど、僕と同じ歪(ゆが)みを感じたからさ」

			　そう言ってハーレプストは寂しそうに嗤(わら)った。

			「僕もね？　最初から人形しか愛せなかったわけじゃないよ？　こう見えて次代の鍛(か)冶(じ)師を担うものとしてそれなりに期待もされていた」

			　――あのまま鍛(か)冶(じ)だけに打ち込んでいれば、いずれは弟(ドルロイ)の域にまで達しただろうという自信もある。

			　それほどにハーレプストは将来を嘱望された存在だった。

			「僕には幼なじみがいてね。サーシャって可愛い娘さ。性格は男勝りなんだけど、ちょうどステラちゃんくらいの年齢からどんどん綺麗になっていってね」

			　

			『弟に負けて悔しくないのかよ！』

			『いや、僕なりに頑張ったし、悔いはないよ』

			『もう！　ハーレは気合が足りないのよ！　気合がっ！』

			　

			　傍から見れば微笑ましい姉弟のような関係であったろう。

			　長い黒髪に黒い瞳、歳のわりにメリハリの利いた身体にスッと整った鼻(び)梁(りよう)。

			　勝気な彼女からは、いつもお日様の香りがした。

			　その居心地の良さに甘えていた。

			　しかし現実は、ハーレプストに劇的な恋人との逢瀬も失恋する機会すらも許さなかった。

			　ある冬の朝、サーシャは風邪を引いて高熱を発したかと思うと、あまりにあっけなくこの世を去った。

			　なんの意味もない唐突な幼なじみの死は、ハーレプストの何かを粉々に打ち砕いた。

			「ドルロイを否定するつもりはないが、僕にリンダと結婚する勇気はないな。いつか彼女が僕を置いて死んでしまうことを考えてしまう」

			　だから決して滅びぬ美を、病むことも老いることもない存在を造り上げることに、ハーレプストは心血を注いだのである。

			「ここに置いてあるのは初期の自動人形(オートマタ)さ。どれも耐久性が乏しいからラクシュミーにメンテナンスしてもらっている」

			「ラクシュミーさんはお弟子さんなんですか？」

			　意外であった。

			　いかにもやり手のキャリアウーマン風なラクシュミーが、ハーレプストと人形造りに携わっていたとは。

			「まあ、弟子といえば弟子なんだが――――」

			　ハーレプストはいかにもきまり悪そうに頭を掻いた。

			　

			「――――弟子であると同時に押しかけ婚約者ですわ」

			　

			　トレーに紅茶のカップを乗せ、妖艶に微笑むラクシュミーがハーレプストの言葉を継いだ。

			「えええええええええええ！」

			『ええええええええええええ！』

			　松田はおろかディアナまで絶叫する、意外すぎる言葉であった。

			「どうしてむさくて変態で、もう人生の曲がり角をとっくに過ぎたようなハーレプストさんにラクシュミーさんみたいな美人が！」

			「マツダ君、君は虫も殺さないような顔してキツイことを言うね」

			「ああっ！　すいません！　驚きのあまりつい本音が！」

			「本音なのか」

			「そんなに意外でしょうか……？」

			　ラクシュミーは紅茶をテーブルに置くと、しょんぼりと俯く。
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			　そんな初心そうな仕草が知的(クール)な美貌と相まって、破壊力あることこのうえない。

			　まさに美女と野獣とはこのことであろう。

			「ラクシュミー……君はまだそんなことを……」

			「あら、私とハーレプスト様の婚約はまだ破棄されておりませんから、嘘は言ってませんよ？」

			「…………君のお父さんが破棄させてくれないんじゃないか」

			「うふふ……それでも婚約者は婚約者です！」

			　頬を染め少女のように恥じらう三十近い美女……ありだな！

			　松田のなかで何か目覚めてはいけないものが目覚めた瞬間であった。

			「そろそろ諦めてくれないかねえ……僕は君の幸せを思って言ってるんだよ？」

			「あら、私の幸せを思ってくれているなら早く結婚していただかないと」

			　なんだろう、このいたたまれない空気。

			　ずっと子供だと思っていた娘に、ある日異性として見ていることを打ち明けられたような甘酸っぱい雰囲気である。

			　くそっ！　リア充爆発しろ！

			「――――悪いけど、これからマツダ君と大事な話があるから」

			「わかりました。でも、今日は食事をごいっしょしてくださいね？」

			　すかさず交換条件を持ち出してくるあたり、彼女も只者ではない。苦り切った顔でハーレプストは頷かざるを得なかった。

			　ラクシュミーの姿が消えるとハーレプストはがっくりと背もたれにもたれかかって脱力すると松田に尋ねた。

			「――――どう思う？」

			「もげればいいと思いますよ」

			「本当にキツイな！」

			「あんな美女に悲しい顔させたらいかんでしょ！」

			　松田の言葉にハーレプストは力なく項垂れた。

			「僕は怖いんだよ。彼女を失うことも、彼女が変わってしまうことも、情けないと思うだろうが、僕は変わってしまうのが怖い臆病者なんだ」

			　その声から感じる真(しん)摯(し)な響きに、松田もハーレプストを揶揄するのを止めた。

			　何より松田自身がハーレプストと同じようなことを考えていた。

			「――――わかっている。自分が歪(ゆが)んでいるということは。それでもいいと今までは思っていたけれど……」

			　そこでハーレプストは決意をこめて大きく息を吸う。

			　今日はそのために松田を連れてきたのだから。

			「最初にも言ったね。僕は永遠が欲しいと」

			「ええ」

			「どうか僕にこの世に永遠はあるんだと信じさせて欲しいんだ。そうすれば、僕は新しい道を踏み出していける気がする」

			　この世のどこかには、永遠が存在すると確信できれば、それが必ずしも傍にいなくてもいい。

			　失うことへの恐怖を、それによって乗り越えることができるなら……。

			　

			　赤(せき)心(しん)を推して人の腹中に置くという言葉がある。

			　ハーレプストがあえて松田の前に、弱みをさらけ出したことを理解できぬ松田ではなかった。

			　人の本音を引き出すためには、まず自らの本音を晒さなくてはならない。

			　ハーレプストがやってみせたのはまさにそれであった。

			　叶うことなら、本当は人を愛したいというハーレプストの無意識の叫びを、松田は確かに聞いた気がした。

			「私が求めるのは決して裏切らない存在です。今この瞬間も、心のどこかで私はハーレプストさんを疑っている。――――私のほうが、よほど業が深い」

			「それを求めるための計画を君は持っているね？」

			「――――はい」

			　その言葉を発するために自分でも驚くほどの精神力が必要であった。まだ心のどこかでハーレプストを信じきれない自分に、松田は内心で歯ぎしりしたい思いであった。

			　ディアナやスキルのことはまだ話せない。

			　今は松田が目標とするゴーレムのことを話すのが精いっぱいであった。

			「僕の知識の全てをあげて君の目的に協力させてくれ。そして僕に永遠を信じさせてくれれば報酬はそれだけでいい」

			　おそらくハーレプストの持つ知識では、決して永遠に辿りつくことはないだろうという予感がある。

			　この世界の常識をブレイクスルーするためには、松田の持つなんらかの力が絶対に必要であった。

			「断る理由は何もありません。どうかご協力をお願いします」

			　これはまるで告白だ、と松田は思う。

			　本人が意識しているのかどうかはわからないが、要するにハーレプストはラクシュミーの想いに向き合いたいと言っているのであった。

			　

			　ドルロイの工房では松田の修業が急ピッチで進められていた。

		

	
		
			第三十八話　災いと僥(ぎよう)倖(こう)

			　

			　――――こいつは異常だ。

			　ドルロイは顔にこそ出さないが、松田の魔力量の多さと、鍛(か)冶(じ)と錬金の習得の速さに畏怖すら抱いていた。

			　座学による基礎知識の習得が終わり、松田が素材の加工を学び始めるまでおよそ半月。

			　そして魔力の坩(る)堝(つぼ)たる火釜の調整に至るまで二月もかからなかった。

			　どんな才能あるドワーフでも、まず習得まで一年はかかる工程である。現にドルロイですら師匠から火釜を教えてもらうまで半年以上の時間が必要であった。

			　平凡な鍛(か)冶(じ)師であれば、ここまで三年は優に費やすのが普通であろう。

			　それをやすやすと二月で習得しようという松田は明らかに尋常ではなかった。

			　これは松田の持つスキル、土魔法の習得三倍が影響している。

			　さらに錬金術のレベルも２のうえ、そもそも松田は土魔法に関するステータスが高い。

			　神が与えた恩恵に加え、ディアナの身体を造りだすために全力で努力した松田の習得速度が異常であるのはむしろ当然というべきなのかもしれなかった。

			（もしこいつが一人前の鍛(か)冶(じ)師になったとしたら……）

			　ドルロイは背中に嫌な汗が噴き出るのを抑えることができなかった。

			　すでに松田は机上とはいえ、ドルロイが編み出したレシピの大半を学習している。

			　さらにあの莫大な魔力――――。

			（あれには本当に驚いたもんじゃ）

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その事件は火釜の修練の過程で発生した。

			　読んで字のごとく、火釜は強力な火の属性付与による炉の火力で素材を溶かすためにある。

			　当然のことながらもっとも強い影響を与えるのは、四大元素魔法(マテリアル)のなかでも火の属性であり、これをどう調整するかが鍛(か)冶(じ)師の腕の見せ所なのであった。

			　腕の良い鍛(か)冶(じ)師ならば、火だけではなく、水や土の魔力をいかに配合するかで全く別の性質を合金に付与することもできる。

			　レシピ以上に秘中の秘とされているのが、この火釜の操作なのだ。

			　だがここで重大な問題が発生する。松田はスキル、ゴーレムマスター裏により土魔法以外の属性に全く適性がない。

			　そんな彼がありあまる魔力を火釜に注ぎこめばどうなるか。

			　結果、ドルロイも予想しえなかった事態が発生した。

			　まともな弟子であれば、ドルロイは落ち着いて火釜の制御をフォローすることもできたであろうが、松田の魔力と土属性の濃度は常識を遥かに超えていた。

			　火釜の中で土属性が飽和状態に達することで、火属性もまた濃縮され天井知らずに温度が上がっていく。

			　こんなことはかつて一度も経験したことはない。

			　松田がチートを持った、さらに土魔法だけに特化したピーキーな存在であることが災いしたのである。

			「炉を落とせ！　早くしろ！　死にたいのか！」

			　間一髪、火釜を強制停止させることで、かろうじて破滅を回避した時には、ドルロイはほぼ数十年ぶりに腰を抜かしたものである。

			　ドルロイの持つ火釜は、マクンバでももっとも巨大な出力を持つもので、下手をすればマクンバの鍛(か)冶(じ)街が壊滅、ということにもなりかねなかったからだ。

			　滝のような汗を流して松田を怒鳴りつけようとしたドルロイは、火釜の中に鈍く光る白銀の輝きを見つけた。

			「――――なんだこれは？」

			　鍛(か)冶(じ)師となって年月の長いドルロイをして初めて見る代物であった。

			　もともと造ろうとしていたのは、松田に渡したレシピの、さらにもう一段階上のミスリルの合金である。

			　だがこの合金は明らかにドルロイが予想していたものとは違う。

			　まず色がミスリルというよりは白金に近いものであり、何より魔力の内包量が格段に違った。

			「おいおい、冗談じゃねえぞ…………」

			　少なくともこの合金の内包魔力量はドルロイの知る最上位のミスリルに勝る。

			　下手をすれば失われた技術――緋緋色鉄には及ばないが、その足元には届くかもしれなかった。

			　そのことに思い至ったドルロイは、目を剥き激しく松田の肩をゆすった。

			「おいっ！　何をした！　何をやったんだマツダ！　吐け！　今すぐ吐けええええええ！」

			「おおおお落ちつつついてええくくくだだださいいいいい！　こ、これ以上揺らさないで！　おろろろろろろ！」

			「馬鹿野郎！　そういう吐けって意味じゃねえええ！」

			「だったら揺らすのを止めめめ、おろろろろろろろろろろろ」

			　結局松田の胃の中の内容物が空になるまで、ドルロイは必死に松田の肩を揺らし続けた。

			　

			「――――要するにお前は土属性以外はからっきしってわけだな？」

			「黙っていてすいません」

			　いまだ自分の秘密の全てを打ち明けるには抵抗のある松田は、自分のスキル構成をドルロイに告げていなかった。

			　もっとも告げていたとしても、にわかには信じがたいものであったかもしれないが。

			「そうか…………まじりっけなしの土属性、それとあの魔力量、考えられるとすれば、そのあたりか……」

			　あの時出来上がった合金をドルロイはまじまじと見つめる。

			　信じられないほどに高密度に圧縮されたそれは、ミスリルを遥かに上回る魔法強度と同時にある種異常な魔力許容量(マジツクキヤパシテイー)を有していた。

			　伝説級の秘宝に匹敵する、おそるべき許容量である。これならば失われた禁呪にすら耐えうるのではないかと思わせるほどであった。

			　全くの偶然から、ドルロイは失われた緋緋色鉄の秘密へのヒントを得たことを確信した。

			　おそらくは古代の技術では火釜の圧縮密度が桁違いであったに違いない。あるいは鍛(か)冶(じ)師自身の魔力のほうが規格外であったかのどちらかだ。

			　松田が土に特化した稀代の才能を所有していたがために、もともと魔法に染まりやすいミスリルが変化したと考えるべきであった。

			「うおおおおおおおおおおおおっ！　これが燃えずにおられるか！　マツダ！　今日は寝かせんぞ！」

			「どこまで付き合わせるつもりなんですか！　いやです！　俺は定時で帰るんです！」

			「甘い！　甘いぞ！　謎が解明できればまとめて休みをくれてやる！」

			「フ、フレックスタイム制だとおっ!?」

			　ぐい、とドルロイに腕を掴まれた松田は、抵抗虚しく再び火釜の運転に付き合わされたのだった。

			　

			　――――が、これは松田にとっても僥(ぎよう)倖(こう)な話であった。

			　四十時間食事以外の休憩を除き、ぶっとおしで続けられた実験によって、松田はほぼ五割に近い確率で錬成できるようになった新たな合金――ドルロイはこれを純土銀(ピュアアースミスリル)と名づけた――は、ディアナの高密度な魔力に耐えうる可能性があったからである。

			　まともなゴーレムでは、たとえミスリル製であってもディアナの魔核から発生する莫大なエネルギーに耐えられない。

			　ディアナを新たな人造身体に移行するためには、その魔力に耐えうる伝達機能が絶対に必要であったのである。

			　懸案のひとつが、事故にも等しい偶然によって解決されたのだ。

			「ふむ、やはり上級を超えるか。俺の鑑定を受け付けん。緋緋色鉄同様、現物を解析していくほかあるまいな。休んでいいぞ」

			「お、お疲れ……さまでし……た」

			　松田は四十時間ぶりに解放され、翌日まで死んだように眠り続けた。

			　

			　幸いにしてドルロイがまとめて休みをやると言ったのは本当だった。

			　というより当のドルロイが研究室にこもり、純土銀の解析にかかりきりで食事にも出てこない有様である。

			　最低限の食事はリンダが肉体言語にものを言わせて摂らせているが、少なくとも今週いっぱいは出てこないだろうというのがリンダの予想であった。

			「ほんと、思い込んだらほかのことには見向きもしないんだから、あの宿六は……」

			「ごちそうさまです」

			　松田が当たり前のように惚気と受け取ったことに気づいたリンダは、頭から湯気をたてて照れつつ憤慨した。

			「ちょっと！　私はね。あの馬鹿を――――」

			「やあっ！　どうしたんだい、リンダ？　照れる君も素敵さ！」

			「死ねやああああああっ！」

			「うんげろっ！」

			　にこやかに顔を出したハーレプストは、いきなりリンダの鉄拳制裁を受けて銀河の星のひとつとなった。

			「なんて間の悪い…………」

			「あんたも煽ったろうがっ！」

			「本当に素敵な夫婦ですよね。ステラもそう思うだろう？」

			「わふぅ。はいです！　リンダさん、昨夜も遅くまでお夜食を作ってニコニコしてたです！　うらやましいです！」

			「ちょ、ちょっとステラちゃん！」

			「ドルロイさんはブルスト(ソーセージ)が大好きで、鍛(か)冶(じ)に夢中になっていても、それだけは食べてくれるんだそうです！　わふ」

			「もう！　もう！　ステラちゃんたら！」

			　さすがのリンダも幼女の無邪気な暴露には赤くなってうろたえるだけであった。

			　ステラＧＪ！

			「…………痛たたたたたた！　リンダ、会うなりひどいよ！」

			　お星様になっていたハーレプストが戻ってきた。

			　左頬には痛々しい拳の跡がありありと残っている。相変わらずタフな人であった。

			「乙女の秘密を笑うやつにはいい薬さ！」

			　形勢悪しとみたのか、そう吐き捨てるとリンダは店の奥へ戻ってしまった。

			　その様子を微笑ましく見つめたハーレプストは、松田に向かって肩をすくめると楽しそうに笑った。

			　いったいどうしたら五十年来の夫婦がここまで初(う)心(ぶ)でいられるものか、夫婦円満の秘訣を本にすればベストセラー間違いなしかもしれない。

			「それはそうと、今日は君に用があったんだよマツダ君」

			　いまや永遠を目指す同志となったハーレプストは、ドルロイにつかまり缶詰め状態であった松田にひとつの情報を持ってきたのである。

			　先ほどギルドの近くを通りかかり、うわさを耳にした時には思わず耳を疑ったものだ。

			　まさかこのマクンバでその名を耳にすることになろうとは――――。

			「何かありました？」

			「四十七階層に到達したトップパーティーが、シトリに遭遇したらしい。あれは人形の肌を人間に近づけるには欠かせない、得難い魔物なのだ」

			　豹頭に人間の身体を持つシトリは、その皮が人形加工用として一部の好事家の間で非常な高値で取引されていた。

			　腐敗しないうえ、魔法抵抗力も高く、探索者が皮鎧として加工することも珍しくない。

			　ただ絶対数が少なく、しかもシトリ自体が金級探索者以上でないと討伐が難しいほどに強いので、滅多に市場に出回るものではない。

			　ここでシトリ遭遇の報に出会えたのは、ある意味では僥(ぎよう)倖(こう)に近いものであった。

			「マツダ君、乗るしかない。このビッグウェーブに！」

		

	
		
			第三十九話　討伐依頼

			　

			　表向き今日は休日である。

			　すでに一週間分働いたのだから、休むのは当然の権利だ。

			　――だがしかし、早くディアナに身体を与えたい気持ちがあるのも事実。

			　ならばこれはサービス残業ではない。

			　余暇の有効な過ごし方のひとつであろう。

			「乗りましょう！　このビッグウェーブに！」

			「おおっ！　さすがはマツダ君だ！　シトリの加工については任せたまえ！　僕の全精力をこめて君の期待に応えよう！」

			　二人の男は固く手を握り合って微笑んだ。

			「わふ？　ご主人様、どうしてハーレプストさんと見つめあうですか？」

			　男達の熱い語らいについていけなかったステラが、困惑したように視線をさ迷わせていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　久しぶりに探索者ギルドの扉をくぐると、室内はいつになく刺々しいささくれだった喧(けん)騒(そう)に包まれていた。

			「おいおい、見たか？　昨日の…………」

			「ああ、剛腕リューベックだろ？　片腕じゃ引退するしかないだろうぜ」

			「まさかトップパーティーの北極星(ポラリス)がなあ……」

			　どうやら昨日のシトリ出現に関する話題らしい。

			　どこか他人事風なのは、ここにいる人間が下層攻略には関わりがないからであろう。

			　

			「ああっ！　マツダさん！　今までどこに行ってたんですか！　ちょっとこちらへ来てください！」

			　先日松田を銅級に昇格してくれた受付嬢が、人混みの中からいち早く松田の姿を見つけ出し、憤慨したように声をかけてきた。

			「俺に何か？」

			「いいから早く！」

			　気の強そうな赤毛をひるがえし、やや釣り目がちな瞳が松田を睨みつけていた。

			　なまじ美人であるせいか、小心者の松田はたちまちその圧力に屈した。

			「わかりました。そう怒鳴らないでください」

			　

			　初めて聞いたが、受付嬢の名前はシーリースというらしい。

			　松田がシーリースの名を知らなかったことを知って、シーリースはひどく衝撃を受けた様子であった。

			「…………わたしもまだまだですね……」

			　マクンバの探索者ギルドのアイドルと呼ばれ、誰が鉄壁の彼女の心を落とすかでひそかに賭けの対象にもなっている彼女であった。

			　自分の容姿をことさら誇っていたわけではないが、全く知られてもいないというのは、それはそれでやりきれない思いを感じる。

			　これも乙女心の難しいところであろうか。

			「こちらでお待ちください。マツダ様にはギルド長よりお話があります」

			「ギルド長？　俺はマクンバに来たばかりの駆け出し探索者なんだけど……？」

			「駆け出し探索者は四十階層を突破したりしません！」

			　ある意味、何年もかけて二十階層を突破する本来の銅級探索者に対する冒涜に等しい。

			　便宜上銅級探索者にはしているが、松田は限りなく銀級探索者に近い存在なのである。

			　否、実力に関して言えば銀級探索者を凌駕している可能性が高かった。

			「銀級探索者にはみな同じようにギルド長からのご指示がありました。マツダ様は事実上銀級探索者なのですが、このところギルドに姿を見せてくれなかったので……」

			「ああ、すいません。ちょっと鍛(か)冶(じ)師に弟子入りしておりまして」

			「ええええええっ？　まさか？　マツダ様、探索者辞めちゃうんですか？」

			　シーリースがうろたえたのも無理はなかった。

			　松田自身は知らぬことだが、松田はこのマクンバのギルドで一番の有望株である。

			　順調に成長してくれれば、迷宮を一番に攻略するのは松田ではないか、と呼び声も高い。

			　松田をパーティーに迎えようと、複数の銀級探索者パーティーが勧誘の手を伸ばしていたのだが、肝心の松田が行方不明となってしまっていたのである。

			　その松田が探索者を引退するなど、ギルドとしては悪夢に近い話であった。

			「いえ、まだ辞めるつもりはありません。ですが、鍛(か)冶(じ)師と錬金も私にとっては必要なことですので」

			「――――錬金はともかく、鍛(か)冶(じ)も必要とは奇特なことだな」

			「ギルド長！」

			　突如会話に割り込んできた男性の声に、シーリースは驚いて振り返る。

			　そこにはおよそ四十代も半ばと思われる金髪のナイスミドルがいた。

			　二メートル近い長身に丸太のような二の腕。苦み走った彫りの深い顔で、秘めた実力を感じさせる。

			　それもそのはず、ギルド長はこのマクンバで唯一の金級探索者であった。

			「私がこのマクンバのギルド長ホルストナウマンという。できればもう少し早く来て欲しかったぞ」

			「――――あまり私に期待されても困りますが」

			「正直、私は君にもっとも期待しているのだ！」

			　ホルストナウマンは困りきった顔で憤然と松田の対面のソファに腰を下ろした。

			　現状がよほど腹に据えかねているらしかった。

			「今のマクンバの迷宮の状況は把(は)握(あく)しているかね？」

			「ええ、なんでもトップパーティーが魔物シトリに遭遇したとか」

			「そうだ。このマクンバでもっとも攻略を進めていたトップパーティーであり、もっともバランスのとれたパーティーと考えられていた北極星(ポラリス)が壊滅した」

			　現在のマクンバで四十五階層を突破した銀級パーティーは三つしかない。

			　北極星はそのなかでも頭一つ抜けた存在だった。

			　リーダーである魔法士の采配、前衛で無類の攻撃力を誇る戦士と騎士、高レベルのスカウトにクレリック。

			　その彼らが鎧(がい)袖(しゆう)一(いつ)触(しよく)に倒された。

			　前衛の戦士は片腕を失い、リーダーの魔法士と騎士は死亡。かろうじてスカウトとクレリックだけが無事に生還した。

			　クレリックが無事でなければ戦士もまた死んでいただろう。

			　いずれにしろパーティーとしての北極星は失われたも同然であった。

			　この事実を知った探索者の間で、四十階層以降に潜るパーティーが激減した。否、皆無となってしまった。

			「確かに北極星はマクンバでもっともバランスのとれたパーティーだった。しかし攻撃力に限れば決してトップというわけじゃない。二パーティーで組めば勝てない相手じゃないだろう！　探索者が迷宮を攻略しないで何をするというのだ！」

			　要するにホルストナウマンとしては、一刻も早く四十階層から先へと探索者を送り込みたい。

			　そのためにはシトリを倒さなくてはならなかった。

			　ところが頼みの銀級探索者パーティーは尻込みしてしまって出てこない有様である。

			　このままではマクンバは三十階層台の収益しかあげられない。

			　これはギルドや迷宮の格付けにおいて、非常に困った事態となるのであった。

			「そんなに強いんですか？　そのシトリって魔物」

			「…………上位魔物の一種で、金級探索者が相手するのが妥当だろうな」

			『主様、シトリはキマイラのような魔物というよりは、知性ある魔神の眷属です。万一にも侮れる相手ではありません』

			「それ、尻込みするの当たり前じゃないんですか？」

			　ライト級にヘビー級と戦えと言われて無理なのは当然である。

			　世の中にはマッチングというものがあって、中小企業の平(ひら)営業マンに大企業の大口契約を取ってこいと言っても無理なのだ。

			　それを口にする上司は、大抵コネの小口契約しかとっていないくせに部下にはデカい仕事を取ってこいと言うばかり。

			　だから地方の零細企業にジャ〇ーズの仕事取ってこいとか言ってんじゃないよ！　東○電○とか、お茶漬けも出てきやしねえんだよ！

			「それでもなんとかしなくてはならんのだ！」

			「お、おう……」

			　貧すれば鈍すという言葉が示すとおり、じり貧で博打に出ると失敗するのがセオリーなのだが、あえて松田は突っ込もうとは思わなかった。

			　なんとなくフラグが見えたからである。

			「頼む！　マツダ君、どうかシトリを退治してこのマクンバの探索者達に未来を与えてやってくれ！」

			　ほらね。

			「条件が二つあります」

			「可能な限り君の要望は叶えよう。何かな？」

			「ひとつ、勝てそうになければ逃げますよ？　さすがに死ぬまで戦う義理はないことですし」

			「当然だな。せっかくの貴重な探索者を失う心算はないよ」

			「ふたつめ、シトリの素材は全て報酬として私がいただくということで」

			「むっ……シトリの素材は非常に高額だが……討伐が確認できれば魔石以外は無料で君に引き渡そう」

			「よろしいのですか？　ギルド長」

			　基本的に素材は価格の二割を収めるのがギルドの掟(おきて)である。

			　ましてシトリの皮膚と羽は、好事家の間で目を剥くような高値で取引されている貴重な財源だ。

			「構わん。このまま一週間以上攻略が停滞すれば、そのほうが遥かに被害は大きくなる」

			　四十階層を境にして、迷宮は面積が広がるとともに魔石や素材も段違いに高額なものとなっている。

			　だからこそ、このまま四十階層が封印されてしまうのが問題なのである。

			「――――では、微力ながら努力してみましょう」

			「そうか！　やってくれるか！」

			　計画どおり！　とホルストナウマンが思ったかどうかは知らないが、松田にとってもシトリの素材をこのまま見逃す手はなかった。

			　なにせあのハーレプストが加工を引き受けてくれるうえ、その技術を余すところなく松田に伝えてくれると言っているのだ。

			　あの純土銀も含め、ディアナのゴーレム化達成も近い。

			『私はまだ主様のいう造形を認めたわけではありませんからね！』

			　残念だったなディアナ。上司が黒といえば白であっても黒となるのが現実。すなわち君が貧乳となるのは確定なのだよ。

			『主様の社畜！　鬼！　経営者！』

			「…………君の意見は必ず参考にすると約束しよう」

			　さすがの松田も経営者(ちくしよう)呼ばわりされるのは心に痛いらしかった。しかし経営者が参考にするといった意見がまず採用されないのも、また悲しき現実であった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　四十階層へと降りる階層エレベーター。

			　ホルストナウマンが言うには誰も近づかないという話であったが、二人ほど先客がいるようである。

			「貴方がタケシ・マツダですか？」

			　純白に赤いラインが走った神官服に身を包んだ美少女、そして傍らにいるのはスカウトらしき瘦身の男。なるほど、彼らはあの――――。

			「そうですが、貴女は？」

			「おい、止めとけアイリーナ。こりゃどうみても無理だ」

			　どうやら松田はスカウトの男の眼鏡には適わなかったらしい。

			　ところが男の言葉をあっさり無視して、アイリーナと呼ばれた少女は松田に膝をついて懇(こん)願(がん)した。

			「私は北極星のクレリックでアイリーナと申します。決して足手まといにはなりませんから、どうかシトリ討伐に同行させてください！」

			「お断りします」

			「即答!?」

			　〇・二秒で断った松田にアイリーナは信じられないとばかりに目を見開いた。

		

	
		
			第四十話　望まぬ同行者

			　

			「え……その……私これでもクレリックとしてはお役に立てると思うのですが……」

			　というより、このマクンバにアイリーナより高位のクレリックはいない。探索者としては将来の金級は確実で、神殿のほうから秋波を送られるレベルである。

			　問答無用に断られる理由が全くわからない。

			　アイリーナは茶金の長い髪を揺らして困惑の色をあらわにしていた。

			「てめえっ！　アイリーナに不足でもあるってのか！」

			「メッサラ、止めて！」

			　スカウトの男、メッサラが激高する。つい先ほど松田を見下していた彼にとって、逆にお断りされるとは夢にも思わなかったのだろう。

			　確かにパッと見たところ松田はゴーレムなしには、ごく平凡な探索者のひとりに過ぎない。

			　むしろ探索者より鍛(か)冶(じ)師のほうが才能があるのでは、と思われるほどだ。

			　それを補ってなおあまりあるのが、ゴーレムマスターのスキルとディアナの存在なのだが、当然彼らがそれを知る術はなかった。

			　そんな下の立場であるはずの松田が、あっさりと協力を拒んだのだから、彼らが当惑するのも当然なのかもしれなかった。

			「あ、あの……本当にギルド長に聞きましたか？　シトリはたった二人で討伐できるような魔物ではないのですが……」

			　松田とステラが二人で潜るなど自殺行為にしか見えない、というのがアイリーナの偽らざる感想であった。

			　松田は優秀なゴーレム使いであるらしいが、いくらなんでもゴーレムが剛腕リューベックに勝るとも思えない。

			　せめて後方から支援するクレリックがいなくては、そもそもシトリのいる四十七階層に降りることすら不可能ではないか？

			　それは仲間の敵討ちを望むアイリーナにとっても不本意な事態であった。

			「言いたいことはわかりますが、私にもやむにやまれぬ事情というのがありまして、残念ながらパーティーを増やす予定はないのです。私などより他の下層探索者をあたっては？」

			　松田の言葉を聞いていらだたしげにメッサラは吐き捨てた。

			「それができりゃあわざわざてめえなんかに声をかけるかよ！　うちがやられちまったからって、どいつもこいつも腰が引けやがって！　下層探索者の名が泣くぜ！」

			　事実メッサラとアイリーナは、四十五階層を突破した残る二つの下層パーティー、ノルンの幻日とカシナートの灯台にすでに頼みこんでいたのである。

			　しかし色よい返事は返ってこなかった。むしろ二人からシトリの恐ろしさを直接聞いて、ますます尻込みしてしまう有様だった。

			　いくらトップパーティーの二人でも、二人だけであのシトリに勝てるとまで思い上がってはいない。

			　そんな時、二人のもとにギルド長の肝入りで銅級探索者がシトリ退治に乗り出すという情報が飛び込んできた。

			　銅級を投入するなど自殺行為だとは思いつつ、それでもギルド長が目をかけるほどの戦闘力があるのなら、二人が協力すればあるいは――。

			　そう考えて松田達を待ち受けていた二人であった。

			「はあ、そんなにシトリというのは手ごわいんですか？　このままじゃせっかくの下層探索者も商売あがったりでしょうに」

			「そんなことも知らずに討伐を受けたのか？　ありゃあ本物の化け物だ。もしかして四十七階層が最下層なんじゃないかって疑いたくなるぜ」

			　これまでも苦戦することはあった。

			　ちょうど松田達がグレイオークの変異種と戦ったように、彼らもオーガの変異種と戦い重傷を負ったこともある。

			　しかしシトリの強さはその遥かに上だった。

			　絶対の信頼を預けていた盾役のリューベックが、シトリの蹴りを受けただけで盾ごと腕を失うなど誰が信じただろう。

			　即座に騎士のアーウィンがスキル聖戦を発動し、リーダーが撤退を宣言しなければアイリーナ達の命はなかったに違いない。

			　あまりにも桁違いの身体能力であり、魔法耐久力も高い。ほとんど隙らしい隙が見つからなかった。

			「それほど恐ろしいとわかっていて、どうして戦おうとするのです？」

			「アイリーナを一人で行かせられっかよ！」

			　なんだこのスカウト、ツンデレか？

			　どうやら死んだリーダーの魔法士はアイリーナの恋人で、仇を討とうとするアイリーナにメッサラは惚(ほ)れているらしい。

			　話としてはいい話かもしれないが、ますます同行はさせられなくなった。

			　メッサラはアイリーナを助けるためだけに同行しているのであり、到底戦力として数えるわけにはいかないからだ。

			　彼女を救うためには松田達を生贄にするくらい、顔色ひとつ変えずにやってのけるはずであった。

			「――――というか、止めておけ。命を無駄に捨てるだけだ。ノルンの幻日とカシナートの灯台が勢ぞろいでも危ないってのに、銅級が二人でどうにかできる相手かよ」

			　メッサラにとってはこちらのほうが本命だった。

			　最初から松田のような男とシトリを相手にするつもりは毛頭ない。アイリーナを諦めさせるのが目的だった。

			　恋人を殺されたアイリーナは自暴自棄になっている。今ここで死なれてしまっては、せっかくめぐってきた機会が無駄になってしまうのだ。

			「そうですね。まさかそんなに恐ろしい相手とは思いませんでしたし」

			「えっ？」

			　アイリーナの目が失望に見開かれた。

			　偏見の少ない彼女は、ギルド長が直々に要請するからには、相応の実力が松田にはあるであろうことを疑っていなかったのである。

			　人として尊敬すべき美点ではあるが、今の松田には無用の信頼であった。

			「さあ、帰るぞアイリーナ。ギルドだって馬鹿じゃない。金はかかるけど、すぐに金級探索者を呼ぶだろう。だいたい攻撃魔法もないお前が仇を取るのは不可能なんだ。やつに助けられた命を粗末にするな」

			　まあ言っていることは間違いではない。主に動機の点で、思い切り私情が入っているというだけで。

			「――――私……諦めませんから！」

			「お、おい、ちょっと待てよ！　アイリーナ！」

			　肩を怒らせて憤然と踵を返すアイリーナを、慌ててメッサラは追っていった。

			「ご主人様、なんだったですか？　わふ」

			「さあ……俺にも何が何やら……」

			　とりあえずシトリがやばい相手であることはわかった。

			　もっとも彼らに教えられるまでもなく、ディアナが知っていたのだが。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　結局アイリーナのひたむきな想いは報われることはなく、ほかに声をかけた探索者達にも「俺達を殺す気か！」とけんもほろろに断られただけだった。

			　貴重なクレリックであるだけに、最初は勧誘の手が引く手あまたであったのに、今ではすっかり地雷女の扱いである。

			　それでもアイリーナを見捨てられないメッサラは、実は一途で純情な男なのかもしれない。

			「どうしてマクンバの探索者はあの化け物を倒そうとしてくれないのっ？」

			「…………相手が悪すぎるんだよ。リューベックがもう一度戦おうとしたら、お前だって止めるだろう？」

			　片腕を失い、いまだ治療を受けている仲間を例に出されてアイリーナは不服そうにだが頷いた。

			　彼女としても、無駄な死を是としているわけではないのだ。

			　ただ恋人を失い、安(あん)閑(かん)としている自分自身が許せないだけなのである。

			「でも、あの人ならもしかして」

			　シトリという名を聞いても微動だにしなかった松田なら、と諦めの悪さを発揮したアイリーナに、メッサラが頭を抱えた時であった。

			　なんとはなしに、アイリーナは受付のシーリースに尋ねた。

			「あの……マツダ様はどこにおられるかご存知ですか？」

			　アイリーナとしては、松田の宿泊先か、あるいはいつも使っている食堂などを聞いただけのつもりであった。

			　――――が、シーリースから返ってきた言葉は予想外の一言である。

			「いえ？　マツダ様は四十階層へ降りてまだ戻っておられませんが」

			　シーリースが簡単にマツダの情報を教えてしまったのは、別に社畜にプライバシーはない、という理由ではない。

			　確かに社畜は二十四時間どこにいても会社からの拘(こう)束(そく)から自由になれる時間などないが、この場合は単に個人情報を秘匿する観念がゆるいだけだ。

			　田舎では、ご近所に自分の行動が筒抜けなのといっしょである。

			「ええっ！　まさか――――」

			　アイリーナが絶句したのはまさに運命の悪戯と言うべきであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　階層エレベーターを降りた松田は油断なく周囲を探索する。

			『ギルド長の言っていたことは本当のようです。魔物の気配以外は感知できません』

			「ああ、良かった。それは助かる」

			　正直なところ、シトリという魔物は松田が全力で相手しなくては危険な相手だ。

			　これはディアナの受け売りだが、狡猾かつ残忍で魔法が利きにくいうえ、飛行能力まであるから性質が悪い。

			　魔物の中でも人型で知性も高く、頭上からの奇襲攻撃で何がなにやらわからないうちに殲(せん)滅(めつ)されるパーティーも多いという。

			　しかも索敵で感知しにくい隠密スキル持ちなので、松田としては能力を出し惜しみしたくない相手だった。

			「――――召喚(サモン)、ゴーレム」

			　松田が召喚したゴーレムは、ドルロイに鍛えられ先日より遥かに再現度の高いミスリルゴーレムであった。

			　ドルロイの工房で数々の鎧(よろい)、ヘルム、シールドの構造を学んだ経験からか、召喚されたミスリルゴーレムは各関節部の動きが比べようもなくスムーズになっている。

			　ひとまずタワーシールド装備の前衛を五十体と、両手剣装備の突撃用ゴーレムを五十体、さらに上空防御として、ガーゴイル型の飛行ゴーレムを十体召喚して松田は命じた。

			「細かいことは言わん。蹂(じゆう)躙(りん)しろ」

			　悠然とゴーレム達は前進を開始する。

			　合計百十体、しかも一体一体が十分銀級探索者に匹敵するゴーレム達は、数の暴力をいかんなく発揮した。

			　先日のような特別のことがない限り、一度に襲撃する魔物の数は多くとも五十程度。ほとんどの場合は十体前後の小集団にすぎない。

			　そんな彼らが完全な連携プレイをみせる百体超えのゴーレムを相手に抵抗できるはずもなかった。

			　たちまち松田は四十階層、四十一階層、四十二階層を突破する。

			　ステラは遊撃をこなすと同時に、倒れた魔物の魔石を回収しては松田のもとに届けてご褒美をねだっていた。

			「ご主人様！　ご主人様！　ほらっ！　この魔石こんなに大きいです！　わふ」

			「よしよし、ステラはほんとにいい子だなあ」

			「わふわふふう！」

			　和む癒やしの雰囲気をよそに、たった一匹の魔物を前後左右、さらに上空から数に任せて袋叩きにしていくゴーレム達の情け容赦なさは、ある意味シュールな光景であった。

		

	
		
			第四十一話　ゴーレムマスター蹂(じゆう)躙(りん)す

			　

			　四十階層以降ともなると階層の広さは上層、中層の比ではない。

			　それほどの広さになると、そこには魔物にとっての日常があり、生活というものがある。

			　いかに魔物といえど、二十四時間ただ戦いだけに生きているわけではなかった。

			　働き続ければ腹が減り、夜になれば横になって眠る。

			　魔物は死ねば迷宮の魔力が補充するものだが、生まれた魔物には感情があり、長い年月を生き延びた魔物の中には家庭を持つものすらいた。

			「ブヒヒ？（なんだ？）」

			「ブブーブブー（あなた、怖い！）」

			「ブヒブヒ、ブヒ！（安心しろ、探索者なんかにお前は触れさせない！）」

			　鋼のように固い皮膚を持つことで知られるアイアンオークのカップルは、彼方から聞こえてくる地響きを不安そうに見守っていた。

			「ブブヒイイッ？（あれはなんだ？）」

			　ゴゴゴ、と地面を揺らす正体は、百体を超すゴーレムの集団であった。

			　一糸乱れぬ粛然とした統率ぶりは、集団というよりは軍隊であり、アイアンオークほどの魔物をもってしても脅威であると言わざるを得なかった。

			「ブーブー！　ブッヒイイ！（斧を取れ！　愛する家族を守るため戦うのだ！）」

			「ブヒブヒヒィ！（おおおおおっ！）」

			　およそ三十体ほどで構成されたアイアンオークの群れは、雄たけびをあげて吶(とつ)喊(かん)する。

			　二メートルを優に超える巨躯と、その体に相応しい体重、さらに鋼鉄をも引き裂く膂(りよ)力(りよく)を持ったアイアンオークの突撃は壮観であった。

			　しかもそれが三十体となれば、トップパーティーであった北極星(ポラリス)でも油断のできる相手ではない。

			「前列、防御！」

			　松田は短く指示を下した。

			　巨大なタワーシールドを地面に突き立てて、前列のゴーレム達は重心を低くして防御態勢をとる。

			　怒涛の勢いで身体ごとぶつかってきたアイアンオークを、ゴーレム達は見事に食い止め、逆に押し返した。

			「ブ、ブヒィ？（そんな馬鹿な？）」

			　オークは力比べで人間に負けたことがなかった。

			　北極星(ポラリス)の盾役リューベックでさえ、正面から力比べをすればまずオークには敵わない。

			　彼らが容易くオークを降せるのは、技術と戦術で圧倒的に上回っているからだ。

			　それが真っ向勝負の力比べで押し負け、オーク達は一様に困惑した。

			　さらに困惑を深めたのは彼らが初めて経験する集団戦闘である。

			　探索者はパーティー同士で協力するとしても、せいぜいが二、三パーティーにすぎない。

			　百体以上の圧倒的多数と戦う経験などあるはずがなかった。

			「後列、射撃開始！」

			「フゴ、フゴゴゴッ！（いかん！　避けろ！）」

			　タワーシールド装備のゴーレムに隠れていた三列目のゴーレムから、雨のように矢が放たれた。至近距離からの射撃にたちまち大量の矢がオークに突き刺さるが、そこは鋼の肌を持つアイアンオークである。

			　致命傷となるほどの怪我を負ったオークは一体もいなかった。

			　むしろある程度の怪我は、オーク達の戦意を掻きたてたと言ってもいい。

			「ブホオオオオオッ！（よくもやってくれたな！）」

			　だがそうした怒りを乗せた突撃も、鉄壁の防御を突破することは適わなかった。

			　ゴーレムのタワーシールドは隙間がなくぴったりと並べられ、しかもオークより数が多い。

			　隣り合うゴーレム同士がお互いを支えあっているので、バラバラに体当たりするオークの攻撃では小揺るぎもしなかった。

			　なんの工夫もなく押し込んだオークは、再びゴーレムの強固な防御を突破できず押し返されてしまったのである。

			　人間を真っ二つに切り裂く巨大な戦斧も、重厚なタワーシールドの装甲の前に虚しく金属音を鳴らすだけ。

			　勝手の違う戦いにオーク達は困惑し、次の行動を迷った。

			「中列、挟み込め！」

			　オーク達が行動を停止した一瞬の隙をついて、左右から両手剣装備のゴーレムが見事な機動で襲いかかる。

			　最初は面食らったオークも、乱戦は得意とするところと気勢を上げた。

			「フゴ！　ブヒイイイッ！（嘗(な)めるな！　返り討ちだ！）」

			「前列、押せ！」

			　松田の命令一下、前列のゴーレムは地面に突き刺していたタワーシールドを引き抜き、肩を預けるようにして前面のオークに叩きつけた。

			　シールドバッシュである。

			　左右のゴーレムを迎撃しようとしていたオークは、この側撃をまともにくらい、その巨体を数メートルほど吹き飛ばされた。

			「ブヒブヒ、ブブー！　（しまった！　嵌められたか！）」

			　飛ばされて踏ん張りの利かないオークに、ゴーレムの両手剣が振り下ろされた。

			　さすがのアイアンオークの肌も、巨大な両手剣を防ぐほどではない。

			　体重の乗った両手剣はゴーレムの膂(りよ)力(りよく)も加わって、見事にアイアンオークを骨まで断ち切った。

			「ブヒイイイイッ！（あ、あなたああっ！）」

			「ブーブブー！（せめてお前だけでも逃げろ！）」

			「ブヒ、ブブヒヒヒッ！（いやよ！　死ぬ時は二人いっしょよ！）」

			「ブブ……ブヒッ（もう一度生まれ変わったら、必ず君と巡り合おう）」

			「ブヒィ（ええ、きっと）」

			　オークの男と女は潤んだ視線を交わしあった。

			　そこにいかなる悲愴なドラマがあったとしても、松田のゴーレムが攻撃を躊(ちゆう)躇(ちよ)する理由にはならない。

			　哀れなオークのカップルは互いの手を握り合ったまま、抱き合うようにして全身にゴーレムの剣を浴びて絶命した。

			「…………なんであのオークは手を握り合ってるんだ？」

			「わからないです。とりあえず魔石はいただくです。わふっ！」

			　魔石絶対にいただくウーマンと化したステラは、元気よく屍となって横たわるオークに向かって駆け出して行った。

			　明日にも迷宮は失われたオークを新たに補充するだろう。

			　人間と違い、彼らは迷宮の魔力の産物なのだから。

			　そのなかに引き裂かれたひとつのカップルが生み出されるかどうかは、神のみぞ知ることである。

			「集合！　三列横隊、進め！」

			　オークと相討ちに斃れたはずのゴーレムも、松田の魔力によって修復されたちまち戦列に復帰する。

			　そして再び不死の軍団は前進を開始した。

			　松田が四十五階層を突破したのはそれから一時間ほど後のことであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「やっぱり戻っていないのですね？」

			「ああ、それがどうかしたのかい？　ギルド長が許可したんだろう？」

			　階層エレベーターに続く通路の守衛に松田が戻っていないことを確認したアイリーナは、つい松田の口車に乗って引き返してしまった自分を呪った。

			　もともとあの男は、やむにやまれぬ事情があってパーティーを増やすわけにはいかないと言っていたではないか。

			　うまく口裏を合わせてアイリーナが帰るように仕向けたのであろう。

			「まさか追いかけようってんじゃねえだろうな？」

			「あの人は二人だけでシトリを討ちにいかれたのですよ？」

			「だから言ってるんだ。あんな野郎が四十七階層まで辿りつけるはずがねえ」

			　北極星(ポラリス)ですら四十階層から四十七階層まで踏(とう)破(は)するのに数か月以上の時間を費やしたのだ。

			　ギルド長からマップ情報を提供されている可能性はあるが、それでも松田が四十七階層に到達できるとはメッサラには思えなかった。

			「いけません！　なおさらお助けしなくては！」

			「だあああっ！　なんでそうなるっ！」

			　アイリーナは松田の力と自分の力を合わせれば、四十七階層へと辿りつけると脳内変換したらしかった。

			　思えば以前から思い込みの激しい女ではあったが、リーダーの言いつけはよく聞くから問題は発生しなかったのだ。

			　まさか手綱を取る人間がいないとここまで厄(やつ)介(かい)な女であったとは。

			　メッサラは頭を抱えた。

			「シトリの討伐を引き受けた探索者はマツダ様だけ。ここでマツダ様を失えばマクンバの探索者の名折れです！」

			「だからじきに金級が来てシトリなんかぶっ殺してくれるって言ってんだろっ！」

			「それはいつですか？　引く手あまたの金級探索者が辺境のマクンバに来てくれるまで、どれほどの時間が必要だと思うのです？」

			「そ、それは――――」

			　金級以上の探索者はほんの一握りの選ばれた人材であり、彼らを必要としているのは決してマクンバだけではない。

			　支払う報酬によってはマクンバへ救援がやってくるのは一年先ということもありえた。

			　だがそれがどうしたというのだ。

			　勝てない相手に挑んで無駄死にしてよい理由にはならない。

			「…………私のわがままだということはわかっています。それでもっ、私はあれを倒さなければ先に進めないのです！」

			「確信犯かよっ！　くそっ！」

			　天然かと思っていたら確信犯だった。

			　アイリーナはシトリ相手に勝ち目が薄いことも、負ければただの犬死にであることも承知していたのである。

			　それはすなわち、説得の効果がないことを意味していた。

			「これまでありがとうございました。もう、止めないでください」

			　身をひるがえして階層エレベーターへ向かうアイリーナを、メッサラは地団駄を踏んで追いかけた。

			「メッサラ？」

			「いくら神聖魔法の防御結界があっても一人で四十七階層まで行けるわけないだろうが！」

			　憤然としてメッサラは、アイリーナの柔らかな手を取ると呟いた。

			「まったく厄(やつ)介(かい)なやつだな！　惚(ほ)れた弱みってやつは！」

			「ええええっ??」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　人知れず摘み取られた悲しい恋もあれば、新たに花咲こうとしている恋もある。

			「ブヒブヒブヒイイ！（ふざけんなあああ！）」

			　草葉の陰で何かが叫んだ。

		

	
		
			第四十二話　シトリとの対決

			　

			「…………ほう」

			　迫りくる殺意の気配を察して、シトリは口元を歪(ゆが)めた。

			　先日の人間は実に楽しい遊び相手だった。

			　とりわけあの魔法士はなかなか面白かった。攻撃力、判断力ともに人間としては上の部類に入っただろう。

			　それに仲間を逃がすために最後まで戦いを長引かせようとしてくれたのも実にいい。

			　おかげでシトリの加虐欲求はひとまず満足した。

			　できればあの時逃がした人間が、またやってきてくれれば面白いな、とシトリは思う。

			　そのために、シトリは殺した魔法士の首を大事に保存してある。

			　これを見せた時の、あの時のクレリックらしき女の表情を想像するだけで、シトリの血は滾った。

			「さあ、この俺を楽しませろ。人間よ」

			　豹頭を揺らしてシトリはニンマリと笑み崩れた。

			　迷宮はその規模に応じて多種多様な魔物を生み出すが、ごく稀に、一度しか生み出すことのできない高レベルの魔物を生む。

			　アイアンオークは殲(せん)滅(めつ)されても、すぐ翌日には湧いて出るが、シトリはそうはいかない。

			　こうして一度だけ、しかも単体で現れる魔物の上位存在を魔神(オリジナル)と呼び、中位以下を魔神の眷属(クラン)と呼ぶ。

			　シトリはその眷属(クラン)と呼ばれる魔物の中でも、最上位に近い存在である。

			　本来なら金級の探索者が複数、それも全力で戦わなくてはならない相手だ。

			　しかし下層攻略がようやく始まったばかりのマクンバに金級探索者はいない。

			　シトリはこの迷宮で己の誕生を自覚した瞬間から、本能で自分を倒せる存在がいないことに気づいていた。

			　そう、少なくともこの時までは――――。

			　

			「…………はあっ？」

			　

			　魔神の眷属たるシトリほどの者が思わず目を擦る。

			　地響きをたて、迷宮を埋め尽くす数百のゴーレムの群れは、彼をして夢ではないかと思わせるには十分だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ここで時間は少し前に遡(さかのぼ)る。

			　四十六階層に到達した松田は、シトリとの対決を前にディアナに尋ねた。

			「確かシトリってのは豹の頭にグリフォンの翼を持つ魔神の眷属と言ったっけ」

			『はい。性残忍で男と女を操り、絶望させることを好みます。おそらくあの地雷女も、シトリのそうした力に影響されたのでしょう』

			「地雷女って……」

			『違うとでも？』

			「いや、まあ行動は地雷そのものなんだけどね……」

			　たとえ異世界でなく松田のいた日本でも、無自覚な善意の押しつけほど性(た)質(ち)の悪いものはなかった。

			　自分を下の名前で呼ぶＯＬも、まあ新人なら許そう。しかしお局様は許さない。絶対、絶対にだ。

			　――いやいや違う、それはただ天然なだけだ。地雷ではない。

			　そうではなく、地獄への道は善意で舗装されているという言葉があるが、善意による行動はリスクマネージメント的に予想がしづらいのである。

			　大事な書類だから、と見つかりにくいところに書類を仕舞ったまま盲腸で入院してしまった社員のために、全社をあげて書類探しをしたことを思い出して松田は思わず遠くを見つめた。

			　ああ、そういえば会議中だから電話は繋がないでと事務の女の子に言っておいたら、グループ代表からの電話を取り次がずに切られて、あとから死ぬほど怒られたこともあったっけ。

			『主様！　お気を確かに！』

			「へへへ……今日こそは俺、定時で帰ってアイカツスターズ観るんだ……」

			『落ちついて現実を見てください！』

			　松田が正気を取り戻すまで、宝石のように貴重な五分ほどの時間が必要であった。

			「正直すまんかった」

			『…………シトリは魔神の眷属ではありますが、その力は最上位に近く、ずる賢くて並みの魔法ではかすり傷しかつけられない魔法抵抗力を誇ります』

			　とりあえずスルーすることにしてディアナは切り出した。

			「ディアナでも難しいのか？」

			『もちろん固有魔法(オリジナルスペル)を放てば塵も残さず殲(せん)滅(めつ)できますけど…………迷宮の被害を考えなくてよいならば』

			　あまりに破壊力の大きい魔法を打てば、下手をすると階層崩壊が起こる。

			　ディアナは自立した秘宝ではあるが、その制御や魔力に関し、主人である松田のレベルの影響を受けてしまうので、いまだ基本的には中位までの魔法しか使えない。

			　中位魔法でも傷を負わせることはできるだろうが、致命傷には程遠いはずであった。

			　シトリ戦における打撃戦力として、ディアナは補助程度に考えておかなくてはならないだろう。

			「物理耐性はどうなんだ？」

			『アイアンオークよりは上でしょうが、ゴーレムで傷つけられないほどではありません。両手剣持ちゴーレムなら攻撃力としては十分でしょう』

			「問題は空中に逃げられた場合だな…………」

			　やはりグリフォンの翼を持ち飛行能力があるのは脅威である。

			　松田の率いるゴーレム部隊の大半は地上部隊で、実のところ松田は飛行型ゴーレムを操るのを苦手としていた。

			　飛行するという感覚がうまくイメージできないからだ。

			「ゴーレム二百体と同時だとグリフォンは……四体くらいか？」

			　松田は最大三百体のゴーレムを制御できるが、大型で飛行するグリフォンは著しく数が限定されてしまうようであった。

			『主様の防御のためにも飛行ゴーレムは必要です』

			「これ以上数は削れんか」

			　個体性能を重要視すれば運用数が限られる。

			　数か質か、松田は得てして質が数によって補えるどころか凌駕することを経験的に承知していた。

			「――――召喚(サモン)、ゴーレム」

			　降りた先で待ち伏せされていては目も当てられない。

			　グリフォンとゴーレムの軍団を召喚し終えた松田は軽く頷くと、ステラとともに四十七階層へと続く階段を降り始めた。
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			◆　◆　◆

			　

			　――――広い。

			　四十七階層を見た感想はまずその一言に尽きる。

			　しかも巨大な塔のごとき突起があちこちにあって視界を遮っていた。

			　下手なトラップはなさそうだが、魔物が奇襲を仕掛けるには絶好の地形といえる。

			　特に人数の少ないパーティーは、最初の一撃で要を失うとそれだけで詰んでしまうので危険性はさらに大きいと言えよう。

			「…………ディアナ」

			『残念ですが探査にかかりません。さすがは眷属最上位ということでしょうか』

			「厄(やつ)介(かい)だな」

			『申し訳ありません』

			「俺のレベルが低いせいだ。気にするな」

			　松田はゴーレムを偵察部隊と主力部隊、護衛部隊に再編すると、偵察部隊に行動を命じた。

			「行け！」

			　十体ずつ、四隊に分かれたゴーレムは放射状に散らばって付近の捜索を開始する。十体もいればオークやオーガ程度の魔物には十分対処できるからだ。

			　

			「ガウウウウウウッ！」

			「ゴワアアアアアアッ！」

			　

			　そこかしこで魔物との遭遇戦が始まった。

			　アイアンオーク以外にも、ツインウルフやサンダーバードが群れとなって襲いかかるがゴーレムには通じない。

			　まず数で勝り、倒されたはしから松田が再召喚してしまうのだから、魔物にとっては悪夢にしか見えなかったであろう。

			　遭遇する魔物が増えても松田を守るゴーレムの堅陣は小揺るぎもしない。

			　がっちりと松田を守る親衛隊ともいうべきミスリルゴーレム、およそ二十体。そして上空を警護するグリフォンゴーレム四体。

			　劣勢に立たされた魔物が敗走しても、決して無理な追撃はしない。

			　一定の距離を保ったまま、ゴーレム軍団は互いの連携を絶やすことはなかった。

			『…………主様』

			「わかっている」

			　先刻からの魔物による波状攻撃は、おそらくはシトリによって仕向けられたものだ。

			　迂(う)闊(かつ)に防御がおろそかになれば、そこを狙って奇襲しようという魂胆だったのだろうが、ゴーレムは一体一体が松田によって完全にコントロールされている。

			　松田をおろそかにして目先の魔物につられることはありえなかった。

			　

			「――――塵(ちり)芥(あくた)に等しき人間にしては知恵が回るではないか」

			　

			　むしろそれが愉快でたまらない、というように、虫をいじめる子供が、虫の抵抗を喜ぶような笑みを浮かべ、ついにシトリは姿を現した。

			　手ごわいかもしれないとは思っても、シトリには松田を相手に勝利することを微(み)塵(じん)も疑っていない強者の余裕がある。

			　軽く腕を一振りしただけで、偵察用のゴーレムが一体音を立てて砕け散った。

			　

			「へっ。レアアイテムの素材さんがよく言ってくれる」

			「口の利き方を知らないらしいな？」

			　

			　そう言っている間にも、ゴーレム軍団は着々とシトリの包囲網を造り上げていった。

		

	
		
			第四十三話　決着

			　

			　こうして直に目を合わせてみればシトリの存在感は圧倒的である。

			　間違いなくリジョンの町で戦ったキマイラとは格が違う。

			　キマイラ自体も魔物のなかでは上位に入っていたはずだが、シトリはそれ以上の強さを持っているのは確実であった。

			「後列、斉(せい)射(しゃ)！」

			　半円状に包囲したゴーレムの後列が一斉に矢を放つ。

			　機械的に速射される矢は、シトリを針鼠のように貫くかに見えた。

			「――――こんな程度で思い上がってもらっては困るな」

			　刹那、不可視の障壁に弾かれるようにして、矢は全てあらぬ方向へと飛び去っていく。

			　シトリは一歩たりとも動かぬまま無傷で端然と佇み、松田を見て嗤(わら)った。

			「――後列、送還(アンサモン)、召喚(サモン)、ゴーレム！」

			　矢が役に立たないとわかった松田は、すぐに弓騎士ゴーレムを送還して、新たに槍騎兵型のゴーレムを召喚する。

			「なん…………だと？」

			　さすがにこれにはシトリも驚きを隠すことはできなかった。

			　そもそも数百ものゴーレムを松田が操っていること自体がおかしい。

			　それもおそらくはあの強力な秘宝(アーテイフアクト)――ディアナであるとシトリは予想していた。

			　だが今の召喚に秘宝が使われた形跡はなかった。少なくともシトリはそれを感じることはできなかった。

			　まさかこのゴーレムを、松田は本気で一人で掌握しているのか？

			　ようやくシトリの表情に、焦りの色が広がり始めていた。

			　

			「…………ふん、だが非力であることに変わりはない！」

			　シトリは余裕をもって攻撃を待ち続けることをやめた。

			　業腹ではあるが、早めに倒すべき敵であると松田を認めたのである。

			　タワーシールドを並べて防御陣を敷くゴーレムの一角に猛烈な勢いで蹴りを放つと、シトリはその反動を利用してフワリと空中に舞い上がった。

			　――――だが。

			「グリフォンゴーレム、近づけるな」

			　空へと浮かんだシトリが急激な方向転換ができないのをいいことに、二匹のグリフォンゴーレムが全力で体当たりを敢行する。

			　踏ん張ることのできない空中での衝突は、シトリといえども無力化することはできなかった。

			　たまらず地上へと叩き落とされ、シトリは屈辱に顔を赤くして憤った。

			「貴様っ！　この屈辱、ただでは殺さぬぞ！」

			「殺せるものならやってみろ」

			「人間ごときがっ！　過ぎた力をもって増長したか！」

			「お口に砂ついてるで？」

			　地面に叩き落とされた拍子に、べったりと口元から顎にかけてついた砂まじりの泥を拭い、シトリはぶるぶると肩を震わせて咆(ほう)哮(こう)した。

			「――――殺すっ！」

			　完全に理性の箍(たが)がはずれたシトリに松田は内心で舌を出す。

			『わりと容赦ないですね、主様』

			（むしろどこに容赦してやる要素があるのか？）

			『それもそうでした』

			「うがあああああああああああああっ！」

			　魔物としての殺戮本能の命じるままに、シトリは吠えた。そして技術の欠片(かけら)も感じられない、ただ卓越した身体能力によって、たちまち数体のゴーレムをいくつかの塊へと分割した。

			「やばいな。召喚(サモン)、重装歩兵(ホプライト)」

			　包囲を崩されそうになったことで、慌てて松田は大型の重装歩兵を召喚する。

			　タワーシールド装備の騎士型ゴーレムより重量でほぼ一・五倍、大きな円盾(ラウンドシールド)と鎖帷子(くさりかたびら)と全身鎧を装備して防御力を増した重装歩兵が前列を固めた。

			「無駄なあがきをっ！」

			　シトリは鈍重な重装歩兵を嘲(あざ)笑(わら)うかのように、円盾を割り、腹に穴を開け、兜(かぶと)ごと首を吹き飛ばした。

			　だが重装歩兵の巨大な質量そのものが、シトリの突破力を奪うこととなる。

			　一体一体では対抗できない重装歩兵でも、包囲を崩されるよりも松田が召喚して穴を埋めるほうが早い。

			　倒す→召喚されるの無限ループに嵌(はま)ってしまったことに、シトリは苛立ちを隠せなかった。

			　それだけなら松田の魔力も無限ではない。

			　消極的で不本意だが松田の魔力切れを待って、満を持して痛めつけるという選択肢もなくはなかった。

			　ところが左右から迂回して突進してくる槍騎兵型のゴーレムは、攻撃力だけならシトリを傷つけるには十分なものを持っていた。

			　さらに地味にディアナから放たれる攻撃魔法が痛い。シトリが判断を迷うような局面で、うまく集中力を乱してくるのである。

			　それによってシトリは決して浅くない傷を負うこととなった。

			「おのれ、おのれ、おのれえええええっ！」

			　それにしてもいったいこの男のどこに、これほどのゴーレムを維持し続ける魔力があるというのだろうか？

			　ゴーレム召喚は維持運用に魔力を消費するため、ほとんど廃(すた)れかけたマイナー魔法である。

			　数百のゴーレムを召喚するだけでも伝説級にありえない話なのだが、それをもう十分以上維持し続けているのはもっとありえなかった。

			　上位魔法を休みなく、ひたすら十分連射し続けているのと同じだと考えれば、どれほど馬鹿げたことかわかるだろう。

			　だが現実に松田はそれを成し遂げている。

			　――――もしかしたら、とんでもない男を相手しているのかもしれない。

			　シトリは生まれて初めて恐怖に近い感情を覚えた。

			　対する松田も、内心は冷や汗ものであった。

			　思ったよりも槍騎兵がダメージを与えられないでいた。騎兵の槍攻撃(ランスチヤージ)が致命傷に至らないということは、両手剣の騎士ゴーレムの攻撃はそれ以下ということになる。

			　かといってゴーレムの数を減らし、大物ゴーレムを召喚することも憚(はばか)られた。

			　シトリの移動速度は速く、万が一にも松田の懐に飛び込まれたら勝ち目がないからだ。

			　互いに決め手のないまま消耗戦が続く。

			　

			「――――召喚(サモン)、ゴーレム！」

			（いかん、魔力が三分の一をきった）

			　タラリと松田はこめかみから脂汗を流した。

			　膠着状態のまま、さらに二十分近い時間が経過している。

			　地味に重装歩兵(ホプライト)の維持魔力がきつい。タワーシールド装備の騎士ゴーレムに比べ、実質二倍近い魔力を持っていかれる。

			　しかしシトリの攻撃をなんとか耐え凌(しの)いでいるのは重装歩兵のおかげであった。

			　もちろん成果がなかったわけではない。

			　突撃のたびに壊滅しているとはいえ、槍騎兵はシトリに着実にダメージを与えることに成功していた。

			　すでにシトリの上半身はいたるところが鮮血に染まっている。

			　常に上から相手を見下していたシトリにとって、怪我を晒し大きく肩で息をする様を見られるのは、屈辱以外の何物でもなかった。

			　まさか自分がここまで手こずることになろうとは。

			　それでもなお、シトリは自分が敗北するとは夢にも思っていなかった。

			　松田の顔色を見るところ、このまま消耗戦を続けていても勝てるかもしれない。

			　だがジリジリとではあるが、シトリは松田の気がつかぬ程度に前進して包囲の輪を縮めさせている。

			（もう少し――――もう少しだ！）

			　逸(はや)る心を抑え、シトリは新たに突撃してくる槍騎兵をいなす。

			　槍攻撃(ランスチヤージ)はまともに食らえばシトリであってもかなりの痛手となる。

			　まずは慎重に攻撃を避けなくてはならなかった。

			（くそっ！　この魔神の眷属たる私がっ！　こんな無様な醜態をさらすとは！）

			　下手に包囲陣に近づきすぎると、ゴーレムがシールドバッシュを仕掛けてくるから要注意なのである。

			　魔力さえあれば、この数のゴーレムだけは召喚できるかもしれない。

			　だがこの高度な連携を可能とするゴーレム運用技術は、もしかすると数百という恐るべきゴーレムの数以上に貴重なものであった。

			（認めよう。この私が戦うに値する人間であったと）

			　ニヤリ、とシトリは不敵に嗤(わら)う。

			　戦うに値する強敵は、シトリの勝利に花を添えるだけの存在にすぎないのだから。

			　

			「――――待っていたぞ！　この時を！　さあ、乙女よ狂え！」

			　

			　シトリは男女の機微を操り、恋人達の絶望を見ることを無上の喜びとする。

			　アイリーナに復讐の呪縛を与えたのもそのひとつであった。

			　恋人を殺され、復讐もむなしく返り討ちに遭い、その復讐の意思さえ操られたものであったと教えてやるために、シトリはアイリーナを見逃した。

			　人間の絶望を鑑賞するために、シトリは戯れに精神を、とりわけ女性の心を好んで操る。

			　しかもそれは、決して戦闘に使えないわけではないのだった。

			　

			「…………わふっ、ご主人様……ご主人様のお肉が欲しい」

			「ごめん、ちょっと何を言ってるのかわからない」

			『いけません！　ステラはシトリの術にかかってしまったようです！』

			「なんだとっ？」

			　心の底から冷ややかな汗が全身からどっと溢れた。

			　松田はステラの身体能力が、自分を遥かに上回ることを知っている。

			「ちいっ！　鉄壁(アイアンウオール)！」

			　咄(とつ)嗟(さ)にステラとの間に鉄の壁を錬成するが、ステラには通じなかった。

			「お肉！　ご主人様のお肉ぅっ！」

			「あとでステーキでもなんでも食わせてやるから今は大人しくしてろ！」

			　軽々と壁を乗り越え松田へとダイブするステラに、ディアナが放った水弾が直撃した。

			「わふっ！」

			『主様、小手先の魔法ではステラを止めることはできません。ステラを抑えている間にシトリを倒すか、あるいは――――』

			　ディアナが言いよどむのが松田にもわかった。

			　不確定要素であるステラを先に倒す――反撃不能になるほど徹底的に――とディアナは言っているのだった。

			「グリフォンゴーレム！　シトリを押しつぶせ！」

			　万が一に備え、上空の護衛に当たらせていた虎の子のグリフォンを投入することを松田は決断した。

			「甘いな！　考えが安易すぎるぞ、人間よ！」

			　それさえも全てはシトリの予想内の反応であった。

			　シトリは戦いの途中から、松田がグリフォンの、空中戦の制御に自信が持てずにいることを察していた。

			　グリフォンの攻撃さえかいくぐれば松田に接敵することは容易い。

			　してやったりとシトリは会心の笑みを浮かべた。

			　鋭い爪で頬から血しぶきがあがるのも構わず、シトリは四匹のグリフォンの隙間を潜り抜け、ついに松田との間にあった障害が消えた。

			「もらった――――！」

			「ご主人様！　美味しい美味しいご主人様！　わふわふう！」

			　逃れられぬ前後からの挟み撃ち。

			　生存を優先するならば迷わずステラを排除するべきだ。ステラさえいなければもう一度仕切りなおすことも不可能ではない。

			　所詮ステラは他人だ。自分の生命以上に優先すべき存在ではないはずだ。

			　理性では激しくそう訴えていたが、松田の身体は理性に反して動こうとはしなかった。

			　しかしそれは、松田がステラを自分以上に大切な存在であると考えていることを意味しない。

			　ただ松田は、ステラのような少女を殺す自分に耐えられないだけだった。

			『岩弾(ロツクブリツト)！　ダメ！　間に合わない！』

			　

			「――――解呪(デイスペル)！」

			　

			　張りのある女性の声が響くと同時に、ステラは松田に対し凶行に及ぼうとするシトリをはっきりと認識した。

			「こいつ！　ご主人様に何するです！　わふ！」

			「ば、馬鹿なああああ！」

			　十中九まで勝利を手中にしていた刹那、勝利はシトリの手からスルリと零れ落ちていった。

			　全く無警戒だったステラに腹部を打撃されシトリは後方へ吹き飛ぶ。

			　あとほんの数秒あれば、シトリの腕は松田の心臓を貫いていたはずだ。

			　まさに千載一遇の機会を逃したシトリは、その元凶の女に理不尽な怒りを向けた。

			「なぜ貴様がここにいるっ？」

			「あの人の仇、討たせてもらいます！」

			　その視線の先にいたのは、決然としてシトリを睨みつけるアイリーナである。

			　シトリは己の仕掛けた余計な遊戯のために、戦いに敗北しようとしていることを認めることはできなかった。

			「まだだ！　まだ、もう一度貴様らを操れば……」

			「――もう遅い」

			　シトリが惑乱している隙に、ここが勝負どころと松田は槍騎士ゴーレムを送還し、全長四メートルほどのサイクロプス型のゴーレムを五体召喚している。

			「そんな馬鹿なあああああああああああああああああああああああっ！」

			　振りかぶられた巨大なメイスが上下左右から襲いかかり、莫大な運動エネルギーはシトリを襤褸きれのように薄っぺらな平面へとすりつぶした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……すげえな。てめえ、いったい何者だ？」

			　見上げるばかりの巨大ゴーレムを見て、メッサラは剣呑な目を松田に向ける。

			　こんな馬鹿げた銅級探索者がいてたまるか！

			　銀級である自分のプライドを粉砕するような理不尽の塊を、メッサラは親の仇でも見るような目で睨みつけていた。

			「えっ？　どこにでもいる土魔法士ですよ？」

			　松田がそう答えた時にはすでに、一体のミスリルゴーレムを残して全てのゴーレムは送還されていた。

			　いけしゃあしゃあと恍(とぼ)ける松田に、思わずメッサラは手甲を地面に叩きつけて絶叫した。

			「そんなん通るかああああああああああっ！」

		

	
		
			第四十四話　勧誘失敗

			　

			　メッサラが絶叫したのも無理はない。

			　常識的に考えるなら、ゴーレムは魔力の無駄と言われるマイナー魔法である。

			　現在の魔法の流行からは遠くかけ離れた存在で、土魔法士でもゴーレムを使うのは極めて稀であった。

			　そんなマイナー魔法を使うということで松田は良い意味でも悪い意味でも注目を集めていた。

			　彼が四十階層を突破した時には、もしかしてゴーレム魔法は有用な魔法なのでないか、と魔法士達の間で議論が巻き起こったほどである。

			　そしてギルド長が直々にシトリの討伐を依頼したのが決定打であった。

			　松田はやはり並みの魔法士ではない。

			　正直なところ初めて松田を見た時には、メッサラは所詮噂は噂にすぎなかった、と失望したものだ。

			　金級探索者でも苦戦を免れないシトリを相手にするには、松田はあまりに凡庸で覇(は)気(き)のない男に見えた。

			　――――ところが、である。

			　数百体という常識外の馬鹿げた数のゴーレム、あれはもうゴーレムというよりひとつの軍団であった。

			　さらに空中を支配するグリフォン型のゴーレムも見逃せない。

			　探索者にとって、どうしても視界の死角となる頭上に対する警戒は長年解決することのできなかった問題だった。

			　魔法士の探索、スカウトの気配察知を使っても完全に奇襲を避けることはできない。

			　探索魔法は常時発動型ではないから、探索後に変わる状況に対応できず、気配察知はスキル気配消去を持つ魔物を見つけることができないのである。

			　しかし常時頭上を守るゴーレムがいれば、飛行型の魔物を発見できるどころか、先制攻撃をすることすら可能だ。

			　こんな便利な魔法がなぜマイナーだったのか、と思ってしまうメッサラであった。

			　彼らがいれば――――。

			　盾役の戦士と攻守のバランスのとれた騎士、火力の要である魔法士を失ったメッサラとアイリーナでは、下層攻略を続けることは不可能である。

			　しかし松田の協力を得られるならば、下層攻略を続けるどころか、マクンバ始まって以来の攻略達成者になるのも夢ではない。

			「何も隠す必要なんてないだろ？　マクンバの探索者を震え上がらせたシトリを討伐したんだ。堂々と胸を張ればいいじゃねえか！」

			　メッサラには松田が実力を隠す理由が理解できなかった。

			　探索者にとって、大事なのは力である。力なければ魔物の餌となり、力あれば栄達の扉が開く。並みの人間では決して手にすることのできないような財産も思うがままだ。

			　さらに金級探索者ともなれば、各国の重鎮が招き入れるほどの社会的地位が保障される。

			「運よくシトリを倒すことができました。アイリーナさんのおかげですね」

			「いいえ、私は横からわずかに手を貸しただけです。仇を討ってくださって、こちらこそお礼を申し上げます」

			　そういってアイリーナは憑きものが落ちたように笑った。

			「アイリーナからも言ってやってくれよ！　俺達がパーティーを組めば迷宮の攻略だってできるんだぜ！」

			「――――ごめんなさい。私、これで探索者は引退します」

			「へっ？」

			　全くの予想外の一言に、メッサラは目を剥いて石化した。

			「前々から考えてはいたの。みんながいたから言えなかったけど、私、親戚が経営している孤児院の手伝いをしようと思って」

			　アイリーナはもともと迷宮での戦いが好きであったわけではなかった。

			　好きな男のために無理やり付き合ってはいたが、できるならこんな殺伐とした世界からは足を洗いたいと思っていた。

			　メッサラには悪いが、アイリーナが探索者を続ける理由はもう何もなかった。

			「そりゃねえぜ！　こんな機会、一生に二度とねえんだ！」

			　メッサラは大仰に手を広げ、アイリーナに思いとどまるよう言葉をつづけた。

			「考えてもみてくれ。食うに困らず、孤児院に寄付ができるまでになったのはどうしてだ？　探索者を辞めたら、また金に困るのは目に見えてるじゃねえか！」

			「王国政府から補助金が出るらしいわ。あとは緊急依頼さえこなしていれば、お金に困ることはないと思うの」

			　欲のある人間が欲のない人間を説得することは難しい。

			　メッサラは今、自分達の前にどれだけの幸運が転がっているのかをアイリーナに伝える言葉を探していた。

			　マクンバの迷宮を攻略した、となればマクンバ領主から一代貴族の称号を与えられるのは確実である。

			　孤児院程度、ダース単位で面倒を見ることも可能であろう。

			「アイリーナ、聞いてくれ！」

			「あのう…………」

			「なんだよっ！　今、大事なところなんだよ！」

			「シトリも回収しましたし、そろそろ戻りますよ？　二人だけでここに残りたいなら止めませんが……」

			「んなっ？　も、戻るよ！　こんなところに置いていかれちゃ敵わねえよ！」

			　盛り上がったところを邪魔されて顔を顰(しか)めたものの、松田がすでに帰り支度を整えているのを見たメッサラは慌てて頷いた。

			　シトリを討伐したとはいえ、四十七階層は攻撃力に乏しいスカウトとクレリックが二人でいるのは危険すぎる場所であった。

			「ああ、そうそう、誤解のないように言っておきますが、私は鍛(か)冶(じ)師ドルロイ様の弟子ですから、探索者は副業ですので」

			「はあああああああああああああああ？」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　階層エレベーターで地上へと帰還した松田は、その足でシーリースのもとを訪ねた。

			「依頼が終わったからギルド長を呼んでくれないか？」

			「そうですか、無事に依頼が終わって何よりでした……ってはははは、早すぎませんか？」

			　受付嬢の名誉にかけて、かろうじて絶叫するのは耐えたものの、さすがに口調が乱れるのは避けられなかった。

			　笑顔の口元を引き攣らせ、シーリースは無傷の松田とステラをまじまじと見つめる。

			「……ところでどうしてアイリーナさんとメッサラさんがいるんですか？」

			「たまたまいっしょになってね」

			「はあ……とにかくすぐにギルド長を呼んできますので応接室でお待ちください」

			　憮(ぶ)然(ぜん)とするメッサラの表情に気を遣う余裕もなく、シーリースは慌てて奥の事務所へギルド長を呼びだしに飛び出していった。

			　

			「…………私から依頼しておいてなんだが、まさかこんなあっさりシトリを討伐してくれるとはな……」

			　応接室に通された松田は、神妙な顔で現れたギルド長ホルストナウマンにシトリの平面状に潰れた首を差し出した。

			「いったいどんな倒し方をしたらこんな有様になるんだ？」

			「ゴーレムにメイスで叩き潰させました」

			　まともなメイスではここまでにはならない。攻城戦に使うような複数の人間で使う巨大なものでなければ。

			　やはり力を隠していたか、とホルストナウマンは松田に対する自分の直感が正しかったことを悟った。

			「お約束どおり残りの素材はこちらで引き取るということで。討伐報酬はアイリーナさんと折半にしてください」

			「そんな、私は何も…………！」

			「いえ、貴女の解呪がなければ危なかったです。遠慮しないでください」

			「俺は？」

			「メッサラさんに助けられた覚えはありませんよ？」

			「アイリーナをあそこまで連れてってやったじゃねえか！」

			「それに関しては感謝しますが、討伐に功績があったとまでは言えないでしょう」

			「どこまでもいけすかねえ男だな！」

			　松田と話しても埒が明かないとばかりにメッサラはホルストナウマンに向き直った。

			「――――こいつのゴーレムは異常だぜ。シトリを実質一人で倒したのは伊達じゃない。何百も召喚するわ空中は飛ぶわ、あげく迷宮のボスみたいなサイクロプスまで造りやがる。ギルド長権限で緊急拘(こう)束(そく)すべきだ！」

			「シトリの討伐が終わったのに？」

			「仕方ねえだろう！　こいつが、鍛(か)冶(じ)師が本業で探索者は副業とかぬかしやがるんだから！　せめて迷宮の攻略までギルドの特別任務ってことで探索させるんだよ！」

			　探索者ギルドはある一定以上の探索者に、報酬と引き換えに拒否権のない任務を強制することができる。

			　松田やアイリーナの説得を諦めたメッサラが考えたのは、ギルド権限によって迷宮の攻略まで臨時パーティーを結成させることであった。

			　シトリのような怪物が出てきた以上、おそらく迷宮の残る階層は少ない。

			　迷宮攻略達成者(ラビリンスホルダー)となれば、その後の人生は保障されたようなものだ。

			　アイリーナが孤児院で散財しても養っていくことだってできる。

			　もっともアイリーナが求める幸せはそんなものではないのだが、栄光という幻影を見つけてしまったメッサラは、そのことに気づくことはできなかった。

			　残念ながら二人はスタートラインが違いすぎ、メッサラの想いが叶う可能性は限りなく低いように思われた。

			「そんな無茶ができるわけがないだろう！　迷宮の攻略はギルドの定める緊急事態とは認められない」

			「攻略できるのが、確実だとわかっていてもか？」

			「そもそもマツダ殿がドルロイ工房の弟子という時点でギルドの横紙破りは通らない。鍛(か)冶(じ)師ドルロイといえば国王陛下や近衛騎士団長に剣を献上するほどの名匠だぞ？　下手に手を出して、お偉いさんに睨まれるのは嫌だろう？」

			「そんな――――」

			　すぐ手に届くところに成功が約束されているのだ。それを諦めることなどできるはずがない。

			　もはや恥も外聞も忘れてメッサラは床に頭を擦りつけた。

			「頼む！　一か月だけでいい！　頼むから俺と組んでくれ！」

			「無理なものは無理です。アイリーナさんが出て行ったことにすら気がつかない貴方を仲間と思うことは、私にはできません」

			「ええっ？　アイリーナが…………？」

			　そこで初めてメッサラはアイリーナがいなくなっていることに気づいた。

			　栄光に目がくらみ、探索者としての誇りも仲間に対する愛情も忘れたメッサラを見るに耐えず、先ほどアイリーナは静かに部屋を立ち去っていた。

			「アイリーナ……うそだろ？」

			　君のためなのに。栄光を掴むのも、財力を手に入れるのも、全ては君に釣り合う男になるためなのに。

			　呆然と立ち尽くすメッサラを松田は冷然と無視した。

			　彼を見ていると、金で愛情が買えると信じていた専務を思い出すのだ。

			　現実問題として愛情を維持するのに金が必要であるのも確かである、が、金だけで愛情が買えないこともまた確かであった。

			　金で買えるものは、愛情によく似た、うたかたの夢だけである。

			　夢から覚めればそこには、醜い現実が口を開けて待っている。

			「さて、早く素材を持ってハーレプスト師匠のところへ行くとしましょう。ギルド長、あとはよしなに」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　風の噂に聞いたところでは、メッサラはアイリーナにきっぱりとフラれてマクンバの街を去ったらしい。

			　しかし後日、彼がこのマクンバにとんでもない災厄をもたらすことを、この時誰一人知る由もなかったのである。

		

	
		
			第四十五話　ディアナ生成

			　

			　松田の向かったハーレプストの別宅では、ハーレプストが今や遅しと仁王立ちで待ち構えていた。

			　鼻息も荒く目が充血していて少し怖い。

			「素材は？　シトリの素材はどうなったんだい？」

			「こんなんなりましたが」

			　松田は恐縮して宝石化していたシトリの身体を解放した。

			　ペラリと薄っぺらく延びた一枚の皮のように成り果てたシトリを見たハーレプストは、文字どおり踊りあがって狂喜した。

			「素晴らしい！　マツダ君、よくぞ持ち帰ってきてくれた！　あの欲張りなギルドが大人しく素材をみんな引き渡してくれるとは！」

			「まあ、討伐が交換条件でしたからちょうど良かったですけどね」

			　シトリという緊急災害が取り除かれたギルド長ホルストナウマンは、気前よく約束を守ってくれた。

			　性質の悪いギルドであれば、こっそりと中抜きをするのは日常茶飯事であり、特にシトリのような高額の商品ともなると、良心的であったギルドが手のひらを返すことも珍しくないことをハーレプストは知っていた。

			　実は打診していた金級探索者からお祈りの返事をもらっていたので、松田が倒してくれていなかったら、かなり危険な状況に陥っていたのは内緒である。

			　もっとも、そんな裏事情などハーレプストにとっては何の価値もないことだ。

			「ここまで鮮度の高いシトリの素材を扱うのは僕にとっても初めてのことだよ。ふふふふふ……腕が鳴るねえ」

			　明らかに焦点の合っていない危ない目でハーレプストは笑った。

			「それでよろしかったのでしょうか？　かなり原形を留めていないのですが」

			　生死がかかった状況だったので、ついオーバーキルしてしまった。

			　正直サイクロプスゴーレムのメイスで連打しなくとも、十分シトリは殺せたはずだと今にして思うのだが、あの場で手加減するのは不可能だった。

			　まさにただの肉塊と化したシトリの哀れな末路であったのだが、ハーレプストはご機嫌なままに首を振る。

			「シトリの素材はこのまま使うわけじゃないよ。まさか皮膚をはぎ取って貼り付けるとでも思ってた？」

			　すいません、思ってましたとは言えない。

			　松田は日本人らしく曖(あい)昧(まい)に笑ってスルーすることに決めた。

			「いやあ、このくらい稀少な素材だと王都の大きなオークションに回るのがほとんどだから、手に入る頃には劣化してしまっているんだ。やっぱり素材は鮮度が命だよねえ……」

			「いや、そんな食材みたいなこと言われても……」

			　ビールと食材は鮮度が命！　だったか？　実際は鮮度だけじゃなく熟成も重要なんだが……熟成、するのか？　シトリが？

			　ちょっと自分でも危ないことを考えている気がして松田はブルブルと頭を振った。

			「こうしちゃおれない！　さっそくだが錬金を始めよう」

			　正直シトリとの激戦で風呂の一つも入りたかった松田であったが、突っ走り始めた競走馬状態の人間を止めることができないこともわかっていた。

			　深い諦念とともに、すでに目を擦り始めていたステラに松田は言った。

			　

			「――――先に休んでいなさい」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ハーレプストの工房は、やはり倉庫の地下に隠されていた。

			　基本的には倉庫なのだが、今回のように緊急の錬金が入る場合に備え、小型ではあるが工房と火釜を用意しているらしい。

			　同じような別宅が、このマクンバ以外にも四つあるというから思ったよりハーレプストは大人物なのかもしれなかった。

			　松田に付き合おうとするステラを休ませて（ものの二分で寝てしまったが）、二人は地下へと続く階段を降りて行った。

			「……ここに僕以外の人間が入るのは初めてだな」

			　永遠にとり憑かれたハーレプストは、もうこの先自分を理解してくれる人間はいないと思っていた。

			　厳密には松田の理想はハーレプストの思い描く永遠とは違うものだが、結果的に非常に近いものを目指してもいる。

			　シトリの素材も貴重ではある。が、それ以上に松田と未知の領域に近づけるのがひどくうれしくてならなかった。

			「――――さて」

			　数百の薬品と見たこともない工具が並べられた工房に入ると、ハーレプストは松田に向き直り愉快そうに笑みを浮かべた。

			「ようこそ我が秘密基地へ」

			　

			「今回マツダ君に目指してもらうのはこのタイプだ」

			　そう言ってハーレプストは、紅いドレスで飾り立てられた貴婦人のような人形を指さした。

			　倉庫で出迎えてくれた磁器の人形とは明らかに異なる、人間と見まがうような精巧な人形であった。

			『主様！　主様！　私、ああいうタイプが似合うと思います！』

			（上品すぎる。ディアナのイメージじゃない）

			『そんなっ！　こんなに高貴な空気を醸し出しているのに！』

			　高貴な女性はすぐに「敵は殲(せん)滅(めつ)！」とか口に出したりしないのだよ、明智君(デイアナ)。

			　確かに息を呑むばかりの美しさである。

			　紅いドレスを引き立てる豪(ごう)奢(しや)な金髪、そしてエメラルドのように深い碧(へき)眼(がん)。二十代前半を思わせる成熟したボディーラインは、豊満で官能的ですらあった。

			　なるほど、これはディアナが飛びつくのも頷ける。

			「まるで生きているようだろう？」

			「…………はい。本当に人間のように綺麗ですね」

			「彼女は自動人形(オートマタ)λ(ラムダ)Ｐ２――その試作機だよ。僕の作品のなかでは、もっとも人に近い造形として設計されたものだ。彼女の肌にはシトリを加工し、僕が錬金したものが使用されている」

			「なるほど、これが――――」

			　血の通った温かさにやや乏しい気はするものの、逆に不健康なまでに白い肌理の細かい肌が際立っている。

			　誰がどう見てもこれが人工物だとは考えないだろう。

			　それでもなお、彼女が人形であることを確信してしまうのは、ハーレプストの作品であることを知っているからなのだろうか。

			「これから君が目指すものは、これが子供のおもちゃに思えるような途(と)轍(てつ)もない困難な道だよ？　覚悟しておきたまえ」

			「まあ、そうじゃないかとは思いましたよ」

			　ハーレプストは目指すものは永遠に不滅な存在――それは必ずしも命がある必要はない。

			　松田が求めるのは意思を持った人形であり、そのためには不滅の存在に近い強度が必要であるというだけだ。

			　目指すところは近くても、求めるものは違っている。

			　松田が人形に対して抱いたのは、そんな違和感のようなものなのだろう。

			『ほら、大は小を兼ねると言いますし？』

			（今、格好いいところなんだから空気読もうよっ！）

			　ディアナの視線は人形の巨大に盛り上がった胸に固定されてピクとも動こうとはしなかった。

			　

			　人造皮膚の製造に必要なものはシトリの身体だけではなかった。

			「竜種の牙、山の賢者の毛、ルキリウス鉱と、あとは…………本来なら第三位階以上の魔石を使うのだけれど……マツダ君、君は土属性に特化していると言ったね？」

			「はあ……なんというか、それしかできないです」

			「素晴らしい！　実はこの錬金に必要な要素のひとつは、その土属性の純度でもあるんだよ！　だから今回は魔石の代わりに君の魔力を核として火釜を回そう」

			　魔石は言ってみれば蒸気機関に使う石炭である。その燃料の代わりを松田にしろ、ということらしい。

			「……微力を尽くします」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「思ったよりすごいね。こんな魔力は初めて見たよ」

			　通常、得意不得意はあっても人の魔力は様々な属性で構成されているものだ。

			　松田のように純粋に土属性しか放出できないのは、ハーレプストの記憶にも例がない。

			「…………いいね。これは傑作の予感がするよ」

			　火釜に魔力を供給し続ける松田をよそに、ハーレプストは素材の分解、調合、合成を手際よくこなしていく。

			　その表情は溌(はつ)剌(らつ)として、まるで少年のようであった。

			　まあ、むさいドワーフおやじの少年のような表情というのもシュールではあるが。

			　そんな様子を松田は抜け目なく観察していた。

			　何気ないように見えて、ハーレプストのやっていることは非常に高度な錬金技術であり、同じことはもしかしたらドルロイにさえできないかもしれない。

			　しかし松田は例外である。というより反則であった。もしハーレプストが聞いたら怒りのあまり憤死するかもしれない勢いで。

			　それもそのはず、シトリを倒してレベルアップした松田は――――。

			　

			　松田毅　性別男　年齢十八歳　レベル４

			　種族　エルフ

			　称号　ゴーレムマスター

			　属性　土

			　スキル　ゴーレムマスター表（ゴーレムを操る消費魔力が百分の一）　秘宝支配（あらゆるアーティファクトを使用可能）　並列思考レベル４（四百体のゴーレムを同時制御することができる）　ゴーレムマスター裏（土魔法の習得速度三倍の代わりに土魔法以外の魔法が使用できなくなる）　錬金術レベル１（素材なしの錬金にかかる消費魔力十分の一　錬金位階中級まで）錬金術レベル２（レシピ理解、レシピさえあればなんでも再現できる。ただし性能はワンランク落ちる。位階中級まで）

			　錬金術レベル３（錬金再現、一度見た錬金を理解し再現することができる）←今ココ

			　

			　火釜に延々と魔力を注ぎ込むこと四時間以上。

			「あの、さ、さすがにもう魔力が…………」

			　小鹿のように足をプルプルさせ始めた松田に、ハーレプストは苦笑して言った。

			「ああ、悪い。正直ここまで続けさせるつもりはなかったんだけど、いつまで保つか気になったもんだから……」

			「ひどっ！」

			「おかげで最高のものができそうだよ。ここまで純度の高い魔力を注いだ素材は初めてだからね」

			　ハーレプストは満足気に生成された魔法素体を見て力強く頷いた。

			「さあ、最後の仕上げだ！　ありったけの魔力とともに、君の持つイメージを注ぎ込みたまえ！」

			　七色の虹彩を放つ、いまだ形を成していない無(む)垢(く)な魔法生成物。

			　松田の魔力に馴染んだそれは、松田から与えられる器を待っていた。

			（黒髪――小顔、愛らしくも凛とした雰囲気…………）

			『巨乳！　主様、巨乳を忘れずに！』

			（仕方ないな。とりあえずＣカップで妥協してやる）

			　凛(りん)然(ぜん)としたクール系美女に巨乳は似合わない。やっぱりＢカップでいいか、と思わず迷う松田である。

			　が――――。

			　

			「わふぅ…………ご主人様、どこですかぁ？」

			　眠そうな目を擦り、人狼の嗅覚が導くままに松田の姿を求めて、工房へとステラが姿を現したのはその時であった。

			　まさにイメージの成型が佳境に入ろうとしていた、その時。

			　そこにステラへと注意が逸れ、彼女の凹凸のない幼いイメージが混入してしまったとしても誰が松田を責められようか。

			「あああっ！　ダメだ！」

			　

			　――――――バフン！

			　

			　工房に眩(くら)い魔力爆発の閃(せん)光(こう)が走った。

		

	
		
			第四十六話　理想は叶わず

			　

			　明らかに最悪のタイミングだった。

			　黒曜石の瞳に熟れた柘榴(ざくろ)のような唇、そして華奢そうに見える肢体には不釣り合いなほどの、70のＣカップ――――。

			　イメージは完璧だった、と思う。

			　身長は少し低めの百五十センチ、エキゾチックな黒髪美女。

			　知的でクールな硬質の表情が似合う彫りの深い鼻(び)梁(りよう)、そして――――ん？　わふっ？

			　いやいやいやいや、ちょっと待って！　今のなし！　今のなしでええええええええ！

			　松田は内心で絶叫する。しかし現実はどこまでも非情であった。

			　

			「――素晴らしい！　これほど素晴らしい錬成は初めて見るかもしれないよ」

			　ひどく満足そうにハーレプストは、うんうん、と何度も深く頷く。

			　魔力定着率の高さ――――美しさと耐久性の両立。

			　それは間違いなくハーレプストの目指す永遠への道へと続く確かな道標であった。

			　素材の良さもあるだろうが、この異常な品質の高さは松田の特異な魔力のおかげであることは疑いない。

			　やはり土属性の純度は品質に強い影響を与えるのだ。湧き上がる興奮に、ハーレプストは無意識に力強く両手を天に向かって突き上げる。

			　この感激をどう表現すればいいだろう？

			　

			「やり直しを要求するうううううううううう！」

			『やり直し！　やり直し！　リテイクです！　こんなのあんまりですううう！』

			「わふっ？」

			　

			　号泣して床を叩く松田の姿と、女の子座りで悄然とするディアナの姿がハーレプストの視界に映ったのはその時である。

			　なぜだ？　これほど完璧な出来なのに。

			　

			「どうしたのだ？　マツダ君。素晴らしい出来じゃないか。これはまさに女性の理想像だよ？」

			「それはあんたとドルロイ師匠がロリコンだからだあああああああああ！」

			「失礼な」

			　

			　合法ロリのリンダとラブラブなドルロイの兄弟であるハーレプストが、同じ性癖を患っていたとしてもそう驚くにはあたらない。

			　だがしかし！　松田の好みは決してロリにはない。ロリにはないのだ。

			「イメージは完璧だったのに……こんなに小さくなっちまって……」

			『私の巨乳……私のＣカップ……』

			「可愛いです。わふ」

			　太陽のように輝いていた魔法生成物は、いつの間にかちょこんと座った一人の少女に姿を変えていた。

			　長い黒髪が身体を覆うようにして伸び、太もものあたりまで広がっている。

			　耳元のあたりの髪が、ひと房だけ白銀の色をしていて否が応にもステラの影響を感じさせた。

			　かろうじて百四十センチほどのちんまりとした身長のわりに、胸はそれなりに大きくおそらくは65のＢはあるだろう。

			　折れそうに細い腰のくびれも、緩やかな曲線を描いていて未成熟ならではの色気らしきものを漂わせていた。
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			　確かに将来を期待できる素材ではある。

			　だが問題は、ゴーレムが成長しない、ということだ。

			「えへへ……もう少ししたら、ステラがお姉さん？　ですか？　わふ」

			　どうやらステラは妹分？の誕生にご満悦の様子であった。

			　栄養状態が改善されたばかりか成長期に加え、レベルアップしたこともあって、ここ最近のステラの成長は目覚ましいものがある。

			　出会ったころには百二十センチ前半の身長が、いつの間にか十センチ以上も伸びていた。おそらくあと半年もしないうちに百四十センチは超えるだろう。

			（だが、それでいいのか？　ステラ、お前、胸ではまだ負けてるんだぞ？）

			　身長ほどに胸囲は育っていないステラであった。

			『ふえええっ、主様の理想の私になるはずだったのに…………』

			　もちろんディアナにとっての理想の女性像というものはある。

			　だがそれ以上に松田が抱く理想の女性像――たとえそれがいくつもの選択肢のひとつであったとしても――になれることが重要だったのだ。

			　こんな感情はライドッグに仕えていた時には感じなかった。

			　ただの道具ではない自分を見て欲しい。そんな人間のような欲求を抱くことはなかったはずなのに…………。

			「僕は感動したよ！　だけどマツダ君の理想とする先はまだまだ遠いってことを忘れちゃダメだからね！」

			「こんなに可愛いのにですか？　わふ」

			「見た目は確かにかなり人に近いものにはなっているよ？　でもこのままじゃ声を出して言葉を交わすこともできないし、食事をすることもできない。どうしても関節の動きはぎこちなくなるし、視線に合わせて眼球を動かすようなこともできない。少し注意深く見ていれば、すぐに人間じゃないとわかるだろうね」

			　座っているだけなら美しい少女でも、松田とともに行動させるには、やはりゴーレムのそれを超えることはできないのだ。

			　まずは確かな一歩を踏み出したことを喜ぶべきであろうが、目指すべき頂の遠さに松田はめまいを覚えるのだった。

			「人間と同じゴーレムを造り出すのに、あとは何が足りないんですか？」

			「そうだね。まずは魔核。魔神クラスの魔核が必要になるだろうね。それから素体。今は失われた技術なんだけど、高度な魔力で作られた特殊な魔法繊維が神経と筋肉の役割を果たしてくれる。この二つがそろえばかなり人間に近い身体が造れるだろう」

			　ただのゴーレムであれば、シトリ程度の魔物の魔石でも十分に魔核とすることができる。

			　しかし人間並みの高度な伝達組織の代替品である素体を運用するには、並みの魔石では魔核とはならない。

			　もっともディアナの魔核は神話の世界レベルのとんでもない代物なので、むしろその魔力に耐えうる素体を造ることのほうがよほど難しいだろう。

			　そうした意味では今日錬成した器も、松田の目指すところからすれば、ギリギリの最低ラインをクリアーしたにすぎなかった。

			　ディアナが十全に力を振るうには、心もとないくらいである。

			「だがマツダ君、君にとって最大の問題は魔核や素体ではない。竜の心臓や古代の素体も、莫大な財力と権力さえあれば決して手に入らないわけではないからね。問題になるのは人と同じ感情を持った存在を人工的に造り出すということさ」

			　絢爛たる七つの秘宝が人格ある存在であることは、ライドッグが誰にも話さなかったために世には何も知られていない。

			　いったいどうやってディアナ達七つの絢爛たる秘宝をライドッグが生み出したのか、松田には見当もつかなかった。

			　ただ一つだけ言えることは、松田が最大の障害となるはずだった人造人格、知性ある秘宝(インテリジエント・アーテイフアクト)をすでに手に入れているということだ。

			　さらに言うならば、この世界のどこかに知性ある秘宝があと六つは眠っているのである。

			　であるならば、いつか必ず辿りつく。

			　決して裏切ることのない絶対的な信頼をおけるパートナーとして、必ずディアナに身体を与えてみせる。

			「…………しばらく彼女といさせてもらえますか？」

			「そうだな。無粋な真似はするまい」

			　自分の作品と向き合いたい気持ちはハーレプストにもよくわかる。

			　まして松田は今日初めて自分の理想に近いゴーレムを錬成したのである。たとえ相手が言葉を交わすことができなくても、語りたい言葉もあるだろう。

			　ポンと松田の肩を叩いて、ハーレプストは優しい笑みを浮かべると静かに工房を後にしたのだった。

			　

			「――――まずは非常に遺(い)憾(かん)だと言っておこう」

			　ハーレプストの考えたような感慨など欠片(かけら)もなく、松田は低く沈痛な声でそう言った。

			『私のＣカップ、私のＣカップ、私のＣカップ！』

			「こう言ってはなんだが、それでもステラよりは大きいぞ？」

			『そんな理由で私のＣカップを諦められるとでも？』

			「ハーレプスト師匠の話を聞いていただろう？　あくまでも暫定的なものと思って受け入れてくれ」

			　口元が引き攣るのを承知で松田はディアナを慰めた。

			　暫定的という言葉がどれほどあてにならないか、自分は十分に知っているはずなのに。

			「暫定的に一か月ほど行ってきてくれないか？」

			　上司にそんな言葉を言われたら、暫定的どころか確信犯で島流しにしようとしていると思ったほうが良い。

			　賭けてもいいが後任など来ない。

			　松田はそれで前任が逃亡した後釜として、過去に四度の転勤を経験している。

			　暫定的にという言葉は奇跡みたいな偶然があったら、そんなこともあるかもね、くらいに聞いておいたほうがいい。

			　もちろんこの失敗をそのままにしておくつもりは毛頭ないが、なぜかディアナの身体が大人になることはないんじゃないかな、という予感があった。

			　存外そんな根拠のない予感というのが馬鹿にならないのだ。

			　さしあたり、将来有望な類まれな美少女ということで、ひとまず満足してもらうしかないだろう。

			「わふぅ、とっても可愛いのです！　今日からステラをお姉さんと呼んでもいいですよ？（ドヤァ）」

			『わあああああっ！　私の身長！　私のＣカップぅぅぅぅぅ！』

			「ステラ！　ディアナを刺激するんじゃありません！」

			　

			　結局、機会があれば、ディアナの要望を極力取り入れて次回に生かすことを約束して、ようやくディアナは号泣するのを止めた。

			　実際の声ではなく念で届く声なので、泣き声から耳をふさぐこともできず軽い拷(ごう)問(もん)状態であった松田である。

			『今度こそ理想の美女に…………！』

			　決意に燃えるディアナの夢が叶うことはあるのか。

			　それは運命の神だけが知っている。

			　しかし運命の神はいつだって悪戯好きであることを、松田はなんとなく理解していた。

		

	
		
			第四十七話　不名誉な異名

			　

			　ひとまずＤカップ、身長百六十センチに再整形することを松田に約束させたディアナは留飲を下げた。

			　あくまでも暫定的なものと思えば、少女の肢体も決して悪いものではない。

			　百人見れば百人が美少女と答えるほどの美貌であり、コンパクトな身体はステラ以上に女性としての自己主張に満ちている。

			　何よりディアナの本体はあくまでも終末の杖(アポカリプス・コーン)のままであった。

			　現在の松田の技量では、魔核の移植施術までこなすのは不可能であった。

			　超レアな遺物である素体を手に入れ、ディアナに相応しい魔核、素体、器が揃うのは相当先になるだろう。

			　しばらくの間は人形に杖を持たせ、杖(本体)から人形を操ることになる。

			　もちろん操るのに魔力は必要なのだが、召喚型と違い、維持し続けることには魔力が必要ないので、操るだけならディアナの魔力だけでも十分なのだ。

			『まあ…………悪くありませんね』

			　初めて感じる杖でない自分という感覚に、デイアナは心が浮き立つのを抑えることができなかった。

			　そっと人形の身体を松田に寄り添わせてみる。

			　窓に反射して映る無表情な美少女が、どこか照れた様子の松田にぴったりと寄り添っているのを見てディアナは内心で微笑んだ。

			『それはそれとして、一刻も早い修正をお願いします！』

			　こんな杖ではなく一人前の女性として、松田の横に並べたらどんなに素晴らしいことだろう、とディアナは思う。

			　つかの間の優越感に浸っているらしいステラをみると、胸にもやもやとしたものを感じるが、しばらくの間の辛抱だ、とディアナは自分に言い聞かせた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ディアナを見たドルロイとリンダは瞳を輝かせて歓声を上げた。

			「可愛いわっ！　これは私に対する挑戦ね！」

			「マツダよ。お前はやはり俺の弟子に相応しい男だった」

			「待ってください！　その共感は断じて認めるわけにはいきませんよっ？」

			　ドルロイの目が明らかに同類(ロリコン)を見つめる目なのを敏感に察して、松田は激しく抗議した。

			　これはあくまでも不測の事態なのである。

			　決して未成熟な果実に欲情を覚える変態ではない。

			　たとえ合法ロリであっても、断じてそれを認めるわけにはいかないのだ。人として男として、それだけは。

			　とはいえ、ドルロイ夫婦の歓迎は、松田にとって素直にありがたいのも確かであった。

			　少女の着替えやオシャレなど松田には想像すらすることもできないからである。

			　早速ディアナを着せ替えすることを決意したリンダに、ぎくしゃくと歩きなれていない幼児のような動きで、ディアナは必死についていく。

			　魔力で人形を操ることに慣れていないうえ、素体のない人形(ゴーレム)は人間と同じようには動かしにくい。

			　それでもディアナは、人間と同じように扱われるというのが新鮮に感じられてならなかった。

			　表情は無表情なまま決して動かないが、ディアナが心ではワクワクしているのを松田は察してくすりと笑った。

			　その日、ディアナはリンダが心ゆくまで、何度も何度も着せ替え人形となっていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ザワリザワリと喧(けん)騒(そう)が広がっていく。

			　ドルロイの工房で修業に勤しんでいた松田が探索者ギルドに姿を現したのは、一週間ぶりのことであった。

			　松田がシトリを倒したということは、知る人ぞ知る公然の秘密であった。

			　少なくとも四十階層近くを攻略する上位ランクの探索者パーティーは、ほぼ確実に知っていた。

			　そんな上位パーティーが一目置く松田が注目を集めるのは当然のことであった。

			「お久しぶりですね、マツダ様」

			「ご無沙汰してます。シーリースさん」

			　受付のシーリース嬢の笑顔に癒やされて、松田も自然と笑顔になる。

			　小心者である松田にとって、ここまで注目を集めるのは精神衛生上よろしくない事態なのだ。

			「もう探索に参加していただけるんですか？」

			「素材集めの都合もありますから、一週間探索して、一週間師匠のところで修業することになると思います」

			　可能性は低いが、万が一再びシトリに遭遇しないとも限らない。

			　さらに最下層が近いと思われることから、素材の美味しい上級の魔物と接触できる可能性が高かった。

			　日々ディアナに催促されている松田としては、最低限努力しているところを見せないわけにはいかなかったのである。

			　いつだって男は女のプレゼントの催促には勝てないものだ。

			「ギルドとしてはありがたいです！　まだ四十七階層を突破したパーティーはおりませんし、今はマツダ様がトップパーティーですからね！」

			「は、はあ…………」

			　トップパーティーであった北極星(ポラリス)解散後、総じて攻略は低調である。

			　もしかしたら再びシトリのような怪物が出るかもしれない、という危機感があるからだ。

			　未知の下層とは、それほどに恐ろしい。

			　たった一度遭遇したというだけで、北極星(ポラリス)のように壊滅してしまったのでは意味がないのである。

			　できうることなら誰か先に攻略して情報をくれないか？というのが正直彼らの本音であるのだった。

			　もしかしたら、今日松田がギルドにやってきたことを、一番喜んでいるのは上位パーティーである彼らなのかもしれなかった。

			「それじゃあ、今日は探索でよろしいんですね？」

			「ええ、師匠からいろいろと素材も頼まれてますし、レベルも上げたいですし」

			　あの小(こ)面(づら)憎(にく)い神の恩寵のおかげなのだろうが、レベルアップに伴う松田のスキル取得はほとんど反則に近いものである。

			　まず土属性の魔法士ならば憤死は確実の理不尽ぶりだ。

			　それでもなお、ディアナに人間に等しい身体を与えるには程遠いのだから恐ろしい。

			　もっともそれは、新たな人造生命の創生という、悠久の時を経て錬金術師に与えられた至高の命題なのだから当然なのかもしれなかった。

			　

			「やっぱり四十七階層以降を探索するらしいぞ？」

			「さすがゴーレムマスターは器が違った」

			　

			　このころになると、松田の異名としてゴーレムマスターの名が定着しつつあった。

			　等級の低い探索者は知らなくとも、トップランカーの探索者はシトリを倒したのが松田であることを知っている。

			　そして彼が規格外のゴーレムをいつも連れていることも、どうやら操れるのが一体だけではないということも。

			　にもかかわらず彼らが勧誘に動こうとしないのは、メッサラ達が勧誘に失敗したというのもあるが、松田がドルロイの弟子であるということも大きかった。

			　特に下層で活躍する人間にとって、自らの使うランクの高い武器を製造するドワーフを敵に回すのは絶対にしてはならない禁(きん)忌(き)であった。

			　無理な勧誘をしてドルロイを怒らせれば、マクンバの鍛(か)冶(じ)師全体にそっぽを向かれる可能性もないわけではなかったのである。

			　まして松田自身を敵に回せば、さらに厄(やつ)介(かい)なことにもなりかねない。

			　なにせ相手はあのシトリを倒した男なのだ。対応には細心の注意を払ってしかるべきだった。

			「…………あのぅ」

			　おそるおそるシーリースは松田に尋ねた。

			「そちらの彼女の登録はお済みではありませんよね？」

			　正直ステラが下層を探索することにも抵抗があるシーリースとしては、いかにも深窓の令嬢然とした少女が松田と行動をともにすることには不快感すら持っていた。

			　自然、シーリースが松田を見る目もきついものになってしまったのか、松田は困ったように頭を掻いた。

			　まさかディアナを人間と間違われるとは思わなかった。

			「いえ、この娘はゴーレムですよ？」

			「…………はいっ？」

			　何か今、聞き捨てならないようなことを聞いたような気がして、シーリースはまじまじと目を見開いた。

			　言われてみれば、楚々とした美少女は、先ほどから無表情で微動だにしないままである。

			　それにどこか歩く様子もぎこちない不自然さがあったが、シーリースはそれを彼女がこんなギルドのような場所に来ることに慣れていないからだと考えていた。

			「――――まさか」

			　少女がずっと瞬きひとつしていないことに気づいてシーリースは絶句した。

			　膝のあたりまで伸びた漆黒の髪は天使のように艶やかで、肌理の細かい肌はしっとりとした潤いに満ちている。

			　きらきらと輝く黒曜石の瞳は宝石のように光沢を帯び、真っ赤に熟れた唇は少女らしからぬ妖艶な色気を放っていた。
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			　それだけを見れば誰も人形などと疑う余地さえないように思われる。

			　しかし瞬きをしない瞳、そして全く呼吸を感じさせない胸と唇は彼女が人間でないことを示すには十分な理由であった。

			「やっぱり、松田さん、貴方は――――」

			　やはりそう。

			　恐れていたことが現実になってしまったとシーリースは絶望した。

			　将来有望で、なおかつイケメンな松田には仄(ほの)かに思うところあったシーリースであったが、まさか松田が不治の病に侵されていたとは。

			　

			「まじかよ、あれがゴーレムって……」

			「魔法士の格好だよな、あれ」

			「ゴーレムが魔法を使えないのは常識だし、体のいい愛玩人形だろ」

			「あんな可愛らしい幼女を……なんてひどい男なんだ！」

			　

			　要するに、前衛でしか役に立たないはずのゴーレムに、ディアナのような美少女を錬成した松田は、真性のロリコンだと思われていたのだった。

			　さらに師匠であるドルロイが、真性のロリコンであることも誤解を招く一因となった。

			「すいません、何か取り返しがつかない誤解があるように思います。それに周りのみんなも私を見る目がおかしいような気がするんですが」

			「欠点のない人間なんていません。私はマツダ様が更正してくれると信じています！」

			「いろいろと待ってください！　私が何を更正するというんですか！」

			　シーリースや周囲の視線がディアナに注がれていることに、本人が不安に思わぬはずがない。

			　不慣れな感覚にディアナは、表情は無表情なままに、松田の右腕にすがりつくようにして抱きついた。

			「ああ、やっぱり！」

			「何がやっぱりなんですか！」

			「マツダ様、探索が終わったら、食事でもいかがでしょうか？　やはり貴方のように将来有望な探索者が幼女に迷うのは――――」

			　そっとシーリースに手を握られ、ようやく松田は自分の置かれた状況を認識した。

			「待て待て待て！　待って！　私は未成熟な女性を恋愛の対象と見る気はありませんよ？」

			「ご主人様！　この人なんかより私とお食事に行くです！　わふ」

			　ディアナとは反対側の腕に抱きついて、ステラはふふん、と胸をそらす。

			「こんな時ばっかりタイミングよくうまいこと言ってるんじゃねええええええ！」

			「わふっ？」

			　いたずらっぽく笑うステラの笑顔は、どこか小悪魔じみた悪意があるような気がした。

			　この日以降、ゴーレムマスターの二つ名とともに、もうひとつの名が陰で囁(ささや)かれることとなる。

			　その名は幼女マスター。

			　

			「幼女マスターのゴーレム見たか？」

			「明らかに肌艶が増してたよな？　やっぱり……」

			「着ている服もそこらの仕立て屋の安物じゃねえぞ？」

			　

			　リンダがディアナを可愛がり、新たな素材によって人間に近づければ近づけるほど、松田の陰の異名は説得力を持って広まっていくのだった。

			　

			「誤解だああああああああああああああああ！」

			　虚しい松田の絶叫を信じるものは一人もいなかった。

		

	
		
			第四十八話　予兆

			　

			　いよいよ松田達は五十階層に達した。

			　五十階層から、迷宮はがらりと様相を変え、今度はまるで密林のように草木が生い茂っている。天井の高さは四十メートルを超え、太陽ほどではないが月明りよりは遥かに明るい光量を放っていた。

			「いったいどういう仕組みなんだ？」

			『主様、迷宮の構造は考えるだけ無駄というものです』

			「――――わからない、ってことか。こら！　ステラ！　あんまり遠くに行っちゃいけません！」

			「わふっ？」

			　手ごろな草原を見つけたステラは松田の心配をよそに、楽しそうに駆け回っている。

			　あれで嗅覚も勘も鋭いので、多分危険はないのだろうが……。

			「わふ～～～～ん？」

			　恐ろしい速度で駆け回っていたステラが、何かに感づいたように首を傾げた。

			　その視線の先には何の変哲もない森が広がっている。

			　まあ、森というほどの面積はないのだろうが。あまり広いと五十一階層へと降りる階段を見つけるのに苦労しそうだ。

			『ステラはよく気がつきましたね。あの左から四本目と五本目の木は擬態です。探査にかからないレベルの魔物が出てくるとは、気をつけませんと』

			「えええっ？　ど、どれがどれだって？」

			　必死に目を凝らしてみるが、どこからどう眺めても同じ木にしか見えない。

			『見ただけではわからないから擬態なのですよ、主様』

			「ぐぬぬぬ…………」

			　異世界の擬態というのはナナフシやフクロウを超えるのか？

			　確かに、魔力探査にも引っかからないのだから、日本の動物など比べるべくもないだろうが。

			「わふっ？　わふっ？」

			「だからステラ！　危ないからつつくんじゃありません！」

			　好奇心に勝てなかったのか、微妙な距離を取りながら、ステラが擬態している木をツンツンとつつく。

			　ステップバックが早すぎて、擬態している魔物もタイミングを掴めないようだが、松田は思わず声を張り上げた。

			　出来の悪いコントのような気がしないでもないが、ここは前人未踏の五十階層なのである。

			　どれだけ注意しても足りるものではない。

			「……つまらないです」

			　様子を見ることに飽きたのか、ステラは擬態していた魔物に強烈な蹴りを食らわせた。

			　正体がばれている擬態は、擬態の意味がない。

			　全く無防備にステラの蹴りを食らった木の魔物は、ぽっきりと根元から叩き折られ、緑色の血らしき汁を振りまいて絶命した。

			　先日のレベルアップで、ステラは瞬足というスキルを獲得したらしい。

			　スキル発動時移動速度二倍に加え、破壊力も速度に比例して大きくなっている。

			　どうやらステラは速度特化の成長型であるようだった。

			　もしかしたら人狼そのものが、そうした特性を持っているのかもしれない。なかなか人狼の住処(すみか)が発見されないのも、そのあたりの事情が関係しているのだろう。

			　正直、松田自身もゴーレムに守られた安全圏でないと、接近戦でステラに勝てる気がまるでしなかった。

			　仲間を倒された魔物が触手のような枝を伸ばしてステラに迫るが、それを軽々と避けてバック転をしながらクルクルと独楽のように回って枝を打ち落とす。

			「わっふううう？」

			　だがステラが調子に乗っていられたのもそこまでだった。

			　擬態していた魔物が仲間を呼んで、数十の大軍がうねうねと枝を揺らし殺到しつつあるのに気づいたのである。

			「ごご、ご主人様ああああっ！」

			「早く戻れ！　ディアナ、援護しろ！　召喚(サモン)、ゴーレム！」

			『お任せください、主様！』

			　ディアナは松田に頼られるたびに、心がわくわくと浮き立つのを抑えることができなかった。

			　身体を与えられてからは、その傾向がさらに強まったように感じる。

			　道具ではなくディアナ自身として必要とされている実感を感じるのだ。

			『爆裂炉心(アトミツクパイル)！』

			　松田のレベルアップに伴い、ディアナも上位魔法――と言っても上位魔法のなかでは下位なのだが――を使えるようになっている。

			　ただ身体を操ることに魔力を取られているうえ、全盛期の出力には遠く及ばない状態であるため、松田からの魔力の供給がないと十全に魔法を使える状態ではない。

			　そのため松田はゴーレムの召喚を控えめに設定している。

			　今回召喚されたゴーレムの数はわずか五十体。しかし、ドルロイやハーレプストからの知識をもとに大幅に強化されたゴーレムは全長二メートルほどに成長している。

			　秘宝級(アーテイフアクトクラス)の装備が錬金され、防御力は比較にならないほどにあがっている。さらに関節部や造形も洗練されてきたことで機動力も向上していた。

			　精度の低かった初めのころのなんちゃって騎士ゴーレムなど比較にもならない。上空の援護はヴァルキリータイプの翼を持った戦乙女が警護している。

			　まさに常識を激しく逸脱した恐るべき軍団であった。

			　もはや一探索者の範(はん)疇(ちゆう)を超えている。いまだ低レベルであるにもかかわらず、すでに松田は小国の軍隊に匹敵する軍事力の塊であった。

			　ドルロイ師匠には頭があがらないな、とつくづく松田は思う。

			　もし五槌であるドルロイの庇護がなければ、松田を利用しようとする何かの権力の介入があったことは確実であった。

			　そもそもギルドマスターが松田の秘密を守ってくれたかどうか。

			　ゴーレムマスターなどと言われてはいるが、今のところ松田の能力は数体のゴーレムを同時に制御できる恐るべき土魔法士という評価で一致している。

			　基本的にゴーレムが一人一体で操ることを考えれば、それでも十分に驚異的なので、まさか松田が数百ものゴーレムを操るとは想像もできないのだろう。

			「機甲陣(パンツアーカイル)！　前へ！」

			　楔(くさび)形に陣取ったゴーレムがゆっくりと前進を開始した。

			　ディアナの上位魔法で半ば近くを吹き飛ばされた魔物達は、それでも急速に互いの枝同士を接触させ復元しつつあったが、ゴーレムの前進を防ぐほどの力は残されていなかった。

			　容赦のない斧が振り下ろされ、紙のように枝が切り裂かれるとともに、鉄の足が一トン近い圧力となって地面の根を踏み砕く。

			　魔物の反撃は、固さと粘りを両立させたゴーレムの鎧(よろい)にむなしく弾き返された。

			　それはまさに、蹂(じゆう)躙(りん)と呼ぶにふさわしい光景であった。

			　蟻の集団が猫に踏みつぶされるような勢いで、たちまち魔物集団はその数を減らしていった。

			「せーの、です！　わふ」

			　魔物が減らされるのを待っていたステラが、ギラリと鋭く目を光らせた。

			　松田とディアナの活躍を、指をくわえて見守るという選択肢はステラにはない。

			　主人である松田のために、敵を狩り、褒めてもらうことこそが彼女の存在理由なのだから。

			　雑魚(ざこ)の相手はディアナに任せて、自分は一番おいしいところを持っていく。

			　ステラとしては、群れの席次的にこだわる人狼として、ディアナには負けたくないという思いがあるのである。

			　人狼族は群れでの序列を大事にする種族であるからだ。ここはひとつ、ディアナ以上の活躍を松田に見せつけなければならなかった。

			　

			「巨狼突破(フエンリルブレイク)！」

			　

			　ステラの瞳が金色に光り、隠していた耳としっぽが露わとなる。

			　そして全身から発散される淡い金色のオーラが巨大な一匹の狼の姿を形作り始めた。
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			　煙るように立ち上る金色の巨大な狼が、その顎を大きく開けたと思った瞬間、ステラは弾丸のように飛び出した。

			　比喩でなく、その速度は弾丸に匹敵した。

			　一切の回避を許さない神速の突撃は、当たるを幸いに魔物の枝を蹴散らし、彼らの背後で出待ちをしていた古えの精霊樹(エルダートレント)は哀れにも出番を迎えることなく木っ端みじんに吹き飛ばされた。

			「に、人間砲弾…………」

			　まさにそうとしか表現しようのない過激なステラの攻撃方法に松田は絶句する。

			「ご主人様！　ご主人様！　ステラやりましたです！」

			　撫でれ、とばかりに松田を期待に満ちた目で見上げるステラに、空気の読める日本人松田が抵抗できるはずがなかった。

			「よしよし、よくやったな、ステラ。でも無理するんじゃないぞ？」

			「大丈夫なのです！　わふ」

			　優しく髪をすくように撫でられて、うれしそうに目を細めるステラを見ると、なぜかディアナの胸はざわざわと騒いだ。

			　今まで感じたことのない不快な衝動に、ディアナは無意識のうちに、つい、と松田の袖口を引いていた。

			「どうした、ディアナ？」

			『えっ？　いえ、なんでも、ない、です……』

			　それでもしっかりと袖口を掴んで離さないままのディアナに、松田はもう片方の手でよしよしと彼女の頭を撫でた。

			　触覚のないディアナには撫でられる感覚はわからないが、なぜか心が温かくなるような気がして、ディアナは松田の手に自らの頭をさらに押しつけるのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――――失意のままにメッサラは故郷へと帰郷した。

			　マクンバからおよそ五十キロほどの地点にあるメノラーの村は、人口数百人程度ののどかな農村である。

			　牛を追い、畑仕事に精を出す。そんな日々を繰り返す村民にとって、メッサラの存在は異質であった。

			　探索者といっても上位の存在は貴族並みの待遇と収入がある。

			　しかし大半の探索者はならず者と同じくくりであり、都落ちして帰ってきたメッサラに対する評価も同じようなものだった。

			　村の中に自分の居場所がないことをメッサラが悟るまで、そう長い時間はかからなかった。

			　それでも跡取り息子が帰ってきてくれたことを、両親が心から喜び歓迎してくれているのも確かである。

			　このまま地道に農作業をして、ひとつひとつ信頼を積み上げていくのも選択肢のひとつではあるだろう。

			　だが、本当にぬるま湯に浸ったような危機感のない世界で暮らしていいのか？

			　そんな疑問にメッサラは答えることができずにいた。

			　ところがそんな平穏を打ち破る話が、ある日メッサラのもとへやってきたのである。

			　

			「――――マクンバに続く街道で怪しい光が見えるだって？」

			「ああ。といっても、メノラーから丘を下ると森が不自然に途切れているところがあって、そこから微かに見える程度なんだけどな。メッサラなら何かわかるかもと思って」

			　

			　そう首を傾げたのは、メッサラにとっては幼なじみにあたるロイだった。

			　この村の数少ないメッサラの味方である。

			　

			「――――へへっ！　面白い。少々刺激が足りないと思っていたところだ！」

		

	
		
			第四十九話　発見された迷宮

			　

			　しばらく食うに困らないだけの金はある。

			　仕事もその気になれば、いくらでも回してもらえるだろう。

			　田舎とは、基本的にいつでも人手が不足しているものであるからだ。

			　しかしメッサラは今、危険に飢えていた。

			　日々の生活には困らないが、娯楽に乏しく、不便が日常化した田舎の生活。

			　それは生命の危険と引き換えに田舎とは比べ物にならぬ収入と羨望の眼差しを集めていたメッサラにとって、拷(ごう)問(もん)にも等しいものであった。

			　それでも一年二年と過ぎればやがて順応し、退屈を友として生きる道もあったであろう。

			　だが幸か不幸か、メッサラは危険な香りのする魅惑の果実を与えられてしまった。

			　帰郷して以来不遇をかこっていた第六感が、このネタがかなりやばい案件であることをメッサラに告げている。

			　もしここがマクンバであれば、メッサラももう少し慎重に情報と仲間を集めたかもしれないが、ここはそうしたものから断絶した田舎町である。

			　現実に動ける人間はメッサラしかいない。さらにメッサラは偵察や探索に特化したスカウトであった。

			　まずは、その怪しい発光をするという地点を確認するべきだ。

			　メッサラは久しく感じなかった高揚が、全身にみなぎってくるのを感じた。

			　これだ。これなのだ。このわくわく感とスリルが適度にまじりあった心地よい緊張感。

			　やはりまだメッサラの魂(たましい)は探索者のそれであった。

			「――――任せておけ。すぐに正体を暴いてやるさ」

			　その晩、メッサラは久しぶりに探索者の武具を身に着けると、勇躍街道から怪しい光が見えるというポイントへと向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「こいつはアタリか？」

			　幼なじみのロイが言っていたとおり、闇に浮かび上がる不可思議な燐(りん)光(こう)を発見して、メッサラはニンマリと笑った。

			　スカウトである彼には、その光がなんらかの魔法によるものであることは一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)であった。

			　場所的にはマクンバとメノラーの村を結ぶ街道から、東に五キロほど離れているだろうか？

			　メッサラの足をもってすれば、それほど時間のかかる距離ではない。

			　たとえ道なき道であろうとも、スカウトの踏(とう)破(は)能力はそれを大きく凌駕している。

			　近づくにつれ、メッサラは勝手に口元が綻び、興奮に息は荒くなる。そして自分が満ち足りた笑顔になっていくのを自覚した。

			　やはり自分は探索者稼業が好きなのだ。

			　失恋に落ち込みはしたが、だからといって田舎で穏やかな生活をしていくのはメッサラの性分には似合わない。

			　マクンバの探索者と顔が合わせづらいのであれば、他の街へ拠点を変えるのも悪くはなかった。

			　マクンバに居続けたのだって、故郷から近かったのとアイリーナへのこだわりがあっただけのことだ。

			　銀級探索者なんて、王都ではいくらでもいる有象無象にすぎないが、いっそ王都で一から出直しというのもいいかもしれない。

			　このワクワク感をもっともっと味わいたい。危険の先にある栄光を、いつかきっとこの手に掴んで見せる。

			　今こそメッサラは、自分が探索者を志した初心を思い出していた。

			　だが厳密にはそれは、探索者の持つひとつの側面にすぎず、人知れず無残な死を遂げるのが日常に転がっている探索者の負の側面をメッサラは忘れていた。

			　

			「――――迷宮だ。間違いない」

			　ぽっかりと開いた入口、そこからほのかな青い光が漏れている。

			　もちろんそれはただの光ではなく、魔力を帯びた迷宮特有の輝きであった。

			　どうしてこんなところに迷宮が発生するのか、と思わなくはないが、いまだ迷宮の発生原因には諸説あって、真実が解明されてはいなかった。

			　主に迷宮の成立には二通りのパターンがあると言われている。

			　ひとつは高位の魔法士や魔神が自ら迷宮を建設、構築する場合である。

			　伝説級と呼ばれる攻略不能な迷宮のほとんどがこのタイプであるが、それゆえ数は非常に少ない。

			　一般的に迷宮と呼ばれるのは自然発生型である。

			　地形的条件や核となるなんらかの魔法作用の影響という説が有力であるが、実証されたわけではないのであくまでも仮説であった。

			　とはいえ、迷宮が誕生するためには必ずその予兆があり、大地の鳴動や魔力の一時的な枯(こ)渇(かつ)による土地枯れが起こる。

			　メッサラの見たところ、目の前の迷宮にはそうした予兆の起きた気配がない。

			　ならばどうして、今頃突然に魔力光が地上に漏れ出たのか？

			「忘れ去られていた迷宮が、何かのはずみで目を覚ましたのか？」

			　莫大な富を生むがゆえに、迷宮が放置されることは極めて稀なのだが、ごくごく稀に秘匿されていた村落ごと滅び、そのまま人々の記憶から忘れ去られる迷宮も存在する。

			　ベナリス火山の灰に埋もれていたのを発見されたボルドン迷宮などがその例だ。

			　しかしこの地で生まれてこの方メッサラは、近くに滅亡した村落や都市があったことなど聞いたことがなかった。

			「――――面白え、面白えじゃねえか！」

			　極度の興奮に、メッサラはぶるぶると全身を震わせた。

			　つまりこの迷宮は、有史以前――――少なくとも数百年以上前から存在する可能性が高い。

			　万が一、伝説の彼方の古代文明に属するものであったなら、メッサラの名は大陸中に鳴り響くかもしれなかった。

			　失意とともにマクンバを去ったことで、思ってもみなかった幸運がめぐってきた。

			　探索者である自分の誇りを取り戻したメッサラにとって、これほどうれしいことはなかった。

			「へっ……お手柔らかに頼むぜ？」

			　それも全ては生きて帰ってからのこと。メッサラは興奮に高ぶる精神を懸命に抑えつけ、ついに未知の迷宮へと足を踏み入れたのだった。

			　

			　迷宮内で明滅する青い光はまるで心臓の鼓動のようにも感じる。

			　だがその様子にメッサラは違和感を抱いた。

			　自然発生型の迷宮はこれほど規則正しく活動するものではないからだ。

			　整然と整った回廊は、メッサラも見たことのないような金属で作られており、これを持ち帰るだけでも一財産が築けるような気がした。

			　もちろん、だからといってこんな入口で引き返す気は毛頭ない。

			「――――背筋が冷たいじゃねえか。こんな気持ちになるのは何年振りだ？」

			　シトリは確かにやばい相手だった。

			　メッサラが死を覚悟した瞬間も何度となくあったほどである。

			　しかし決して未知の存在ではなかった。

			　迷宮に出現する魔物のひとつとして、過去の探索者が残した情報のなかに含まれていた。

			　だがこの迷宮は、メッサラの知る、いかなる迷宮とも異なっている。

			「――――ちぃっ！」

			　迷宮内も見たことがないかと思えば、そこにいる魔物もメッサラが初めて見るものだった。

			　小さな頭の芋虫状の生物だが、提灯のように頭からぶらさがった黄色の突起物がいかにも不審であった。

			「おわっ！」

			　刹那、突起物からメッサラに向かって怪光線が迸(ほとばし)る。

			　かろうじてこの光線を躱したメッサラは、懐から取り出したナイフで芋虫状の魔物を刺し貫いた。

			「あ、あぶねえ…………」

			　速度に特化したスカウトだから躱すことができたのだ。

			　もしこれが魔法士や前衛の戦士であれば躱すことは不可能だったに違いなかった。

			　恐る恐る後ろを振り向いたメッサラは、そこにあった光景に思わずゾッと背筋を凍らせた。

			　まるで酸を吹きかけられたように壁の一部が溶けている。

			　それはまかり間違えばメッサラの未来の姿であったかもしれないのである。

			　やはり一筋縄ではいかない迷宮であることをメッサラは再認識した。

			「だからといってここで尻尾(しつぽ)をまけるほど落ちぶれちゃいねえ！」

			　目先の金に目がくらむくらいなら、最初からマクンバを去ったりはしない。

			　自分のアイデンティティーを取り戻した今、メッサラは好奇心の命ずるままにさらに迷宮の奥へと進んでいった。

			　

			　どれほど進んだだろうか？

			　幸いなことに迷宮の魔物は珍しいだけで、戦闘力はそれほど高いものではなかった。

			　しかも行動がまるで規格統一されたかのように均一で、一度慣れてしまえばあしらうのはメッサラにとってそれほど難しくはない。

			「――――いかんな。こんなことならもっと準備を整えてくるんだった……」

			　当初、メッサラは謎の怪現象を突き止めるため現場にやってきただけだった。

			　そのため食料や野営のための準備をしていなかったのである。

			　食事は一食や二食抜いてもそれほどの不安はないが、さすがに三食四食となれば問題である。さらにパーティーでなくソロであるメッサラはおちおちと眠ることもできない。

			　優秀な探索者は、常に帰り道にかかる時間と体力の配分を考えているものだ。

			　メッサラも長年の経験からこのまま探索できる時間は残りわずかであると感じ始めていた。

			「くそっ！」

			　これほどのお宝を前におめおめ引き帰さなければならないのか。

			　だが運命の女神は常に悪戯好きなものだ。

			　それは松田にばかりではなく、メッサラに対してもまた例外ではありえなかった。

			　怒りに任せて壁に拳を叩きつけると同時に、キィンと耳鳴りのする高周波が響き、一斉に壁と天井が明滅を開始した。

			「な、なんだなんだなんだ？」

			　もしかして自分でも知らぬうちに罠(わな)でも踏み抜いていたか？

			　全く想像だにしていなかった事態に、メッサラは困惑もあらわに左右を見渡した。

			　――――と、視線の先に隠し扉が開かれた部屋が映る。

			　つい先ほどまでなんの変哲もない壁であったはずの場所であった。

			　スカウトとして今まで数え切れぬ隠し部屋を見つけてきたメッサラである。

			　スカウトのプライドにかけて断言するが、そこに隠し部屋の気配はなかった。

			　未知のなんらかの隠蔽手段が使われていた証拠であった。

			「いったい何が――――」

			　部屋を覗いた姿勢のままメッサラは絶句する。

			　無機質な白い壁に囲まれた部屋の中央のベッドには、美しい十代前半ほどの少女が――――否、人形が緑色のチューブを頭部に接続して横たえられていた。

			　全裸のまま艶めかしい肌を隠すことなく晒した少女だが――彼女が人間でないのは一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)であった。

			　なぜなら――――少女の足はミスリルの魔道具で作られており、のど元には魔核と思しき巨大な魔石が埋め込まれていたのである。

		

	
		
			第五十話　災難の始まり

			　

			「――――驚かせやがる」

			　驚きはしたが、メッサラは少女の人形にそれほどの感慨は抱かなかった。

			　確かに美しいのは美しいが、メッサラの好みからいえばいささか成長が足りなすぎたし、そもそも人形に欲情するような特殊な性癖は持ち合わせていない。

			　ハーレプストのような人形師と呼ばれる男をメッサラも知らないわけではなかったが、美しいだけの愛玩品に、それほどの価値があるとは思えなかったのである。

			　とはいえ、この迷宮の異常さを考えると少女の人形が実は恐ろしく高価な可能性も高かった。

			「もしかするとレアな古代の遺物かもしれんしな」

			　今から数千年以上も昔、現代では理解することも再現することもできない文明が存在したことは知られていた。

			　その古代文明をいささかなりとも再現したのが、かの稀代の魔法士ライドッグである。

			　しかし彼もまた、その技術を弟子や子供に受け継がせることなくこの世を去った。

			　高度すぎる彼の知識を吸収するだけの受け皿がなかったのだ。

			　それ以来、世界はいまだ古代の叡智の足元にすら辿りつけずにいる。

			　万が一、この少女が古代文明の遺物であるとすれば、メッサラの報酬は莫大なものになるはずであった。

			　金級探索者が持つなかでも、最高級の武具をひと揃えすることも夢ではない。

			　魔法付与された高級素材を使用する武具の値段は天井知らずであり、その効果もまた桁外れであることをメッサラは知っている。

			　その装備を手に入れることができれば、メッサラは探索者としてさらなる高みへ進むことができるはずだ。

			　極彩色の未来を思い描いてメッサラはニンマリと口元を吊り上げた。

			「さて、どうやって運んだもんかね…………」

			　さすがに全裸の美少女人形をそのまま運んでいくのはためらわれる。

			　もし他人に見られたら、メッサラの人間的評価は暴落どころの騒ぎではあるまい。

			　故郷にそんな汚名を残すのはメッサラも真っ平ごめんであった。

			「…………ていうか、リアルに造りすぎ。どこの幼児嗜(し)好(こう)者だ、これを造らせたのは。業が深すぎて、ため息がでるわ」

			　――――素材不明のチューブや魔石がなければ、メッサラも一目で少女を人形と看(かん)破(ぱ)できたかどうか。

			　こうしてよく見れば、磁器のように滑らかすぎる皮膚や、血管がないことによる血の気のなさに気づくが、素人目には人間そのものと言ってよいだろう。

			「おっ？　このシーツが使えるか？　顔も隠したほうがいいかなあ……いやだぜ、この歳でロリコン扱いされるのは……」

			　自分はアイリーナのようにダイナマイトな女が好みなのだ。

			　発育途上どころか、そもそも発育すらしていない蕾(つぼみ)に興味はない。

			　そうしてメッサラが少女の裸体にシーツを巻きつけようとした時である。不意に何かが高速回転しているような甲高い音が響いた。

			「――――なんだ？」

			　耳障りではあるが、ごくごく小さな駆動音。

			　そしてメッサラが、不審な音を発しているのが少女自身であると気づいたその瞬間、愛らしい大きな瞳がぱっちりと見開かれた。

			「……試作マリオン００６の起動を確認、同調システムの劣化、および人造神経の劣化により稼働障害の恐れ五十八％……」

			「しゃ、しゃべった？」

			　メッサラは驚愕して目を剥(む)いた。明らかに意思を持った者のつぶやきであった。

			　毎回同じ音声メッセージを繰り返す人形とは違う。

			　伝説にすら聞いたことのない、意思を持ち自立行動する自動人形が今、目の前にいた。

			　彼女が世間の知るところとなれば、どれほどの名声を得られるものか、とメッサラは興奮に鳥肌が立つのを自覚した。

			「マスター？　緊急の修理を必要と認めます。平時自立プログラムでは対応ができません。マスターによる新たな命令が必要です。マスター、マスター、マスター」

			　まるで幼子が父親を捜すかのように、少女は小さな頭を動かして、自らの創造者の姿を追い求めた。

			　しかしメッサラにとって、そんな少女の感慨を理解できるはずもない。なぜならメッサラは少女を人形だと認識しているからだ。

			「お前のマスターは俺だ！　俺の命令に従え！」

			　迷宮内で取得した秘宝は、発見した探索者の所有物となる。

			　通常ならギルドに手数料を取られるが、ここはギルドが管理する迷宮ではない。

			　少女の所有権をメッサラが主張するのはごく当たり前のことであったが、それを少女がどう捉えるかはまた別の話であった。

			「遺伝子照合……一致点ゼロ……魔力パターン照合……一致点ゼロ……音声パターン照合……一致点ゼロ、不法侵入者と認識します」

			　少女は怒っていた。

			　目の前の男が、自分がこれほど切望するマスターの名を騙ったことに。

			　未成熟で単純な感情回路だからこそ、少女はマスターへの忠誠を強く強く抱き続けていた。

			　メッサラはまさに少女の逆鱗に触れたのである。

			「なんだ、てめえも魔物の仲間か？」

			　不穏な空気を察知したメッサラは慌てて少女から飛びのいた。

			　――――が、その決断はあまりに遅すぎ、その予測はあまりにも甘かった。

			「マスターに創造されたこの体を魔物などと…………！」

			　自分の身体に対する侮辱はマスターに対する侮辱。マスターの名を騙ったばかりかマスターの御業にまでケチをつける愚か者を、もはや生かしておく必要を少女は認めなかった。

			「第一級防衛体制を発令、速やかに野蛮で愚かなこの鼠を駆除せよ」

			　あのシトリを相手にした時以上の、かつてない猛烈な危機感がメッサラを襲う。

			　生存の危機に関しては、理性よりも本能に従うことが往々にして必要であることを、メッサラは熟知していた。

			「ちぃっ！　手ぶらでお帰りかよ！」

			　口ではそう言うものの、メッサラは微(み)塵(じん)の躊(ちゆう)躇(ちよ)も見せずに少女に背を向けて、隠し部屋から逃げ出したのである。

			「――――逃がしません」

			　静かな怒りとともに少女は立ち上がる。

			　だが長い年月の間に劣化した伝達系が、ぐらりと少女をふらつかせた。

			　おかげでメッサラは、少女の視界から無事消え去ることに成功した。それがなければ、赤い魔力光を収斂しつつあった少女に貫かれていたことだろう。

			「守護獣を起動します。侵入者を抹殺しなさい」

			　これまで迷宮内を巡回していたのは、最下級の守護虫だった。

			　少女の言葉に応じて豹(ひよう)型と蜂型の守護獣が迷宮に解き放たれる。そして獅子型守護獣が主要地点の拠点防御任務についた。

			　今やこの迷宮はマクンバの五十階層すら凌駕する凶悪なキリングフィールドと化した。

			「くそっ！　くそっ！　気配隠匿が通じやがらねえ！」

			　スカウトの本領はその隠密性にある。

			　だがこの正体不明の迷宮では、その隠密が通用しないことにメッサラは苛立った。正確には少女の起動によって通用しなくなったのだが。

			　ぶんぶんとうるさい蜂型の魔物にまとわりつかれ、かろうじて急所への攻撃を防ぎつつメッサラは呪った。

			　倒すのは容易いが、間違いなくこの蜂型の魔物は毒を持っている。回復役のいない今のメッサラにとっては最悪の相手であった。

			「――――頼むぜ？　これが効いてくれないとやべえ」

			　こめかみから冷たい汗を流しつつもメッサラの目に諦めの色はない。

			　短い解放呪文(キーワード)を呟くと、少女の部屋に置いてきた秘宝(アーテイフアクト)が爆発した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「古えの精霊樹(エルダートレント)か。しかもこれ亜種じゃないか」

			　松田がギルドに規定の対価を支払って、素材を持ち帰るとハーレプストは破顔して喜んだ。

			　あっさりとステラに倒されてしまった古えの精霊樹ではあるが、実は非常に稀少な素材なのである。

			　なぜなら古えの精霊樹は精霊樹(トレント)を従えているため、なかなか倒すことができないうえ、そもそも精霊樹は獲物が罠(わな)に飛び込むまでは擬態を解かないので、素材を得るのは難しいのだ。

			　その枝は魔力伝導率が高く、魔法士の杖などに加工するため需要も高く、非常に高価な値段で取引されている。

			　もちろん終末の杖たるディアナには遠く及ばないが、十分金級探索者の使用に耐えうるものであった。

			　しかしハーレプストが喜んだのは、枝を杖に加工するためではない。

			「よほど時を経た精霊樹だな。もう少しで精霊樹の王になっていたかもしれない」

			　精霊樹はその年に応じて、古えの精霊樹、精霊樹の王(トレントキング)へと進化する。

			　王といっても人間のような王とは違い、一帯の精霊樹に対する絶対的な支配権を得る程度にすぎないが、滅多なことで見られるものではなかった。

			　精霊樹の王を素材にしたものとなると、金級の探索者でも持てるものは少ないだろう。

			　ステラが倒した古えの精霊樹は、ちょうど精霊樹の王に進化する途上のものであったようであった。

			「これなら、僕がやりたかった加工ができるぞ！」

			　完全に趣味に走った目でハーレプストは鼻息を荒くする。

			「それじゃそろそろ私は――――」

			　嫌な予感がしてクルリと背を向けようとして松田は失敗した。

			　――――ガシリ。

			　ドワーフ特有のごつい巨腕が松田の肩を鷲(わし)掴みにした。

			「この枝から繊維を取り出すんだ。まさか嫌とは言わないよなあ？」

			「い、今討伐から帰ったばかりですので…………」

			「可愛い人形のために頑張るのが男の甲斐性ってもんじゃないか！　仕事だと思うから仕事なんだよ。女の子に奉仕すると思えば造作もないだろう？」

			「それ、ダメな男の典型ですからああああああああああ！」

			　だがハーレプストは松田の目を覗き込むと、悪魔のように優しく囁(ささや)いた。

			「この枝を加工して造り出した繊維は、人間と同様の表情筋の再現を可能にする。あの可愛い子が微笑んだり悲しんだりする顔が見たくないのか？」

			「うっ…………」

			　見たくないといえば噓になるだろう。

			　表情があるとないとでは、感情移入に雲泥の差が出る。

			　ディアナとは念話での会話が可能だが、もし感情が表情に出るなら、ぜひとも見たいというのが本音であった。

			　まして年齢は低くなってしまったが、ディアナの造形には松田の女性に対する理想が詰まっているのだ。

			　上目遣いに微笑まれたら、と思うと不覚にも心が躍る。

			『主様(マイロード)…………』

			　ディアナのいかにも期待しています、という思念が伝わってきて、松田はあえなく白旗をあげた。

			　ここまで期待されて、それを裏切るのは松田には不可能だった。

			　これは断じて残業ではない。ましてサビ残でもない。

			　可愛い女のためのボランティアなのだ。

			「やりましょう！」

			「よくぞ言った！　それでこそ我が同志！」

			「――いえ、同志というのは断固として拒否させていただきます」

			　悪いが松田はロリというハーレプストの業をともに背負うつもりはなかった。

			「いいじゃないか！　君もこの子が可愛く笑うところを見たら気分も変わるさ！」

			　有無を言わさず、松田はそのまま地下の工房へと連行されていったのである。

		

	
		
			第五十一話　ディアナの改造

			　

			「まずはこの枝を粉々に砕いて水で煮沸する」

			　ハーレプストは手際よく古えの精霊樹の枝を砕いていくと、魔力釜に投入した。

			「あとは秘薬と魔力を馴染ませるわけだが……マツダ君は非常に純度の強い土属性だそうだね？」

			「はい。逆に言うと、ほかの属性が使えませんが」

			「魔力繊維の作成は錬金に近い作業だからね。君の魔力を同じ量で均一に一時間ほど注いでくれるかい？」

			「わかりました」

			　そう返しながらも、松田はハーレプストの一挙手一投足を凝視し続けていた。

			　なんといっても松田には錬金再現という反則的なスキルがある。

			　ハーレプストの作業を一度見るだけで再現が可能なのだから、今後のために一瞬たりとも見逃すまいと、松田は気を張り詰めていた。

			「ところでマツダ君」

			「はい？」

			「どうして人形達は自由な表情ができないかわかるかい？」

			「いえ、素体の調達が難しいからですか？」

			「まあ、それも理由のひとつではあるんだが――――」

			　ハーレプストは深く息を吸い込むと苦笑した。

			「問題は制御方法がないのと魔力消費が激しいことなんだよ。君はゴーレムを使うが、表情まで操作することはしないだろう？」

			「まあ、そうですね。身体を動かすのは自由ですが、表情はどうしていいかわかりません」

			　間接の稼働域や足の踏ん張りなど、こと戦闘に関する限り、松田は規格外のゴーレム操作能力を持つ。

			　しかしそれは表情や声帯を動かすのとは明らかに違う。

			　操作しようと思っても操作する術がない。

			　例えていうならば、人間型ロボットを動かすことはできるが、操作適用外については何もできないというのが近いだろうか。

			「そう、現在のゴーレム運用魔法では感情筋を動かす術式は存在しないんだ。だから君がいくらゴーレム運用の達人でも、人形(ゴーレム)の表情は動かせない」

			　そもそもゴーレムは、生命のない無機物に人間の代わりに雑用や戦闘を任せようとして創り出されたものである。

			　当然制御するための術式は、戦闘などの肉体労働以外を想定されてはいない。

			「それじゃ何のためにこの繊維を造るんですか？」

			　魔力釜に魔力を注ぎ続けながら松田は首をひねった。

			　せっかく動かすための組織を造っても、動かすための術式がなければ意味がなかった。

			「ふふふ……ところがどっこい裏道があるのさ。この古えの精霊樹から造った魔力繊維は感情に反応する性質がある。もともと精霊樹は恐怖や絶望の感情を食らう魔物だからね」

			「ああ、なるほど。そういえば精霊樹の食料はそれでしたっけ」

			　大抵の魔物は人間の血肉を食料とするが、精霊樹はその名のとおり精霊に近い性質を持ち、人間の感情に寄生してそれを食らう魔物である。

			　精霊樹に寄生された人間は死ぬまで悪夢を見続けるともいう。

			　その彼らの器官に感情に反応するものがあったとしても決して不思議ではない。

			「そこで僕が造った秘薬で感情のイメージを増幅するとだね。イメージどおりに繊維が反応するんだなこれが」

			「なるほど、ゴーレム操作ではなく、イメージによる別介入なんですね」

			「そういうこと。でもどの程度反応するかは、とても微細な調整が必要になるからそのつもりでね」

			「――――了解」

			　そこからはまるでとり憑かれたように、ハーレプストと松田は作業に没頭した。

			　煮だした枝の繊維を秘薬で漉(す)き、弾力のある糸のような魔法繊維の原型ができるまで、さらに四時間以上の時間を必要とした。

			「眠くないかい？　マツダ君」

			「はっはっはっ！　脳内麻薬が出ているうちは眠くなりませんよ！　今じゃ意識的にアドレナリンを分泌できますからね！」

			　まともな人間は深夜作業のためにアドレナリンを分泌したりしないので、決して真似をしてはいけない。

			　とはいえ意識的に興奮状態を作り出し、アドレナリンを分泌するのは眠気を吹き飛ばすには非常に有効な手段である。

			　だがくれぐれも良い子のみんなは決して真似してはいけない。

			　なお、このアドレナリン分泌による興奮状態は、興奮が冷め、賢者状態になると反動で指一本動かすのも苦しくなるので注意が必要だ。

			「さすがは我が同志。では遠慮なく……。魔力が馴染んできたら移植手術に移るから」

			「はっはっ！　同志ではないと言ったじゃありませんか、師匠！」

			　お互いに危ないテンションのまま二人は作業を続けた。

			　往々にしてこうしたテンションの時は妖精さんによる間違いが生じやすいものだが、そこは数知れぬ修羅場を潜り抜けてきた二人である。

			　妖精さんの精度が違う。

			　具体的にいうと、意識を飛ばして妖精さんが仕事をしていても寸分の違いもない仕事ができるほど、身体に作業が沁みついているのだ。

			（妖精さんが仕事をしたり運転をしたりするのは非常に危険ですので、近くにそんな人がいたら止めてあげましょう）

			「足りん！　まだ集中が足りんぞ！　マツダ君！」

			「はいっ！　師匠！」

			「わっはっはっはっ！」

			「うひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！」

			　さらに三時間ほどの精(せい)緻(ち)な作業が続いただろうか。ついに二人は至高の魔法繊維の製作に成功した。

			　その出来栄えにハーレプストは会心の笑みを浮かべる。

			「最高の人形を志して百年、この繊維は僕の長年の研究の成果の結晶だよ。マツダ君がいつか目指すべき頂(いただき)さ」

			（ごめんなさいっ！　見ただけですでに覚えさせてもらってます！　本当にごめんなさいいいい！）

			　日本人らしい罪悪感に責めさいなまれながら、改めて自分のスキルの反則ぶりに恐怖する松田であった。

			「移植自体は、それほど難しいことじゃない。人間の標本どおりに魔力で固着させればいいだけだからね」

			「なるほど、要領としては再生にイメージを付加したようなものですか」

			「そうなんだが……さすがは幼女マスターだな。この僕が施術で後れを取るなんて……」

			「ゴーレムマスターです！　二度とその名で私を呼ばないでください！」

			　そこだけは譲ってしまったら大変なことになる。

			　ことに可憐な蕾(つぼみ)のようなディアナの顔に、仕上げの施術をしている現在では、なおのことであった。

			　そしてついに、長きにわたったディアナの改造――ヴァージョンアップ作業はいささかの乱れもなく終了したのだった。

			　――――パチリ。

			　大きな黒曜石の瞳が瞬きをして、不思議そうに首を傾げる。

			　頬をマッサージするように両手で挟んだかと思うと、そこが自由に動かせることを確信してディアナはにぱっと笑った。

			　それは新たなおもちゃを手に入れた幼い子供のようでもあり、誰が見てもごく自然な少女そのものの行動だった。

			　思わずあんぐりと口を開けて驚いている松田を見て、ディアナはまさに輝くような微笑みを浮かべた。

			　そしていかにも、どうですか？と言わんばかりに松田を下から覗き込む。

			　言葉こそ出ないが、今のディアナを見れば誰も人間であることを疑わないであろう。それほどにディアナの行動は可愛らしい少女そのものだった。

			「ディモーーーーーーーーーーーーーーールト、ベネ！」

			　熱く潤んだ瞳を抑えてハーレプストは感激に浸った。

			　主人に気に入ってもらおうと寄り添うその姿は、ハーレプストが思い描いていたひとつの理想の極致であった。

			「マツダ君、やはり君は僕の理想の同志だった！」

			「いやいやっ！　待ってください、私がどうして師匠の同志なんですか！」

			「うんうん、わかっているよ。その少女の所作ひとつひとつから、いかに君が少女を愛しているか伝わってくるようだ」

			　ハーレプストはディアナの存在を知らない。

			　ごく素直にディアナの身体を動かしているのは、松田のイメージの力であると受け取ったのである。

			　なるほど、確かに女性特有の愛らしさ爆裂のディアナの行動を見れば、それを操ったと思われる松田の業の深さをハーレプストが誤解するのも無理はなかった。

			「ご、誤解です！　私はノーマルでですねっ！」

			　そんな松田に気分を害したようにディアナはぐいぐい、と服を引っ張り自分に注意を向けようとする。

			『まだ感想を聞いていません』

			「くそっ！　あざと可愛いから、大人しくしてくれ！　頼むから！」

			「見事！　見事だよ！　僕は幼女マスターの力を見くびっていたようだ！」

			　造形だけならこれまでにも傑作はあった。

			　しかし今のディアナほどに萌えを感じさせる人形を製作できたことはない。

			　ハーレプストはまさに萌えの深淵を見る思いであった。小手先の技術よりも必要なものはやはり魂(たましい)の在り方なのだ。

			　それを再確認できただけでも、今日の製作には計り知れぬ価値があった。

			　そんなハーレプストの感想をよそに、松田は冤罪の悲鳴をあげ続けたのだった。その誤解が解けることはないことを内心では知りつつも諦めることはできなかった。

			「諦めたらそこで試合終了だろうがっ！」

			『早く私の身体をダイナマイトに改造すれば、すぐに誤解は解けると思いますよ？』

			「それはそれ！　これはこれ！」

			『なんでですかっっ！』

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――――――ゴソリ。

			　同じころ、秘宝(アーテイフアクト)の大爆発で瓦礫の山と化した一室に、蠢く影がゆっくりと立ち上がった。

			　その姿は薄汚れてはいたが、目に見えて大きな傷はない。

			　だが――――、

			「緊急、緊急、稼働効率四十％低下、マスター、マスター、マスター、マスター、マスター、マスター、マスター、マスター、マスター、マスター、マスター、マスター、マスター、マスター、マスター、マスター…………」

			　少女の纏(まと)う空気は、明らかに倒れる前のものとは異なっていた。

		

	
		
			第五十二話　迷宮の氾濫

			　

			　少女――試作マリオン００６は惑乱していた。

			　最後に造物主に与えられた任務は、この施設の維持と秘匿であった。

			　そのため少女は自覚することもない孤独のなかで、必死に施設を守り続けてきた。

			　いつか造物主がこの施設に帰ってくることを信じて、愚直にただ一人で千年以上の時を過ごしてきたのである。

			　もちろんすでに造物主であった男はとうの昔に死亡していた。

			　人はそれほど長命にはできていない。だが少女は与えられた命令にあくまでも忠実であろうとした。

			　――――そのように造られた存在だった。

			　しかし自立型の試作機である少女は、同じ与えられた命令にも優先順位をつけ、それを自らの判断で選択することが可能であった。

			　切なる想いで少女は決断する。

			　たとえプログラムされた心であったとしても、ディアナのような絢爛たる七つの秘宝には遠く及ばない原始的な感情回路であるとしても、少女の主人に対する想いは本物だった。

			「施設の劣化度数五十、身体損傷率四十％、現状での任務の遂行は不可能であると判断します。一八〇〇(ひとはちまるまる)をもって秘匿任務を放棄。施設修復と維持のためマスター捜索を最優先とします」

			　少女に任された約束の地、この迷宮だけは守らなくてはならない。

			　そのためには、人の目から隠れて秘匿を維持することを諦めなければならなかった。

			　何より今後の判断について、マスターの指示を仰ぐ必要があった。

			　マスターの技術をもってすれば、劣化著しいこの迷宮を整備することも、大きな損傷を負った少女の身体を修理することも、それほど難しいことではない。

			　だがそれは言い訳で、少女の心はマスターにもう一度会いたいという、子供が親を求めるような切ない想いに満たされていた。

			「どうか非力な私をお救いください。マスター、マスター。マスター、マスター、マスター、マスター、マスター、マスター、マスター…………」

			　壊れたようにこの世にはいないマスターを少女は呼び続けた。

			　

			　少女の感慨をよそに、彼女が発した命令はただちに迷宮内の防衛システムをアクティブにした。

			　本来迷宮の防衛システムは、内部への侵入者を迎撃するようプログラムされている。

			　防衛を担当する魔物は、下層のプラントで生産され迷宮内の巡回任務についており、その数は増えすぎないように調整されていた。

			　少女の命令は、その抑制プログラムを無効化する。

			　透明な水槽プラントのなかでポツリ、ポツリ、と受精卵が孵化を開始した。

			　まず最初に量産体制に入ったのは、七十センチほどの芋虫状の射撃型防衛生体サムス０５であった。

			　大量の素材在庫を抱え、成長の時間のかからないサムス０５はたちまちプラント内で栄養を補給し発育していく。

			　――――その数、およそ二万。

			　防御力に乏しく、スカウトにも一撃で破壊されてしまう彼らだが、その火力は決して侮れるものではなかった。

			　射程距離およそ五十メートルの熱線は、耐火ミスリル製の防具でもない限り回復不能なダメージを与える。

			　その衝撃と熱量は、銅級の魔法士の最大魔法に匹敵した。

			　もしその数が一斉に集中砲火を浴びせたら、要塞都市マクンバといえど無事に済むことはありえない。

			　しかもあくまでも二万は第一次生産であって、素材量的には最終的に六万以上を生産することが可能であった。

			　数的主力はそれとして、打撃部隊としての別種生体も存在する。

			　もっとも巨大なのは彷徨鎧(リビングメイル)型生体ケオイン０２であった。

			　重装甲の分厚い鎧(よろい)そのものである彼らは、並みの魔法士の火力では傷ひとつつけることはできない。

			　もともと生命体でない彼らは魔法に対する抵抗力が強いため、ちょっとした国家軍隊の精鋭なみの突破力を発揮することが期待されていた。

			　さらに凶悪なのは毒針を持つ蜂型生体メルク０４と、双翼人(ハーピー)型生体レイヴ０６である。

			　わけても、小さな身体を利用し毒を与えるメルク０４を完璧に防ぐことは不可能に近い。

			　制空権の確保も大きく、マクンバに駐留する都市軍では時間を稼ぐことすら難しいかもしれなかった。

			　唯一の救いはマクンバには比較的多くの探索者が存在し、貴重な武具を量産してくれるドワーフの鍛(か)冶(じ)師が数多くいるということだ。

			「プラント稼働率八十％…………切り札を切るにはまだ足りませんか」

			　少女は物憂げに嘆息した。

			　在りし日の全盛期であれば、迷宮は二日で全兵力を全て稼働状態で揃えることができただろうに。

			　現状のまま生産が推移するとして、マスターを捜索するために迷宮から軍団を派遣するのは三日後になるはずであった。

			「ああ、どこにおられるのですかマスター……マリオン００６は心配です。なぜこれほど長くお帰りにならないのか」

			　原始的な感情回路しか持たない彼女は、造物主であるマスターに疑いを抱くことを禁じられている。

			　ゆえに彼女は思うのだ。

			　

			　マスターはなんらかの障害によって帰ることができないのではないか？

			　あるいは優先すべきなんらかの活動に精(せい)励(れい)なさっているのではないか？

			　それを邪魔することは、被創造物である自分達にはとても不遜な行いなのではないか？

			　

			　それでもなお、マスターに会いたい。命令を受けたいという欲求を少女は優先した。

			　非常事態における緊急措置として、その判断は妥当であった。

			　自己学習機能により、生まれて初めて未熟な少女の心が動き始めていることを、少女はいまだ気づかずにいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)の無残な姿でメッサラがマクンバに舞い戻ってきたのは、迷宮を脱出した翌日のことである。

			　その様子は見るからにひどいもので、関所で身分証を呈示したメッサラが、身分確認より先に応急室へ連行されたほどであった。

			　蜂型のメルク０４に刺された顔は化け物のように腫れあがっていたし、千数百度の熱線が掠った影響で左手は重度の火傷(やけど)に侵されていた。

			　それでも生命線である足を負傷しなかったのは、さすがはスカウトの面目躍如というところだろうか。

			　高熱に浮かされたメッサラは懸命の回復魔法によってかろうじてその命を取り留めた。

			　もし関所に辿りつくのがもう少し遅ければ、解毒が間に合わなかっただろうと治療にあたったクレリックが零したほどであった。

			　運よく命を取り留めたメッサラであったが、彼の意識が回復したのはそれから丸一日が経過してからのこととなる。

			　

			「うわああああああああああああああっ！」

			　熱線に全身を焼かれる悪夢から、絶叫とともにメッサラは目を覚ました。

			　同時に全身を痺れるような激痛が襲う。

			　骨まで達しようかという重度の火傷(やけど)は、クレリックの回復魔法でも応急的な治療しかできなかったのである。

			　むしろメッサラの生命を危機に落とし込んでいたのは蜂の毒であり、解毒のほうが優先されるべきであった。

			　ようやく自分が関所で意識を失い、治療を受けていたらしいことにメッサラは気づいた。

			「――――気がついたか。運のいい男だ。あと半刻到着が遅れていればお前の命はなかったはずだぞ？」

			　マクンバの関所を指揮する守備隊の隊長テリオッドをメッサラは知っていた。

			　年齢が近いということもあるが、もともと二人はメノラーの村の同郷出身であった。

			　メッサラが迅速な治療を施してもらえたのは、顔見知りの彼との繋がりがあったおかげでもある。

			　そのことを悟ったメッサラは深々とテリオッドに頭を下げた。

			「助けてもらって感謝している」

			「お前はメノラーの村に帰ったと聞いていたが、迷宮に潜ったわけでもあるまいに、どこであんな怪我をした？」

			　テリオッドの言葉を聞いたメッサラは自分が知らせなければならないことを思い出し、血相を変えて叫ぶように言った。

			「そうだ！　一刻も早く探索者ギルドに非常事態宣言を伝えてくれ！」

			「おい待て、非常事態宣言だと？」

			　選ばれた上位の探索者は、個人やパーティーレベルでは対応できない非常事態に際し、ギルドの全面的な介入を要請する非常事態を宣言することができる。

			　つい先日のシトリ出現においても宣言されているが、基本的に数年に一度あるかないか程度のことだ。

			　――だが、迷宮の外で非常事態が宣言されたことはテリオッドの知る限り一度もないはずであった。

			「迷宮が現れたんだ。メノラーの村から五キロほど離れた場所に」

			「なんだと？」

			　迷宮の出現は確かに脅威である。

			　しかし出現したばかりの迷宮は銅級探索者でも十分攻略できる程度の難易度であり、わざわざ非常事態を宣言するほどの事態とも思われなかった。

			「この目で見ても信じられん、が、新たに発生した迷宮ではない。現在も稼働中の恐ろしく古い迷宮だ。下手をすれば古代の迷宮である可能性がある」

			「まさか――――それこそ冗談だろう？」

			　古代迷宮といえば、国家が直接管理するほどの貴重なものである。

			　大概は国家の力をもってしても攻略することのできない伝説級の迷宮であり、国家がその出入りを規制していることが多い。

			　ここ百年で新たに発見された伝説級の迷宮は存在しないはずである。

			　まさかこのマクンバの傍で発見されるなどということが、テリオッドにはにわかには信じられなかった。

			「これまでもずっと稼働していたのか、最近再稼働したのかは知らん。が、メノラーからの街道で怪しい光が見られるようになったのは、ここ数日のことだ。いや、そんなことよりも――」

			　事の重大さを知るメッサラは、自分の言おうとしていることの恐ろしさに一旦言葉を切って唾を呑みこんだ。

			「…………問題なのは、俺が迷宮を脱出した後も攻撃を受けたということだ」

			「なんだとっ？」

			　テリオッドは顔色を変えた。迷宮の魔物は迷宮の外どころか階層すら移動しないというのは常識である。

			　だがごく稀に、迷宮が外界へ浸食を開始することがある。

			　迷宮災害と呼ばれるある種の天災のようなもので、その悪夢のような光景から迷宮に携わる者にはこう表現されていた。

			「――――迷宮が……溢れるというのか？」

		

	
		
			第五十三話　その名は幼女マスター

			　

			「違うんや～～～～！　幼女マスターじゃないんや～～」

			『そんなことを言っても主様、私の身体、小さいままにしてるじゃないですか……』

			「ふははは！　隠しても無駄だよ、マツダ君。僕には聞こえる！　君の胸に輝く幼女を愛する声がっ！」

			　がっくりと項垂れる松田の肩を、ドルロイの太い腕ががっし、と掴んだ。

			「がはは！　素直になれ、マツダよ。貴様はリンダの美しさがわかる男だと思っていた」

			「…………うれしいけど、私は人妻だからね？」

			「リンダに手を出したら許さんぞ！」

			「いえいえ、手を出すはずがないでしょう？　幾つだと思ってるんですか？」

			　咄(とつ)嗟(さ)に本音を吐いてしまった松田の腹を強烈な衝撃が襲った。

			　元金級探索者の名は伊達ではない。

			　十分に手加減をしたはずの拳は松田の胃を深々と貫き、その内容物を胃酸ごと吐き出させた。

			「――――女に歳の話をするとはいい度胸だね」

			「だ、大丈夫か？　マツダ！」

			　リンダの一撃を誰よりも多く身体で味わっているドルロイは、青い顔をして悶絶する松田を助け起こす。

			　ドワーフの彼だから耐えられるが、エルフのか細い身体でしかない松田にはいささか負担が大きすぎると思えたのだった。

			「ご主人様はステラくらいの女の子が好きなのです！　わふ！」

			　自慢げに凹凸のない胸を反らして、ステラは甲斐甲斐しく松田の介抱を始めた。

			『くっ……やはりＤカップは諦めなければならないということですか』

			「いくらでもスタイルよくすればいいのです。ただご主人様はステラが独占させてもらうのです。わふ」

			『ステラ……！　恐ろしい子！』

			「お前ら人のことだと思って勝手なことばかりぬかすなよ……！」

			　血を吐くような松田の言葉にも誰一人心を動かす人間はいなかった。

			「何をいう？　可愛い彼女達を嫁に欲したのは、ほかならぬ君じゃないか！」

			「よ、嫁えええええええええええっ？」

			「仲人は任せてくれ」

			「ご主人様、なんて呼ぶですか？　わふ」

			『さすがにあなた、と呼ぶのは恥ずかしいです……』

			「ちょ、どこから結婚なんて話が出てきたんですか！　俺はまだ人生の墓場に片足を突っ込みたくはねえ！」

			　もちろん幸せな結婚をするカップルがいることも知っている。

			　血を分けた子供というのも愛しいものなのだろう。

			　だが一切家庭を顧(かえり)みず、社畜人生一直線であった松田には自分が家庭人となる姿が想像できなかった。

			　何より社畜にとって、家庭を持つ幸福と負担を天秤にかければ負担が勝るもの。

			「……できちゃったです。わふ」

			「俺は何もやってねえだろ！　このワンコ娘がっっっ！」

			『生殖機能の追加を要求します』

			「だから何もやってねえって言ってんだよ！」

			「おめでとう」

			「おめでとう」

			「おめでとう。名づけ親は任せてくれ」

			「これは夢だあああああああああああああああああああああ！」

			　

			　――――ガバリ。

			　ぜえぜえ、と荒い息とともに松田は自分が夢を見ていたことを知った。

			「――――お前らのせいか」

			　胸にのしかかるようにしてステラが身体を丸めて眠っており、性(た)質(ち)の悪いことにディアナは松田の股間を枕にして寝ている有様である。
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			　この異常な状況が、松田にあの悪夢を見させたに違いなかった。

			　それにしても、ディアナが寝ているということに少なからず松田は驚いた。

			　秘宝(アーテイフアクト)である彼女は、人間と同じような休息を必要とはしていないはずなのである。

			『お目覚めですか？　主様』

			「とりあえず、その妙なところで寝るのはよせ」

			『すいません。上半身をステラに占有されてしまったため、やむを得ず下半身を利用させていただきました』

			「これからは腕を枕にするように」

			『了承しました』

			　むくりと松田が起き上がると、ころりと音を立てるようにしてステラが床に転がり落ちる。

			「おはようなのです。わふ」

			「お前も勝手に人の上に乗るな」

			　なんというか人狼はここまで堕落してよいのだろうか、と不安になる光景であった。

			「全然起きてくれないご主人様も悪いのです。あんまりに起きてくれないので昨日はステラ、散歩にも行っていないのです。わふ」

			「寝ずに仕事をしたら、その分多く眠るものなんだよ。というか散歩に俺が付き合う前提なのはなぜだ？」

			「ご主人様とお出かけならどこでもいいです。わふ」

			「だからお出かけ前提なのはなぜだ？」

			「いつもいっしょにお散歩行ってくれたです。わふ」

			「迷宮に行ったり、師匠のところに行ったりするのは散歩じゃねえ！」

			「わふ？」

			　要するにお出かけに連れて行けということか。

			　このところステラのあざとさが増してきている気がする。絶対確信犯的にとぼけている、と松田は先ほどの悪夢を思い出した。

			　愛しそうに下腹部を撫でて、「できちゃったです」と言われた時には寒気が走ったものだ。

			　ここはひとつステラの調教、もとい、再教育について考える必要があるかもしれない。

			「――――お手」

			「わふ？」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　松田達が二十四時間ぶりとなる朝食を終え、探索者ギルドへと出発したのは、それからおよそ二時間後のことであった。

			　たまたま古えの精霊樹の素材が手に入ったとはいえ、松田が必要としている素材はほかにも山積みであるのだ。

			　来週はドルロイの工房で修業なので、今週はもう少し迷宮探索に励む必要があるのである。

			　ステラはご機嫌でぐるぐると松田の周りを回っている。

			　そんなステラを昨日までは無表情であったはずのディアナが、呆れたように、それでもどこか微笑ましく目じりを下げて見つめていた。

			　

			「――――あのう……マツダ様、それは」

			　到着そうそう、シーリースの鉄壁の営業スマイルが引き攣っていた。

			　騒がしかったギルドも水を打ったように沈黙が支配している。

			　いったい何が起こったのかとあたりを見回す松田であったが、彼らの視線の先を辿れば、そこにはディアナの姿があった。

			「どうしたんです？　ディアナが何か？」

			　確かに今のディアナは幼女同然の外見かもしれないが、それはすでに周知のことであろう。

			　幼女マスターと呼ばれるのは業腹だが、こんな注目を集める理由がわからない。

			　

			「――――もう、手遅れだったんですね」

			　

			　がっくりと肩を落として項垂れるシーリースの肩を抱いて、同僚の女性が慰めるように優しく頭を撫でた。

			「もういい。あんたは頑張った。今夜は私が酒をごちそうしてあげるから、とことん飲もう！」

			「ありがとうアキラ、でも私…………」

			「諦めなさい。見ればわかるでしょう？　彼の魂(たましい)は骨の髄(ずい)まで幼女のものなのよ」

			「でもそんなの間違ってる！」

			「人にはその人にしかわからない、どうしようもない業ってのがあるのさ」

			「ごめん、ちょっと言っている意味がわかんない」

			　少なくともひどい誤解を受けていることだけはわかった。しかも誤解を解いておかなくては取り返しのつかないことになる恐ろしい誤解を。

			　

			「お前、あれがゴーレムって信じられるか？」

			「あ、こっちみて隠れたぞ！　くそっ、可愛いっ！」

			「おお、俺もいけない趣味に目覚めてしまいそうだぜ……ふう」

			　

			　ディアナを見る探索者達のつぶやきを耳にして、ようやく松田は注目の理由に思い当たった。

			　彼らに起きている現象はハーレプストと同じ。

			　すなわち、ディアナを操っているのが松田であるという認識にある。

			『なんだか怖いです、主様』

			　自分が注目を集めていることに気づいたディアナは、松田の背中に張り付くようにして視線から隠れた。

			　――そんな仕草も全て松田が操っていると思われている。

			　しかも恐ろしいことに否定できる手段がなかった。

			　庇護欲をそそる怯えたような表情、愛らしく潤んだ瞳、それはこれまでいかなるゴーレム使いにも達成することのできなかったゴーレムの人間化である。

			　シーリースも探索者達も、幼女への愛ゆえに松田がその高みに達したのだと信じた。

			　逆にいえば、迷宮を探索するためには全く欠片(かけら)ほども役に立たない、完全に無駄な努力であった。

			　だからこそ彼らは、松田が幼女とキャッキャウフフするためにゴーレムを改良したと信じたとも言える。

			「うわあああああああんっ！」

			　情けない悲鳴を残して松田はディアナとステラを引き連れ、逃げるように迷宮へと駆け込んでいった。

			　運命の女神は常に皮肉なものである。

			　今までもそうであったが、この時はその中でもとびきりであった。

			　松田が迷宮に潜っておよそ十分も経たぬうちに、血相を変えた一人のギルド職員が飛びこんできた。

			　

			「――――大変だ！　東で新たに見つかった迷宮が溢れるぞ！」

		

	
		
			第五十四話　先遣との接触

			　

			　迷宮が溢れる。

			　それはもはや台風が直撃するのにも等しい自然災害のようなものである。

			　かろうじて耐え忍ぶことには成功するかもしれないが、甚大な被害が出ることはすでに確定したようなものと言える。

			「な、何言ってんだ。迷宮は平穏そのものだぜ？」

			「東で新たに見つかった迷宮って言ったろう！　メノラーの村の近くらしい。今騎士団が村の避難のために急行している」

			　ざわめきがギルド全体へと広がり、十分にその意味を認識できたころ――――爆発が起きた。

			　

			「た、大変じゃないか！」

			「規模は？　援軍の手配はどうなった？」

			「おいっ！　誰か早くギルド長呼んで来い！　急げ！」

			「冗談じゃねえ……よりにもよって、どうしてこのマクンバで迷宮が溢れるなんてことが……」

			　

			　彼らの脳裏に浮かぶのは八年前、隣国のパリシア王国で起こった惨劇である。

			　一般にはパラザードの氾濫として知られている。

			　長く放置されていた迷宮が突如として魔物を吐き出し、近隣の三つの街と八つの村が壊滅するという被害を出した。

			　領主軍は集結に手間取り、諸侯の援軍を得て魔物を討滅した時にはすでに魔物に蹂(じゆう)躙(りん)された村で生き残っている者はいなかった。

			　被害者数はおよそ一万に達し、パリシア王国は国家間戦争に匹敵する損害を負った。

			　その被害は八年を経過した今も癒えているとは言えず、被害にあった地方の復旧は細々と移民を募(つの)ることで続いているという。

			　それ以来、全大陸で放置迷宮がないかどうか、文献などによる調査が一度行われたはずなのだが、件の迷宮はその調査を免れていたらしかった。

			　

			「――おい、その迷宮の話は本当か？」

			　

			　いかにも不機嫌そうな顰(しか)め顔で、ギルド長であるホルストナウマンは自慢の金髪をがしがしと搔きむしった。

			　事実であればマクンバの被害を少しでも減少させるべく動かなくてはならない。たとえそのために犠牲が必要であるとしてもだ。

			　すでにこの時、ホルストナウマンはマクンバ唯一の金級探索者として現場に出ることを覚悟していた。

			「は、はい。知り合いの衛士から聞きまして……なんでも第一発見者は探索者のメッサラだとかで」

			「ああ、あいつの故郷はメノラーだったか」

			　パーティーの解散は痛恨であったが、北極星のスカウトとしての腕は確かだった男だ。

			　迷宮の話はまず間違いないと考えていいだろう。

			　あとはどこまでこの情報を広めていいのかが問題であった。

			　もし無作為にマクンバ全域に広まれば、パニックが発生するのは間違いない。

			「ここにいる全ての探索者に命令する。俺が許可するまでこの話を口外するな。もし話したらギルドを除名するからそう思え」

			　肩を怒らせてホルストナウマンがひと睨みすると、その場にいた探索者達は激しく首を上下に振った。

			　ギルドを除名されてしまってはたまらないし、何よりホルストナウマンを本気で怒らせるのが怖かった。

			　今でこそ大人しくギルド長などに収まってはいるが、現役の探索者であったころは狂犬のように見境なく噛みつく男だった。

			「しかし――――姐さんに知らせないわけにはいかんだろうな。本当はあの人がマクンバ最強戦力だし」

			　そう呟くとホルストナウマンは職員のひとりを呼んで伝言を任せた。

			　職員の男の行先は鍛(か)冶(じ)師街――ドルロイ工房である。

			　そこにはホルストナウマンが唯一頭の上がらない元金級探索者にして、ホルストナウマンにギルド長を押し付けた地獄の毒花、リンダがいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　要塞都市マクンバは、リュッツォー王国伯爵ノリスが治める領地である。

			　関所の守備隊長からもたらされた情報は、伯爵家騎士団長と秘書長の精査を受け、直ちにノリスへと届けられた。

			　これまでノリスはマクンバをよく治めていたといってよい。

			　領民の評判も上々であり、鍛(か)冶(じ)師ドルロイの誘致に成功したばかりか、迷宮からあがる税収もノリスの代になって二割以上は上昇していた。

			　今年三十六歳になるノリスは、先年ようやく世継ぎに恵まれ、一男二女の幸せを絵に描いたような家庭を築いていたのである。

			　この幸せがずっと続くかと思っていたが、運命の女神はノリスに思いもよらぬ試練を下すことにしたらしかった。

			「間違いないか？」

			「斥(せつ)候(こう)の騎兵からの報告では、すでに数百の魔物が流出を開始しているとのこと」

			「報告の探索者は銀級で将来を嘱望されていたと聞いています。まず間違いないといってよろしいかと」

			　軍を動員するということは、それなりの手続きと費用を必要とする。

			　いざとなって、「やっぱり間違いでした」ではマクンバ伯爵家は王国中に恥をかくこととなるのだ。

			　しかし間違いないとなれば迅速に行動することは絶対であった。

			「周辺の村からの避難を第一に優先しろ。いずれにしろ迷宮が氾濫するとなれば、このマクンバで迎え撃つしかない」

			　数で圧倒的に劣る以上、野戦に打って出るのは自殺行為である。

			　それは王国からの援軍が到着して、ある程度間引きを行った後のことだ。

			　今は防御力の高いマクンバに立てこもり、魔物の侵入を防がなくてはならなかった。

			「陛下とサーヴェイス子爵に使者を立てよ！　マクンバはこれより氾濫に対し、あらゆる防御手段をとる、と」

			　ノリスが領民の間で評価の高い理由が、この速攻果断な決断である。

			　隣の領主であるサーヴェイス子爵と協力することができれば、王国騎士団の到着まで粘るのはそれほど難しいことではないとノリスは考えている。

			　しかし戦いに不測の事態はつきものだ。

			　マクンバを守るためにはあらゆる手段をためらうつもりはノリスにはない。

			「探索者ギルドと鍛(か)冶(じ)師ギルドにも協力を要請、いや、命令するのだ。我が伯爵家の兵力だけでは氾濫を抑え込むことはできん」

			　厳密にいえばギルドは伯爵家の支配下にはない。

			　しかし領主には非常時における強制徴収権が認められており、その一環としてギルドに兵力の供出を命じることができるというのが一般的な認識であった。

			「やれやれ、これは戦後の予算が大変なことになりそうですな」

			　当然非常事態が終息すれば、報酬を払わなくてはならない。いかに領主といえど、無料奉仕を求めるわけにはいかないのである。

			　被害からの復興やギルドに支払う報酬を考えて、秘書長は深々とため息を吐いた。

			「マクンバが滅びてもいいならケチるがいい」

			「まあ、損して得取れという言葉もございますし、考えてみれば新たな迷宮が収入源になってくれるかもしれませんしな」

			「たくましいな、お前…………」

			　ノリスは呆れたように長年仕えてくれた老齢の秘書長を見つめる。

			　だが今はそのたくましさが心強く感じられた。

			　ノリスとて降ってわいたこの事態に動揺していないわけではないのだ。むしろどうしてよりにもよって自分の領地に現れたのかと誰かを怒鳴りつけたいところであった。

			「――――バイエル」

			「はっ！」

			　腹心の騎士団長にノリスは命じた。

			「正確な魔物の戦力が知りたい。できうる限り数、種類、進行方向、指揮命令系なんでもいい。情報を集めてくれ」

			「このバイエルの魂(こん)魄(ぱく)かけまして！」

			　言うが早いかバイエルはすぐさま立ち上がった。

			「この目で見てくるのが一番手っ取り早いかと。では、御免！」

			　八年前の惨劇では領主は魔物の波にのまれて死亡したということをノリスは知っている。

			　幸いマクンバは要塞都市として知られる防御力の高い都市であるが、死の危険がないとは決して言えなかった。

			「万が一に備えて子供達を逃がしておくか」

			　仮にノリスが斃(たお)れようとも、このマクンバと伯爵家は継続させていかなくてはならない。

			　それは自分の命よりも大事な領主たる務めなのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　日ごろから訓練をともにしている精鋭の騎馬小隊を率いて、バイエルはマクンバの城門を飛び出した。

			　マクンバからの街道は北と東に延びているが、メノラーの村は東に五十キロほど進んだ領地のはずれにある。

			　発見された迷宮は、メノラーの村から五キロほど手前にあるらしい。

			　マクンバからの距離を考えればざっと四十五キロ。

			　いかに魔物でもマクンバへ辿りつくまでに数日を要するはずだ。

			　バイエルは十キロほど駆けさせたところで、休ませるために街道に設けられた駅舎へ馬を寄せた。

			「騎士様、何かお急ぎですか？」

			　駅舎の亭長が怪訝そうな顔をして差し出した水を受け取るとバイエルはすまなそうに言った。

			「じきに魔物がやってくる。お前達も早くここを離れてマクンバへ逃れるがいい」

			「ま、まさか……御冗談を」

			「冗談ではない。迷宮が溢れたという情報が入っている。我々はこれからその偵察へ行くのだ」

			「たた、大変だ！」

			　パラザードの氾濫はまだ記憶に新しい。亭長は腰を抜かしたように後ろへ倒れこんだ。

			「すまんがこのあたりに残っている人間がいたら、お前のほうから避難するよう声をかけてやってくれ。私はマクンバ伯爵家騎士団長バイエルだ」

			「へ、へい…………」

			　馬の汗を拭い、水を補給してバイエルは騎乗の人となる。

			　それから再び街道を疾走したバイエルは信じられないものを目撃することになった。

			「な、なんなのだ、あれはっ？」

			　

			　数百どころの騒ぎではない。

			　そこには街道と森を埋め尽くすかのような何万という魔物の群れが熱線をまき散らし、一面を荒野に変えながら進撃する様子が広がっていた。

		

	
		
			第五十五話　恐るべき大軍

			　

			「――――最悪だ」

			　一目でバイエルはその状況を察した。

			　まず数が尋常なものではない。マクンバの騎士団は根こそぎかき集めても二千程度。

			　周辺の村の避難に兵力を回さなければならないことを考えれば、いいところ千数百というところだろう。

			　探索者の応援を得ても、果たしてどれだけ集まるだろうか。

			　あのパリザードの氾濫では最終的に数万の魔物が観測されたものの、初期では五千程度の数であったはずだった。

			　予想していたよりも数が多すぎる。

			　さらに問題なのは、あの芋虫のような魔物が吐く熱線である。

			　騎士団は基本的に白兵戦闘のスペシャリストであって、遠距離魔法戦のスペシャリストではないのだ。

			　魔法士もいないわけではないが、あんなでたらめな数の魔物と張り合えるはずがない。

			　近づきさえすれば、防御力の低い魔物であろう。

			　蹴散らすのはわけもないことだと思うのだが、近づくまでに被るであろう騎士団の損害を考えると目の前が真っ暗になるバイエルであった。

			「…………幸い、あの熱線になら、城壁は耐えられる」

			　それだけが唯一の救いである。もちろん無傷とはいかないだろうが時間は稼げる。

			　もしあの魔物が爆発(エクスプロージヨン)系の魔法を使えたら、マクンバの要塞とて危ういかもしれなかった。

			　城壁に拠って魔法戦を展開している隙をついて、騎士団による蹂(じゆう)躙(りん)突破。

			　それである程度間引きできれば、援軍までマクンバを保たせることは可能だろう。

			　ざっと魔物の集団を観察したバイエルはそう結論した。

			　もうひとつ、ありがたいのは侵攻速度の遅さである。主戦力があの芋虫である以上、彼らの到達までは三日以上の時間は見込めるはずであった。

			　そうなれば分散していた騎士団を集中することも可能かもしれない。

			　そんな甘い夢想は次の瞬間に吹き飛ばされた。

			　

			「な、なんだ…………？」

			　

			　芋虫――――サムス０５が燃やした木々の瓦礫を押しつぶすようにして、巨大な鎧(よろい)が出現したのである。

			　その大きさは優に二メートルを超え、三メートルには届かないが二メートル半はあるだろう。

			　鎧(よろい)というよりは、重厚な壁が出現したかのようであった。

			　

			「リ、彷徨鎧(リビングメイル)…………」

			　

			　その敵の凶悪さに、バイエルは絶望のひび割れた声を漏らした。

			　彷徨鎧(リビングメイル)は全身が鎧(よろい)そのものであるということから、無類の物理耐性を誇るうえ、痛覚もなく、魔法も効きづらいという最悪の相手であった。

			　特に騎乗しての蹂(じゆう)躙(りん)攻撃を得意とする騎士団とは決定的に相性が悪い。

			　そんな魔物がおよそ五十体。

			　芋虫の前衛を務めるには十分な数であった。

			　バイエルは自分の思い描いていた戦略が崩壊したことを悟らざるを得なかった。

			　ゾクリとバイエルの背筋を冷たいものが這い上がってくる。自分達はあの魔物からマクンバを守り抜くことができるのか？

			　いやできるのかではない。やらなくてはならないのだ。

			　だがいったいどうやって――――。

			「うわああああああああああああああ！」

			　バイエルが連れてきた騎士のひとりが、突然魂切るような悲鳴をあげた。

			「どうしたガストン！　って、双翼人(ハーピー)だとおっ？」

			　上空からの双翼人の奇襲で、無防備な頸動脈を切り裂かれた騎士は虚ろな目をして落馬した。

			　彼がもはや手遅れであるのは、血の気の引いた白い肌が雄弁に物語っていた。

			「上空を警戒しろ！　こいつらが一体だけのはずがない！　注意しつつ引き上げるぞ！」

			　このままでは全滅する。

			　もう少し敵情を探りたいところではあるが、今は全滅してこの脅威を報告できないほうが遥かに問題だった。

			「キーッ！　キーッ！」

			　三体ほどの双翼人がバイエル達の背後から襲いかかり、さらに一人の騎士が失われた。

			　やはり上空からの攻撃は騎乗する騎士には対応が難しい。

			　それ以上に、城壁という高さを無効化する兵力を魔物側が持っているという事実が何より恐ろしかった。

			　下手をすれば、この氾濫はパリザードの氾濫を大幅に超える規模になるのではないか？

			　あのパリザードの氾濫でさえ数万の人々が失われたのに、今回はどれほどの人命が失われるというのだろうか。

			「くそっ！　化け物どもめ！」

			　強力な熱線を放つ芋虫、そして堅牢無比な彷徨鎧、さらに双翼人という完全に相互連携が可能な軍団を前に、バイエルはかろうじて追撃を振り切った。

			　だがいくら考えても彼らに対抗する有効な手段は思い浮かばなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　五十二階層――――そこは本当に迷宮の中なのか疑わしい、腐った泥のような沼地に侵されていた。

			　かろうじていくつかの石畳が残されており、そこを通れるようにはなっているが、足元はおぼつかず何より逃げるスペースがない。

			「いや、どうみてもフラグだろう」

			　どうみても石畳に乗った瞬間、真横から巨大魚が急襲してくるとか、石畳が崩れて沼に落下するとか、危機に陥る情景しか見えてこない。

			「ご主人様、ご主人様、見ててください。わふ」

			「どうしたステラ？　それは――――」

			　前の階層で仕留めた三頭蝮(トライアングルバイパー)じゃないか、と松田が言いかけるより早く、ステラは蝮(まむし)を沼に向かって投(とう)擲(てき)する。

			　

			　――――ポチャリ。

			　

			　蝮(まむし)が水を打つ音は意外に小さかった。が…………。

			　ゾワゾワゾワゾワゾワゾワゾワッ！

			「どわあああああああああああああああああ！」

			　泡のようなものが浮かび上がり、蝮が泡だらけになったと思いきや、泡の正体は無数の蛭(ひる)であった。

			　たちまち骨と皮だけに干からびた蝮は、そのまま沼に沈んで魚の餌となった。

			「やっぱりです。あれの傷は治りにくいから嫌いです。わふ」

			　得意気にステラは胸を張る。

			「そういう規模と問題じゃねえ！」

			　性質が悪いだけでなく生理的嫌悪感を催す物体であった。

			「渡りたくねえ……」

			　あの大量の蛭や、姿は見えなかったが沼深く潜行しているらしい怪魚を相手にするのはできれば避けたい。

			　こんな沼地では松田得意のゴーレム軍団が運用できないのも問題である。

			　ガーゴイルタイプの空中ゴーレムは使えるが、それでは先ほどのような沼からの奇襲には対応できないのだ。

			　かといって魚タイプのゴーレムを操る自信は松田にはなかった。

			　ゴーレムマスターも万能ではない。ある程度の構造の把(は)握(あく)やイメージができないと、それを操ることもできないのである。

			『主様、主様』

			　つんつん、と袖を引かれたかと思うと、ディアナの少し恥じらうような顔が松田の肘のあたりに擦り寄せられていた。

			『私にお任せください』

			　やる気満々の目でディアナは松田の命令をじっと待っている。

			　これを断るような真似ができるはずがなかった。

			「それじゃ頼むよ、ディアナ」

			『はいっ……！』

			　松田に頼られた悦びを隠そうともせず、ディアナはニコリと顔を綻ばせる。

			　ステラの天真爛漫な笑みとも違う、どこか慣れない感情を表に出すのを恥じらうような笑みであった。

			　念話だけでは伝わらなかった微妙な心の機微を映し出すようになった、ディアナの表情に松田は思わず見入ってしまう。

			　やはり表情があるとないとでは、感情の移入度が違う。

			　今までよりずっと身近に感じるようになったディアナに、新たなボディを与えるのを検討し始めた松田である。

			『――――毒霧(ポイズンミスト)』

			　火力を重視するディアナだが、そのほかの魔法が苦手であるというわけではない。

			　羽虫のような敵に戦術魔法を打ちこんでも無駄なわけで、小さな敵には小さな敵用の魔法も多数習得していた。

			　毒霧は小動物の集団を一気に殲(せん)滅(めつ)するための、ディアナの得意技のひとつであった。

			　広範囲殲(せん)滅(めつ)型というのは、やはりディアナの趣味が出ている。

			　

			　――――プカリ。

			　

			「おろろろろろろろろろろろろろろろ」

			　毒で紫色に変色した数万を超える蛭と、グロテスクな怪魚が腹を見せて沼地を埋め尽くした光景に、松田無念のリバース。

			『主様！　大丈夫ですか？　なんだか顔色が……ステラ！　主様が大変なの！』

			「わふふふふふ……はふう、はふう……おろろろろろ」

			『きゃああああああ！　ステラまでえええ！』

			　松田よりも嗅覚の鋭いステラが無事に済むはずもない。

			『お願い！　二人ともしっかりしてええ！　せめてどちらか一人だけでもしっかりしてええええ！』

			　小さなディアナの身体ではとても二人を運ぶことなどできなかった。

			　ワタワタと慌てふためくディアナであったが、そんな困惑もまた新鮮な体験であった。

			『誰か……誰か助けてくださあああああいっ！』

			　今にも泣き出しそうなディアナをなんとか宥(なだ)めて、ようやく回復した松田がステラを背負い地上へと帰還すると、慌ただしく人が行きかうなかを、よく見知った女性が待ち構えていた。

			「――――遅いっ！」

			「あれ？　どうしてリンダさんが探索者ギルドに？」

			「あんたが潜っている間に、こちとら大変なことになってんのよ！　いっしょにギルド長室まで来な！」

		

	
		
			第五十六話　ゴーレムマスター出撃

			　

			　リンダに首根っこを掴まれるようにして松田はギルド長室へ引き立てられた。

			　といってもリンダの小さな身長では松田の首根っこを掴むことはできないので、あくまでも比喩である。

			「――――何か言った？」

			「滅相もない」

			　止むなく大人しくついていく松田の左右から、ディアナとステラが挟み込むようにして不安そうに抱きついた。

			　彼女達なりに、緊迫した空気を感じ取っているのだろう。

			「また随分と懐いたわね。ヤッた？」

			「断固として抗議します！　たとえリンダさんでも、私をその道に引きずりこむことは許しませんよ！」

			「合法ならいいでしょ。というか何？　私の可愛いドルロイの趣味にケチをつけようっていうの？」

			「時として人には譲れないものがあるのです！」

			「――――いや、この切羽詰まった時に漫才を始めないでくれるか？　お二人さん」

			　十歳以上も歳をとってしまったかのように悄然として、ホルストナウマンはリンダと松田をたしなめた。

			　いろいろと余裕のないのが明らかに見て取れる。

			　ようやく松田も、事態が本気で洒落にならないようだということを悟った。

			「――――よく戻ってきてくれた。お前さんがこのまま迷宮から戻ってこなかったらどうしようと正直心配したぜ？」

			「こいつがそんな殊勝な玉であるもんかい！」

			「姐さんはそういうが、万が一が起こるのが迷宮ってもんじゃないか」

			　ホルストナウマンにそう言われると、現役時代を思い出してさすがのリンダも言葉を詰まらせた。

			　確かにどんなに強いと言われるパーティーでも、迷宮に絶対はない。

			　だからこそリンダはドルロイと結婚するにあたって探索者を引退したのである。

			　彼女は将来金級を超える伝説級の探索者になることを、もっとも期待されていた優秀な探索者であった。

			　そんな彼女でも、心のどこかで死を覚悟しなくてはならない場所、それが迷宮だった。

			「状況は想像以上に悪い」

			　ホルストナウマンのもとに、バイエルが命がけで収集してきた情報がもたらされたのはつい先ほどである。

			　パリザードの氾濫がお遊びに思えるような、恐るべき軍団が迫っていた。

			　何よりその編成がお互いの弱点を補いあっているのがまずい。

			　火力は高いが防御力が皆無な芋虫、そして堅牢無比な彷徨鎧、さらに機動力と偵察能力を兼ね備えた双翼人。

			　どこかに攻撃を集中すれば他が援護する。

			　そもそもマクンバに駐留する領主軍の火力では、彷徨鎧の壁を突破できるかどうかも怪しいものだ。

			　報告を聞いたホルストナウマンは絶望のあまり天を仰いだものであった。

			「マツダ君は迷宮にいて知らなかったと思うが、実は先日、旧世代の迷宮が発見され暴走が確認されている」

			「迷宮が……暴走？」

			「我々はそれを迷宮が溢れる、あるいは氾濫すると呼んでいるがね。迷宮の魔物が地上に出現して街を襲うのだよ」

			「迷宮の魔物って、外に出られるんですか…………」

			　てっきり同じ階層から出られないものと思っていた。迷宮の魔力で身体を維持しているわけじゃないんだな。

			「それで、だ。現在数万を超える魔物が、このマクンバに向かって侵攻中だ。遅くとも三日後――いや、すでに二日後だな。数万の魔物が溢れかえるだろう」

			「めちゃめちゃ大事じゃないですか！」

			　マクンバの迷宮内で魔物が総攻撃してきても千程度、さすがに数万という数は松田の想像を絶していた。

			「そうなのだ。領主軍だけでは、とてもマクンバの防衛には足りない。銅級以上の探索者にも、防衛線への参加を依頼――いや、命令しているところだ」

			「ギルドの依頼というのは基本的に任意だったのでは？」

			「基本的に、だろう？　非常事態の際には強制徴収できるのが規約に明示されているはずだ」

			「そうでしたっけ？」

			　ホルストナウマンに答えながら、松田の脳内は葛(かつ)藤(とう)していた。

			　この先求められることに察しがついてしまっていた。

			「というわけでマツダ君、頼みがあるのだが――――」

			「お断りします」

			　思わず反射的に答えてしまう松田である。

			　防衛の矢面に立つなど真っ平ごめんであった。自己犠牲という言葉は松田の辞書にはない。

			　これにはホルストナウマンも不快げに眉をひそめた。

			「マクンバ存亡の危機だということをわかってくれ。それに拒否するならば探索者を除名のうえ違約金を科することになるが？」

			「命には代えられませんから、やむをえませんね」

			　マクンバがどうなろうと知ったことではなかった。まずは自分の命と、今となってはディアナとステラの安全が第一であった。

			　まさか松田が、こうもあっさりと除名処分を受け入れるとは思っていなかったホルストナウマンは慌てた。

			「ままま、待ちたまえ。この氾濫で功績をあげれば金級への昇格を約束するぞ？　それに君に違約金を払えるのか？　高いぞ？」

			「私はドルロイ師匠の弟子でもありますし、鍛(か)冶(じ)師として十分食べていけますからねえ」

			　――――しまった。マツダは鍛(か)冶(じ)師でもあった。

			　そんな初歩的なことも忘れているとは自分もかなり追い込まれているということか。

			　顔色を青くして、ホルストナウマンはいったいどうやって松田を説得すればよいのか頭を抱えた。

			　残念なことに探索者ギルドは軍隊ではない。

			　当然その強制力はかなり緩いもので、探索者の自立性は高く罰金を科すことすら本来は難しいのである。

			　その罰金すら受け入れられてしまっては、土下座するより交渉の手がなかった。

			「――――だから言ったろう？　普通の男と思うと話が通じないって」

			「リンダさん、さすがにそれは心外ですよ？」

			「マツダ、あんたには戦う理由がふたつ、いや、三つある。それにギルド強制依頼は、拒否は不可能だが、達成するための手段は探索者に任されている。そのことをよく考えな」

			「私が――――戦う理由ですか？」

			　まあ、死なないために最低限自衛戦闘を行うのはわかるが。

			「まずひとつ……あんた私の旦那(ドルロイ)の工房が壊されて平気かい？　まあ旦那は殺しても死ぬような男じゃないが、工房を担いでは逃げられないからね。ハーレプストの工房もいっしょだよ？」

			「それは――――」

			　いやだ。言われてみて初めてわかったが、不快極まる話であった。

			　繰り返される修業、そして松田が苦労して造り上げた習作の数々、ようやく手慣れてきた錬金道具が工房にはある。

			　ある意味それは松田の分身にも等しい存在であった。魔物ごときに蹂(じゆう)躙(りん)されるのは到底許容できるものではない。

			　ハーレプストの技術の結晶たる人形達も同様である。

			「ふたつ目。あんたが化け物みたいな能力を隠して、のほほんと修業に精を出していられるのは誰のおかげだい？　まさかあんた、それでギルド長に義理のひとつもないとは言わないだろうね！」

			「ぐぬぬ……それは……」

			　組織の長としての義務でしょう、と流すことは松田にはできなかった。

			　経験上個人情報は私的に利用するもの、というジャイアンな上司には事欠かなかったからだ。

			　履歴書の扱いなどはその最たるものだ。

			　特に出身校や出身地がいっしょだったりすると、このあたりの個人情報など無きに等しい上下関係ができあがる。

			　社会生活における学閥の影響力は非常に大きい。

			　そうした意味でいえば、なるほどホルストナウマンは珍しく信用のおける貴重な管理者であると言えた。

			「それに状況が悪化すれば、ギルドを飛び越して領主が直接あんたを徴用するでしょうよ。どっちが、自由度が高いと思う？」

			「ぐぎぎ…………ギルドでございます」

			　この程度の簡単な理屈をリンダに説教されてしまう自分がひどく情けなかった。

			　リンダが幼女のような体形であるだけに特に絵面が。

			　生前はこれでも危機管理のエキスパートを自認していただけに、余計に情けなさが募(つの)った。

			「自分を大事にするのはいいことだけどね。売り時を逃すと不良在庫になるもんなの！　旦那(ドルロイ)もあんたも、職人はその辺がわかってないわね」

			「返す言葉もございません」

			　ここでホルストナウマンを見捨てることに良心の呵責は覚えないが、結果的により窮地に立たされるようでは意味がない。

			　貧乏くじを進んで引くつもりはないが、松田でも戦うべき理由があれば戦うのだ。

			　まあ、いざという時は何もかも見捨てて逃げ出すつもりではあるが。

			「三つ目、その氾濫した迷宮に入った探索者の情報なんだけどね。あんたらも知ってるだろう？　北極星(ポラリス)のメッサラってやつさ」

			「ああ、あいつ、故郷に帰ったと聞きましたが」

			　主に失恋の痛手で。

			「その故郷ってやつが迷宮の近くのメノラーって村でね。因果なもんさ」

			　実はこの氾濫の引き金を引いたのが、そのメッサラ本人であることをリンダは知らない。

			　というよりそんなことを想像できるはずがなかった。

			　眠っていた迷宮を稼働させたのはメッサラではないし、攻撃で損傷した自動人形がマスターを求めて暴走するなど誰が想像できようか。

			「なるほど、引退しようと思って帰郷したら、そこにも迷宮があったわけだ」

			　つくづく探索者と切れない縁があるのだろう。

			「そいつが言うには、なんでもその迷宮には人の言葉を話す人形がいるそうだよ。そう、あんたが目指す、自立行動型ゴーレムってやつさ」

			「――――なんだって！」

			『なんですって！』

			　松田とディアナは異口同音に叫んだ。

			　絢爛たる七つの秘宝はひとつ残らず秘宝(アーティファクト)であり、人形ではない。

			　だからこそ松田は手探りでディアナに身体を与えるために、試行錯(さく)誤(ご)を繰り返さなくてはならなかった。

			　その人形の機能や外見がどういったものかはわからないが、自分の意思で会話ができるとすれば、その体もかなりの精度で人間を模していると思われた。

			　松田にとっては――おそらくはハーレプストもであるが――喉から手が出るほど欲しい技術であった。

			「いい顔になってきたじゃないか。それで、ギルドの依頼だがどうする？」

			　からかうように笑うリンダに松田はしてやられた、と両手をあげて降参の意を表した。

			「――条件次第。私の条件を呑むなら、必ずやご期待に添いましょうとも」

			　要するに松田としてはこの規格外の力を――正確にはスキルの内容を秘匿できれば、問題はないのだ。

			　戦いに関して完全にフリーハンドをもらえるというのなら、その手段はいくらでもあるというものだった。

		

	
		
			第五十七話　造物主の記憶

			　

			　人形である少女は夢を見ない。

			　しかし記憶回路に残留する造物主(マスター)を、少女は目を閉じて何度も何度も反芻する。

			　それはある意味で夢ではないが、夢以上に儚い記憶であった。

			　試作マリオン００６――――名前を与えられることのなかった彼女は一度だけ、造物主がマリオンを見て呟いたのを聞いたことがある。

			「…………エレクトラ」

			　その言葉を忘れられず、少女は隙をみては迷宮内の記憶バンクを検索した。

			　エレクトラはいったい何者なのか。そして造物主はなにゆえ自分を見てそう呟いたのか。

			　幾重にも張られた防壁を突破し、少女はついにエレクトラの秘密へと辿りつく。

			　その名は造物主の死んだ娘の名であった。

			　記憶媒体に残されていた彼女の姿は、造られたマリオンにそっくりだった。

			　――そうか、自分は彼女の代わりとして造られたのか。

			　マリオン００６は自らの使命をそう認識した。何をどうすればよいのかはわからないが、エレクトラに代わり造物主をお慰めしようと決めた。

			　だが少女の頑張りにもかかわらず、造物主の機嫌は一向に冴えない。

			　むしろ彼の機嫌は、日を追うごとにどんどん悪化していく一方であった。

			　

			　造物主(マスター)――――その名を隠者ゴルディアス・フッケバインという。ディアナの造物主たるライドッグより百年ほど前の人間である。

			　ライドッグほどには世間に名を知られなかったものの、錬金技術においてゴルディアスは確実に歴史に名を刻むべき天才であった。

			　だがそんな彼が隠者と呼ばれ、世間から姿を消した理由――それは死んだ愛娘を再現しようという狂気に満ちた妄執にとり憑かれたためである。

			　目に入れても痛くないほど可愛がっていた、愛する妻の忘れ形見でもある娘、エレクトラはゴルディアスを操ろうとする、時の権力者によって誘拐され、父の枷となることを恐れた彼女は自らその命を絶った。

			　件の権力者は一族郎党千人を超す人間ごと、謎の奇病によって苦しんで苦しんで苦悶の表情を刻みつけて死んだ。

			　もちろんその犯人としてゴルディアスが疑われたが、証拠となるものが一切なかったために結局司直も手を出すことはできなかった。

			　その後、彼の不興を買えば、原因不明の死を迎えないとも限らないとあって、罪にこそ問われなかったものの、ゴルディアスと接触しようとするものもいなくなったのである。

			　そしてゴルディアスはエレクトラと再会するために、山奥に研究施設としての迷宮を建設し、そこで隠者の生活を始めた。

			　いつしか彼の名を人々は忘れ、かつて恐るべき暗殺劇を繰り広げた魔法士がいたという噂だけが残った。

			　迷宮の中で孤独な研究を続けるゴルディアスはその類まれな才能によって、おそらくは人類史上初めての自立型思考人形マリオン００１を開発。

			　その後、思考ルーチンを強化した００２、００３を開発するが、この時点では自立型思考人形と言っても複雑な計算機のようなものにすぎなかった。

			　語彙が増え、表情も豊かになった００４も、ゴルディアスの心を満たすことはできなかった。

			　むしろこのころから、ゴルディアスの心は確実に病んでいった。

			　――――どんどん外見は娘に似ていく人形、しかし感情や仕草は機械的で、幼児ほどの情緒もない。似て非なるものしか生み出せないという事実が、ゴルディアスの心をますます追いつめていったのである。

			　どうしたら娘と同じように笑いかけてくれるのか。

			　あの愛しい娘の仕草をどうしたら再現できるのか。

			　狂いそうな懊悩とともに、ゴルディアスはそれだけを求め続けた。

			　来る日も来る日もゴルディアスは実験に明け暮れた。そして学習型として開発した００５を発展させたもっとも人間に近い自立型人形、それが００６であった。

			　高度な学習機能を持つ００６こそは、今度こそ画期的な作品となるはずだった。

			　――――が、学習するということは当然時間がかかるということでもある。

			　もはやゴルディアスに残された時間はごくわずかであった。

			　人間としては長命な魔法士であっても、不老不死には程遠い。細胞の耐用限界が近づいていることをゴルディアスは自覚していた。

			　００６がエレクトラの存在を暴き出したのは、まさにそんな時だったのである。

			　

			「我がエレクトラを穢(けが)すつもりか？　この出来損ないめ！　出来損ないめ！」

			「お許しください、マスター！」

			「許すものか！　お前のような出来損ないが……どうしてエレクトラと同じ顔をしていながらお前はそんな出来損ないなのだ！　エレクトラはそんな愚かではなかった！」

			　老人の精神はすでに限界に達していたのだろう。

			　どんな錬金術師であれ、人格そのものを完璧に再現することなどできはしない。

			　だが人生の全てを娘との再会に捧げた老人は、どうしてもそれを認めることができなかった。

			　ゴルディアスは口を極めて少女を罵(ば)倒(とう)した。

			　髪を引っ張り、頬を打って、少女がいかにエレクトラに劣る存在であるかを叫んだ。

			　そんな仕打ちを受けても、造物主を愛するようプログラムされた少女は、欠片(かけら)ほどもゴルディアスを恨むことなく、むしろ自分の愚かさを責めた。

			　まだ子供同然のメンタリティしかない少女であったが、それでも造物主を慕う心はあくまでも頑なであった。

			　エレクトラに嫌われるなど想像することさえ嫌なゴルディアスは、少女をそうプログラミングしたのである。

			　どんなにゴルディアスに罵られ、虐(ぎやく)待(たい)されようと、少女は造物主に尽くし続けた。

			　

			　……やがて少女の心にひとつの欲求が生まれる。

			　それは少女が自己学習型として造られたからこそ芽生えた、プログラムされていない初めての感情であった。

			　少女は決して造物主を憎むことはできない。

			　愛することだけしかできない。だからこそ――――――愛して欲しい。それがエレクトラの代用品であったとしても。

			　そんな少女の心に宿った感情に気づいたのか、気づかなかったのか。

			　ゴルディアスは少女を眠りにつかせ、迷宮を封印してどこともなくその姿を消したのである。

			　

			「…………マスター、いたらぬ私をお許しください。それでも私には貴方が必要なのです。マスター、マスター、マスター…………」

			　ゴルディアスを愛することが少女の存在意義であり、そして愛されることが少女の存在証明であった。

			　少女は防衛生体から刻一刻と更新され続ける情報をぼんやりと見つめた。

			　心待ちにしているマスターの情報はまだない。

			　それでもどこかに必ずマスターがいて、またこの迷宮に帰ってきてくれると信じて、少女は情報を見つめ続けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　リンダの説得に白旗をあげた松田ではあるが、無条件にギルドに協力することを承服したわけではない。

			　松田の真のスキルは師匠であるドルロイやハーレプストですら知らないのだ。

			　ホルストナウマンだって、実はメッサラとアイリーナからの報告で松田が数百のゴーレムを操っていたということしか知らない。

			　もちろんそれは、十分に規格外で恐ろしいことなのだが。

			　今の松田の全力は四百のゴーレムを同時に制御し、完全な集団戦闘を行えるだけでなく、魔力が続く限りゴーレムを補充維持し続けられるのである。

			　理論的にいえば、魔力さえあれば松田は無限にゴーレムを補充することができる。

			　下手をすれば千のゴーレムを操る以上に厄(やつ)介(かい)な能力であった。

			　さらに、レベルが上がって凶悪なスキルを覚えた人狼のステラ、歴史に忘れ去られた禁呪を使用することのできるディアナを加えた戦力は、領主軍の総力をも上回るかもしれなかった。

			　そんなことが衆目の目にさらされればどうなるか。

			　厄(やつ)介(かい)ごとの匂いしかしない、と確信する松田であった。

			　ならば松田が単独で、誰もいない場所まで行って戦うしかない。

			　このままマクンバに立てこもって防衛戦の一翼を担うなど、下策もいいところであった。

			「それであんたの条件って？」

			「黙ってひきこもるのも芸がないと思いませんか？」

			　不敵に嗤(わら)う松田の意図を、リンダは誤解しなかった。

			　この男は王国の援軍を待つことなく、迷宮に対し逆襲するべきだと言っているのである。

			「無茶だ！　さっきの話を聞いていたのか？　敵は恐ろしくバランスのとれた数万の軍団なんだぞ！」

			「――――ですが統制のとれていない烏合の衆で、迂回して裏を突くのはそれほど難しいことではないでしょう？」

			　数万の軍団がマクンバを目指しているといっても、迷宮までの土地が魔物で埋め尽くされているというわけではあるまい。

			　これを迂回して迷宮を直接叩くのは不可能ではないはずだった。

			　それに迷宮内ならば同時に動ける魔物の数も限られるので、松田のゴーレム軍団でも十分に対抗が可能であろう。

			「確かにパリザードの氾濫は、二週間は溢れ続けていたって話だったね。迷宮を叩けるなら結果的には被害を減らせるか」

			「姐さん、冗談を言っている場合じゃないんだ。自殺する若者を止めるのが年寄りの役割だろう？」

			「誰が年寄りだいっ！　口の利き方に気をつけな！」

			「ぐはっ！」

			　捻りの利いたレバーブローを食らってホルストナウマンは悶絶した。

			　現役時代から少しも衰えていない電光石火の早業であった。

			「そんな大言をするからには自信があるんだね？」

			「魔力を補(ほ)填(てん)する秘宝か秘薬が欲しいですね。私の制御できるゴーレム数は四百。魔力さえあれば、より強力なゴーレムを召喚が可能です。魔力が続く限りいつまでも」

			「なにそれ怖い」

			「ぶっちゃけ、もう君一人で十分と違うかな？」

			「仕事してください」

			　基本的に松田は攻撃側(オフエンス)である。防衛側(デイフェンス)がいなくては試合にならない。

			　どれだけ敏腕な営業マンがいても仕事をこなせなくては意味がない会社といっしょである。

			「そういうことなら仕方ないね。これを持っていきな」

			　呆れたようにため息を吐きながら、リンダは松田に青い竜燐石のリングを差しだした。

			「これは？」

			「魔力を五割増しにしてくれる秘宝(アーテイフアクト)さ。私のとっておきなんだが、あんたほど魔力に頼っちゃいないからね」

			「ならば私は魔力回復の秘薬を渡そう。一本しかない魔力完全回復薬だ。どんなに大きな魔力量だろうと完全に回復してくれる」

			　それはまだ、ホルストナウマンが迷宮に潜っていたころに一度だけ拾うことができた虎の子であった。

			　これで実質的に松田の魔力は三倍になったと言える。

			　時間にもよるが、それなりの大型ゴーレムを召喚してもこれならもつだろう。

			「迂回するのもいい考えがあるぞ？　マクンバには非常用の脱出穴がある。それを使えば最短ルートで迷宮に辿りつけるだろう」

			「それは助かります」

			　できる限り魔力を温存したい松田としては、願ってもない話であった。

			「では、巣穴退治と行きましょう。私が戻るまでマクンバを頼みますよ？」

			「誰にものを言っている？」

			　絶大な自信とともにリンダは傲然と胸を反らした。

			「私の旦那(ドルロイ)に手を出そうって馬鹿は、魔物だろうと根こそぎミンチにして大地の肥料に変えてやる」

			　地獄の毒花リンダは、現役時代の凶悪な殺気を今こそ解き放った。
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			第五十八話　ゴーレムマスターの力

			　

			　マクンバからの地下通路は、ギルドが知る限り三つある。

			　一つは探索者ギルドが迷宮への緊急通路として建造したものであり、もうひとつは軍が、そしてもうひとつは領主が建造したものであった。

			　軍の地下通路が西を向いているのに対し、ギルドと領主の通路は東を向いている。

			　これは国外との戦闘を見据えた軍と、そうした戦争に際し脱出しなければならない領主一族という立場の差である。

			「それにしてもよく作ったもんだ」

			『優秀な土魔法士がいれば、それほど難しいことではありません』

			　土魔法士であれば岩盤の組成を改変することができるし、ゴーレムに作業を代行させることもできる。

			　実際この程度の地下通路なら、松田であれば一週間かそこらで作ってしまうのではなかろうか。

			「ま、俺のは反則みたいなもんだからさ」

			　そう言うと松田は、歩幅が小さいので小走りにトテトテとついてくるディアナを見下ろして、無意識にくしゃくしゃと頭を撫でた。

			　ディアナもまんざらではないようで、目を細めてこそばゆそうに微笑んだ。

			　すでにそんな繊細な表情を再現できるあたり、ディアナの学習能力は高い。というよりディアナの人格の完成度が高いのだろう。

			　こうして会話をしている限り、ディアナが人間ではない秘宝であるということを忘れてしまいそうなほどである。

			「ご主人様！　ディアナばかりずるいです！　わふ」

			　このところディアナに対抗意識を燃やすようになったステラが、自分も撫でろと言わんばかりにずずい、と頭を差し出してきた。

			　苦笑いをしてステラの頭を撫でると、ステラもディアナと同じように目を細めてうれしそうに笑う。

			　そんな光景がいつものことになってきてしまった。

			　社畜であったころには考えられなかった潤いであり、癒やしであった。

			　特にディアナが感情を表情に表してくれるようになって、ステラも含めて意思疎通が密になったという自覚がある。

			　裏切られるという心配がなく、女性に慕われていると実感できるのは素晴らしいことだ。たとえ相手が幼女であるとしても。

			　いや待て、幼女である必要はない。むしろないほうが望ましい。何を言っているのだ俺は。

			　いつの間にか幼女であるのが当たり前になってきているとは――――。

			「どうしたですか？　ご主人様」

			『手が止まっていますよ主様？』

			「ええ～い、もう！　緊張感ないな！　お前ら！」

			　傍から見ればいちゃついているようにしか見えない幼女ハーレムであるとしても、松田達は強大な魔物のもとへ刻一刻と近づいているのだ。

			　現にマクンバから離れるに従って、頭上から何かが破裂するような音や、爆発するような音が聞こえ始めていた。

			　この様子では、明日には魔物の軍団が到着するだろう。

			　果たして圧倒的な数を誇る魔物の大軍を前に、マクンバを守り切ることができるかどうか。

			「……まあ大丈夫だろうな」

			『あのリンダ様とドルロイ様がおられる限り、早急な敗退はありえないかと』

			　あれからリンダと別れる前に、ドルロイは工房からありったけの自慢の武器を抱えて探索者ギルドへ現れた。

			　ドワーフ鍛(か)冶(じ)師が誇る五槌、ドルロイの逸品は、並みの銅級探索者に銀級でも上位の攻撃力を与える規格外なもので、本来であれば目を剥くような値段のお宝なのである。

			　それを惜しげもなく貸し出し、自らもまたリンダを守るために戦おうとするドルロイは確かに格好のいい尊敬すべき師匠であった。

			　

			「マツダ、これを持っていけ」

			「――これは？」

			「俺の自慢の宝具でな。名をアリアスの針という。刺したものを保存して時間軸から一時的に切り離すことができる。嬢ちゃん達が重傷を負ったら、これを使って連れて帰ってこい。死んでない限りは助けてやる」

			　鍛(か)冶(じ)師であり、錬金術師でもあるドルロイは医学にも精通している。

			　死んでいない限り助けてやるというのは、ドルロイの自負であり本心であった。

			「ありがとうございます！」

			　感激に瞳を潤ませて松田は頭を下げる。

			「死ぬなよ。まだお前には教えることが残ってるんだからな」

			　弟子を見守る師匠の目で、ドルロイは野太い手を松田の肩に置いた。

			「やっぱりイカス男だねえ、あんた」

			「はっはっはっ！　リンダほどではないさ」

			　

			「――――あれでロリコンでさえなかったら」

			　まさに非の打ちどころのない完璧な師匠であるはずなのに。

			『主様が言っても説得力がありませんよ？』

			「同類なのです、同類。わふ」

			「断じて認めない！　俺は幼女に屈服なんてしないぞ！　女は熟したくらいがちょうどいいんだ！」

			『ではこの現実をなんとします？』

			　松田の両手をとって、ディアナとステラはしっかりとペタン胸を押しつけ、自分の縄張りを主張した。

			　もはや誰の目から見ても手遅れであることは明白であった。

			　

			「うわああああああっ！　これは陰謀だ！　俺は嵌められたんだああああ！」

			　

			　松田の心に深刻なダメージを与えつつ、半日ほどかけて薄暗い地下通路を通り抜けると、そこは魔物が通り過ぎて丸焼けにされた荒野が広がっていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ちょうど松田が魔物の軍団の裏側に到達したころ、マクンバには先遣隊である双翼人(ハーピー)が城壁を上から見下ろして挑発していた。

			　ただでさえ絶望的な戦力差なのに、そんなことをされては士気を維持するのは難しい。

			　そうした意味では双翼人の行動は実に理に適っていた。

			　ただし、相手が並みの人間であれば、の話だが。

			　

			　ドゴオオオオオオオオオッ！

			　

			　まるで竜のブレスのような地響きのする轟(ごう)音(おん)とともに、試製四・一センチ砲が火を噴いた。（四十一センチ砲ではない）

			　音速を超えた巨大な鉄塊は、炸裂の衝撃波で空に真っ赤な華を咲かせたのである。

			「…………これ、もしかして竜でも殺せるんじゃ……」

			　あまりの破壊力に騎士団長のバイエルは明らかにどん引いた。

			　さすがはドワーフの至宝、五槌のひとりに選ばれただけのことはあるということだろうか。

			「当たり前だ！　これは対竜用の秘匿兵器だぞ！　と、言いたいところだが、如何せん竜を相手に使う機会がなくてな」

			　残念そうにドルロイはガハハと笑う。

			　目的のためには手段を選ばぬ職人馬鹿の面目躍如というところである。

			「そうでしょうとも」

			　そうそう使う機会があったら命がいくらあっても足らない。

			　間違っても、このマクンバで試す機会が訪れないで欲しいと心から願うバイエルであった。

			「あたしも負けていられないね！」

			　ドルロイの活躍に機嫌をよくしたのか、リンダもまた愛用の弓を手に引き絞る。

			　狙いを定め勢いよく放たれた矢は、命中すると同時に舐めるように双翼人の全身を燃やし尽くした。

			　炎の属性が付与されていたのである。

			　ここまで火力の強い属性を付与できるのは、このマクンバでは片手で数えるほどしかいないであろう。

			「むむむっ……やるな！　しかし俺の珠玉の武器はこれだけではないっ！」

			「ありがたいけど、自重！　自重してくださいねドルロイ殿！」

			　この日、バイエルはドワーフの鍛(か)冶(じ)師を敵に回したらどんなことになるか、身をもって知ることとなった。

			　このままでは所詮偵察部隊にすぎない双翼人を相手に、全力で秘匿兵器を使い切ってしまいかねない。

			　戦闘力としては満点だが、部下として扱いづらいことこのうえない男であった。

			　それにしてもさすがは国王に献上するような秘宝を作成する天下一品の鍛(か)冶(じ)師である。

			「まだ敵の本隊は姿さえ見えていないのです。あの双翼人は適当にあしらう程度で構いませんから！」

			「そうか、つまらんな…………」

			「仕方がないねえ……ここはあんたの顔を立てて大人しくしててやるよ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「なんというか、ことの深刻さを忘れる光景だな」

			　危なげなく双翼人の先遣隊を撃退してしまった二人に、ホルストナウマンは苦笑いを浮かべるしかなかった。

			　実は二人ともあえて脳天気におのれの武力を誇示したということを、ホルストナウマンは知っている。

			　おかげで魔物との戦闘に悲観的になっていた兵士達が明るさを取り戻していた。

			　戦いに恐怖したままでは兵士達は実力の半分も発揮できなかったであろう。

			　それでもなお、途中から演技ではなく本気で撃墜数を競争し始めてしまうドルロイとリンダには苦笑を禁じ得ない。

			「もしかして、それほど大したことにはならないのかしら？」

			「それはない。だからこそ、あの二人はああやって強がっているのさ」

			　数というのはそれだけで恐ろしい力になる。

			　迷宮で実際に戦ってきたホルストナウマンはそのことを身体で知っていた。

			　一対一では無双の力を持つ金級探索者といえど、数の暴力には不覚を取ることも多いのだ。

			「そんなことより逃げなくていいのか？　シーリース。お前は受付嬢なんだから、無理に戦う必要はないんだぞ？」

			　事実、シーリース以外の職員は地下室に避難している。

			「これでも戦闘訓練は受けてますし、魔法も少しですけど使えます。それに――――」

			　そこで言葉を区切って、シーリースは視界の向こうにいるであろう一人の男を思い浮かべた。

			「あの人が任せろって言ってくれたから――――」

			　少しだけ期待して待っていてあげる。

			　――――でもロリコンは許さない。絶対にだ。

		

	
		
			第五十九話　殲(せん)滅(めつ)

			　

			「な、なんだ？」

			　ゾワリと背筋に悪寒を感じて松田は身体を震わせた。

			　なんだか途(と)轍(てつ)もなく理不尽なフラグを立てられたような気がする。

			『どうかしましたか？　主様』

			「わふ？」

			「いや、なんでもない。気のせいだろう」

			　額の汗を拭って松田は隠し扉から辺りの風景を見回した。

			　無惨に破壊されつくした光景がそこにはあった。

			　もともとそこは緑が溢れ、鳥や兎が駆ける生命の宝庫であったに違いない。

			　しかし今は赤く焼けただれた石と土が、生々しい暴虐の痕(こん)跡(せき)を晒した荒野に変わっていた。

			　根こそぎ焼き払われ、踏み荒らされたこの荒野が、再び豊穣の森へと戻るのは何十年先になるのだろうか。

			「なるほどこりゃあ…………国が出張るわけだわ」

			　マクンバの街を守ればよい、という問題ではなかった。

			　一刻も早く魔物を討滅しなければ国土が荒れ果てる。そうなれば国力そのものが衰退するであろう。

			　迷宮の氾濫とはかくも恐ろしいものか。

			　規格外のゴーレムを操る松田だからこそ、数の暴力がいかに凶悪なものであるかを知っている。……どうやら急いだほうが良いようであった。

			『――――主様』

			　すっかり人形の身体の制御に慣れてきたディアナは、器用に魔力を感知した方向へと愁(うれ)いを帯びた視線を向ける。

			　知らない者が見れば誰もディアナが人間であることを疑わない自然な動作――であるからこそ松田のロリコン疑惑が信ぴょう性を増すという悪循環であった。

			「――――うん？　何かまた……？」

			『主様、三時の方向から、敵です。魔物の新手かと』

			「そういえば前にあった氾濫でも、何波か続いたとか言ってたっけ」

			　松田が知る由もないが、実際はそれ以上であった。

			　パリザードの氾濫では、魔物は四波ほど襲撃が繰り返されたらしい。

			　特に最後の第四波は時間が空いたために、様子を見に戻ってきた領民達が数多く犠牲になった。

			　ところが単純な迷宮と違い、生産施設を持つこの迷宮では、素材が続く限り無限に魔物を生産することができる。

			　現在マクンバを襲っている魔物は、まだまだ序の口に過ぎなかった。

			　何せ必要とあらば、彼らは魔物を使って素材を回収してくることも可能なのだ。

			『数はおよそ三千です。蹴散らしますか？』

			　ディアナが広範囲魔法を連打すれば、三千程度の魔物を殲(せん)滅(めつ)するのはそれほど難しいことではない。

			　まして禁呪を使えば、ほぼ一瞬で溶けるであろう。

			「いや、せっかくだしゴーレムの準備運動をさせてもらおう」

			　こんな機会でもないと三千もの軍勢と集団戦闘を行う機会はないかもしれない。

			「――――召喚(サモン)、ゴーレム」

			　その声とともに、松田の最大制御数である四百体のゴーレムが、隊伍を組んでその凶悪な姿を現した。

			　

			　主力を務めるのは騎士型ゴーレム二百体であるが、かつて松田が召喚していたものとは別物と言ってよいほどに違う。

			　ドルロイ直伝の耐魔法処理に加え、ハーレプストの人形技術を応用して、できる限り人間に近い動きを再現できるよう組み立てられている。

			　一見、人間と同じ動きでは無駄が多そうだが、松田はゴーレム一体一体を直接制御できる都合上、人間の動きがもっともイメージしやすいのであった。

			　重量バランスから装備品に至るまで、改良に改良を重ねた騎士ゴーレムは単純な個体戦力でかつての二倍を優に上回るであろう。

			　この騎士ゴーレムを援護する形で、弓騎兵ゴーレムが百体。

			　弓の精度をあげるために、松田自身が工房に即席の射撃場を造って訓練したうえ、弓の弦をドルロイとともに魔改造した結果、恐るべき貫徹力を手に入れていた。

			　それは馬上の弓射としてはありえない、弩(おおゆみ)以上の装甲貫徹力であった。

			　もちろん有効射程距離も伸び、純粋な射撃戦になれば魔法以上の火力を発揮するのは確実である。

			　そして上空の直衛としてグリフォンが十体。

			　さらにガーゴイル四十体が遊撃として空からの奇襲を担当する。

			　極め付けは重防御特化(タンク)ゴーレム五十体であった。

			　武装がない代わりに腕と一体化した巨大な盾を装備し、耐魔法仕様の装甲は騎士ゴーレムの二・五倍に達する。

			　味方を守るには頼もしいは最強の盾であり、敵の攻撃(ヘイト)を自らに引きつける重要な専門の盾役であった。

			　この四百体のゴーレムが完全な集団戦を遂行すればどうなるか。

			　それは新たに迷宮からやってきた、三千の魔物部隊が証明することとなった。

			　

			「――――一の陣、構え」

			　まずは滑るように弓騎兵部隊が進み出る。

			　その手に握られた弓はギリギリと引き絞られ、月のように優美な弧を描いた。

			「放て！」

			　そんな優美な見た目とは裏腹に、凶悪な牙を剝いた矢は流星のように大地を蠢く芋虫へと降り注いだ。

			　瞬く間に五度の斉射を終えた弓騎兵は、一度後方へと下がり再びの出撃に備えて待機する。

			「第二陣、突撃！」

			　次に前線へと進出したのは主力の騎士ゴーレム部隊であった。

			　二メートル近い騎士槍を握った騎士ゴーレムは、三列の横隊を組むと地響きをあげて一斉に突撃を開始した。

			　蠢く芋虫からたちまち熱線が集中するが、耐魔法加工を施された鎧(よろい)は一時的な高熱による負荷に耐えきった。

			　懐に飛びこんでしまえば芋虫は防御力の低い雑魚(ざこ)にすぎない。

			　当たるを幸いに蹂(じゆう)躙(りん)され、蚕(さん)食(しよく)される桑の葉のようにみるみる芋虫は溶けて消えていく。

			　機能(プログラム)的に同士討ちができない仕様なのか、内部へ侵入を許すと芋虫の熱線による攻撃がピタリと止んだ。

			　無抵抗に虐殺されていく芋虫を全滅から救おうと、巨大な彷徨鎧が騎士ゴーレムを押しつぶすように展開する。

			「――第三陣、撥ね退けろ！」

			　彷徨鎧に一歩も引けを取らぬ、巨大な重防御特化ゴーレムが互いにその力(パワー)をぶつけあうが、軍配は重防御特化ゴーレムにあがった。

			　出力はほぼ互角であったが、重量の差が最後の決め手となったのである。

			　力比べに負け、体勢の崩れた彷徨鎧に、上空で待機していたガーゴイルが襲いかかった。

			　彷徨鎧の弱点は鎧(よろい)の内部にある魔核である。

			　外側は堅牢無比な彷徨鎧であるが、内部に存在する魔核は硝子細工のように脆い。

			　その魔核を攻撃するには頭部の兜(かぶと)の隙間から攻撃するのがもっとも効果的であった。

			　対物理、対魔法に極めて大きな防御力を発揮する代わりに、彷徨鎧の機動力はひどく鈍重なものである。

			　まして体勢を崩した状態でガーゴイルの奇襲を避ける余裕は、彷徨鎧にはなかった。

			　次々と撃破されていく彷徨鎧。

			　時を同じくして騎士ゴーレムが連携を失って孤立した芋虫の掃討を開始した。

			　いかに強力な熱線といえど、散発的に攻撃するだけでは騎士ゴーレムの厚い耐魔法装甲を突破することはできない。

			　彷徨鎧という盾役を失った芋虫は、抵抗らしい抵抗もできずに撃破されていく。

			　完全に統制されたゴーレム四百と、数こそ多いもののひとつひとつの魔物がそれぞれプログラムに従って動いている三千の魔物――――どちらが戦力として強力であるかは明らかであった。

			　本来、疲弊したマクンバの守備軍に対する手痛い追撃となるはずだった第二波が潰滅するまで、それから三十分の時間もかからなかった。

			「敵が馬鹿で助かった。集中砲火食らったらもう少しやばかったかもな」

			　松田は配下の騎士ゴーレムの損傷具合を確かめてひとりごちた。

			　耐魔法装甲といえど、完全に無傷で済んだというわけではなく、特に装甲の薄い関節部などは予想以上にダメージを受けている。

			　もし敵が統率され、目標を集中していれば騎士ゴーレムの三割程度は撃破されていたかもしれなかった。

			　もっとも撃破されること自体は特に問題ではない。

			　魔力ある限り松田は再びゴーレムを召喚することが可能だからだ。

			「さて、次の連中が湧いて出ないうちに迷宮を目指すとするか」

			『次は私にお任せください！　華麗に殲(せん)滅(めつ)！　殲(せん)滅(めつ)してご覧に入れますから！』

			「ディアナには負けないです。わふ」

			「ディアナ、また殲(せん)滅(めつ)癖が再発したのか？　こら！　ステラ！　人狼に変身してるじゃないか！　まあ見てる人間はいないけど」

			　松田自身の魔法やディアナもステラも温存したまま、もはや松田を迷宮まで遮るものは何も存在しなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――――生体反応途絶、全滅したものと認識する」

			　少女は画面を睨みつけて軽く眉をひそめた。

			　まだマスターを見つけていないというのに、早くも邪魔が入ったことがわかったからである。

			「当該障害の脅威を算出――――危険度Ａ、最大級の警戒が必要」

			　思ったより強敵のようだ。

			　会敵から三十分程度で三千の軍勢を殲(せん)滅(めつ)。確かに警戒は必要であった。

			　まさに少女にとって、造物主から預けられたこの迷宮を維持することは至上命題なのだから。

			「困りました。まだ切り札を切るには時間が足りませんし――やむをえません」

			　接近してくる脅威をどのように排除するべきか。

			　損傷の激しい少女自身による迎撃が難しい以上、なんらかの手段が必要であった。

			　当面は生産した魔物から順次迷宮の防衛に充てていく。

			　第三波として用意していた戦力が出そろうまであと四、五時間近くは必要であろう。

			　それでも第二波を殲(せん)滅(めつ)した敵を相手にするには実力が不足していると考えるべきであった。

			「隔壁第二、第三を解放。凍結処理を解除します」

			　分厚い魔力隔壁が開き、極低温によって保存されていた身体が、みるみる輝きを取り戻し血の通ったものへと変わり始める。

			　空気の抜ける音と、低温状態が解除されたことによる白い靄が立ち込める中を、コキコキ、と指先が問題なく動くのを確認して一人の女性が立ち上がった。

			　歳のころは二十代前半といったところか。

			　その面差しはどこか少女に共通した何かを感じさせるものがある。

			「現在、脅威度Ａランクが接近中。迎撃をお願いします。…………お姉さま」

			　少女と違い、発声気管を持たない女性は、声なく少女に頷き――――俯いて長い金髪に顔を隠すようにして、ニタリ、と嗤(わら)った。

		

	
		
			第六十話　哀しき秘宝(アーテイフアクト)少女

			　

			「――――方円の陣」

			　迷宮が近づくにつれ、魔物達の襲撃は激しさを増していった。

			　三千の軍団を潰滅させられたとも思えぬ数であり、厄(やつ)介(かい)なことに遠距離から熱線を浴びせてくるゲリラ戦闘に徹せられると、防御に力を割かないわけにはいかなかった。

			『戦い方が変わりましたね。防御型にシフトしたようです』

			「そりゃ拠点を潰されちゃ生産もできんからな」

			　松田達の周囲は重装防御特化ゴーレムが囲み、魔物達に一切の隙も見せずにいる。

			　敵の攻撃を排除しつつ、ついに松田は迷宮内へと足を踏み入れた。

			　

			「思ったよりも狭いな」

			　道幅はおよそ四メートルほどであるが、天井が三メートルほどと低い。

			　止む無く松田はグリフォンとガーゴイルを送還した。

			「犬臭い匂いがするです。わふ」

			「新手か？」

			　ステラが察知したとおり、通路の交差点で左右から襲いかかってきたのは一角狼(ホーンウルフ)の群れであった。

			　名前のとおり頭頂部に鋭い角が生えており、その突進力は侮れない。

			　こう見えて知性が高く、群れで連携して狩りをする。さらに問題なのは、角から雷の魔法を使うということだ。

			　だが――――。

			「邪魔をするなです。この犬っころども！　わふ」

			　殺気を漲(みなぎ)らせたステラが進み出ると、一角狼は目に見えて萎縮した。

			　本能は逃げたいと言っているのに、脳からは戦えと指令が届いている。そんな感じであった。

			　それを見逃すステラではない。

			　

			「巨狼突破(フエンリルブレイク)！」

			　

			　完全に人狼の姿へと戻ったステラが一陣の風となって迷宮を駆け抜けた。

			　立ちはだかる何ものをも許さない。

			　一瞬にして一角狼の群れは、見えない壁にものすごい圧力で叩きつけられたかのように、全身打撲で死亡した。

			「他愛もないのです。わふ」

			「下がれ！　ステラ！」

			「わふ？」

			　腰に手をおいて勝ち誇るステラを、間一髪松田が引き戻すのが早かった。

			　ちょうど今までステラの顔があった場所を、白い光が恐ろしい速さで貫いていく。

			　ほんの一瞬でも松田の反応が遅ければ、ステラの命はなかったであろう。

			　松田は光のやってきたほうを睨みつける。

			　迷宮の壁を貫いた光は、その破壊の痕(こん)跡(せき)を濛々とした埃のなかに留めていた。

			　その埃のなかにうっすらとしなやかな身体の輪郭が浮かび上がる。

			　――――思ったよりも小さな体であった。身長は百五十センチほど、ディアナやステラよりは大きいが女性としては平均的な身長である。

			　一目で女性であることがわかったのは、その輪郭が非常に肉感的なフォルムをしているのが見て取れたからだ。

			　一歩一歩、足を踏み出すたびに揺れる胸、細く折れそうにくびれたウェスト、魅惑の丸みを帯びたヒップライン。

			　これで女性でなければ嘘であろう。

			「――――誰だ？」

			　とはいえそんなスタイルを楽しむ余裕は松田にはない。

			　危うくステラを殺されるところであったし、何より人型であることを警戒せずにはいられなかったのである。

			　かつて戦ったシトリのように、人型の魔物は手ごわい相手である可能性が高かった。

			　だが相手は答えない。

			　次第に近づくにつれて相手の顔が明らかとなってきた。

			　腰まで伸びた艶のある金髪、愁いを帯びた青い瞳、だが硬質の美貌は固く凍り付いたまま動くことはない。

			　まるで表情のなかったころのディアナのようだ、と松田は感じた。

			『……信じられない。彼女は魔物ではありません。秘宝(アーテイフアクト)です』

			「やはりか」

			　松田の感じた印象が間違いでなかったことを知って、松田は警戒の度合いを深めた。

			　彼女が絢爛たる七つの秘宝に匹敵する存在とは限らないが、松田はディアナの非常識な力を知っている。

			　まかり間違って禁呪など発動された日には、今の松田にそれを防ぐ術はない。

			　重防御特化ゴーレムの装甲など紙同然に破られるに違いなかった。

			　二十代前半ほどに見える美女は、瞳に剣呑な色を浮かべた。

			　その事実に松田とディアナは戦(せん)慄(りつ)とともに驚愕した。

			「まさかっ！　知性ある秘宝(インテリジエント・アーテイフアクト)だというのか！」

			　ディアナ自身も絢爛たる七つの秘宝以外に知性ある秘宝の存在を知らない。

			　それは完全に失われた技術であり、ディアナもライドッグの死後、自らが意思ある存在であることを隠してきた。

			　もし目の前の美女が知性ある秘宝であるとすれば、それはライドッグとは違う失われた術の伝承者がいたという証左であった。

			　それにしても、どうして彼女はあれほど深い怒りの色を浮かべているのか。

			　彼女の怒りの対象がディアナであると気づくのに、それほどの時間はかからなかった。

			　ふわりと空中に浮かび上がった彼女は、ディアナに向かって滑るように吶(とつ)喊(かん)してきたからである。

			「…………………」

			　声は出ずとも、彼女が怒りの咆(ほう)哮(こう)をあげていることは、表情を見れば十分であった。

			「――――召喚(サモン)、ゴーレム！」

			　彼女とディアナの間に咄(とつ)嗟(さ)に松田は騎士ゴーレムを召喚した。

			　次々に襤(ぼ)褸(ろ)雑巾のように砕け散っていくだけであったものの、守りの要たる重防御特化ゴーレムの前に、彼女の突進力を削ぐことには成功した。

			　彼女の握る光の槍は、重防御特化ゴーレムの厚い装甲によって阻まれた。

			『雷球追撃(ライトニングボールチエイス)！』

			　彼女の機動力を前に、通常の魔法では当てるのも難しいと判断したディアナは、命中するまでどこまでも追いかけるホーミング型の魔法を打ち放つ。

			　舌打ちするように眉を顰(しか)め、雷球を避ける彼女を追って、雷球が軌道を修正する。

			　同時に五発の雷球を避けながら、彼女はそのうち二発を槍で斬り払い、さらに二発を軌道修正する前に壁へと激突させた。

			「鋼鉄槍(アイアンランス)！」

			　彼女の回避行動を見計らっていたかのように、松田が放った二十発以上の鋼鉄の槍が殺到した。

			　解放された平野ではなく、移動できる空間に制限のある迷宮内で、この攻撃を完全に避けることは不可能である。

			　逃げ場を失った彼女は数の暴力の前に沈黙した――――かに見えた。

			　

			　実は戦いの早い段階で、戦闘は彼女の巧妙な誘導下にあった。

			　もし彼女が本気であれば、最初の一撃でステラを殺せていた可能性は高かった。

			　あえて全て迎撃できる雷球を必死に回避して見せたのも、あるひとつの目的のために為されていた。

			　それは――――。

			　鋼鉄槍の命中により、迷宮の壁に大きなひびが入る。

			　全てではないにせよ、何発かの直撃を受けた彼女もダメージなしというわけにはいかず、がっくりと膝をついた。

			　それでも彼女の瞳は死んでいない。

			　言葉にならない分、激(げき)甚(じん)な怒りを瞳に宿したまま、彼女は挑発するように槍の先をディアナへと向けた。

			　

			「――――何をしているの？　お姉さま！」

			　

			　モニターから姉――試製マリオン００５の戦闘を見つめていた００６は、姉が何をもくろんでいるかを察した。

			　機密防衛区画――この迷宮を管理する００６にも把(は)握(あく)を許されていない封印区画を、外敵の手でこじ開けさせようとしている。

			　被創造物である００６や００５には造物主の命令に逆らうことは許されない。

			　しかし命令系統外にある外敵の手なら問題は別だ。

			「やめて！　そこはマスターの大事な場所なのよ！」

			　――――そう、そこが、マリオンシリーズが生み出される原因となった愛娘エレクトラの思い出を封印した場所であることを００６は知っていた。

			　もちろんエレクトラに対しては複雑な感情がないとはいえない。

			　しかし００６にとってマスターの命令は絶対であり、たとえ間接的にであろうとも逆らうなど思いもよらないことであった。

			　あの部屋はマスターの大事なものなのに、それを暴かれたらマスターは怒るかもしれない。帰ってきてくれないかもしれない。そんなことになったら――――。

			　モニターの画面に、００５に止めを刺そうと魔法を唱える一人の少女の姿が映った。

			　

			「止めてえええええええええええええええええっ！」

			　

			　もはや大人しくモニターを見つめることに耐えられず、００６は件の現場に向かうため、全速力で指令室を飛び出していった。

		

	
		
			第六十一話　明かされた真実

			　

			「――――なんだ？」

			　ようやく松田はひびが入った壁の先に空間があること。そしてどうやら彼女に誘導されていたらしいことに気づいた。

			「そこに入れ、ということなのか？」

			『そうだと思われます。自分でそれをしないということは、おそらく命令に抵触する部分があるかと』

			「…………乗ってやるか」

			　松田は先ほどよりも巨大な鋼鉄槌(アイアンハンマー)を錬成する。

			　鋼鉄槍の数倍以上の質量を伴った衝撃は、ひびの入った壁を粉々に打ち砕いた。

			　その瞬間、彼女はうれしくも寂しそうに、そして今にも泣きそうな顔で確かに笑った。

			　

			　――――――ガラガラガラガラ。

			　

			　長い年月で十分すぎるほど傷んでいたらしい壁は瞬く間に崩れ落ち、薄いあかりに照らされた部屋の内部が明らかとなった。

			「なんだこりゃあ…………？」

			　夥(おびただ)しい数の標本、眼球や内臓まで含めた莫大な数のガラス瓶を見た松田は、気味悪そうに顔を背けた。

			　背けた視線の先には、明るい微笑みを浮かべた一人の美しい少女の細密画があった。

			　どこか人形の彼女に似ている。というより少女が成長したならば、目の前の彼女になるのではあるまいか。

			　そこまで考えた時、松田の脳内で閃(ひらめ)くものがあった。

			「――――複製(クローン)、か！」

			　数々の標本と少女によく似た人形、おそらくはこの部屋の主が家族の複製を造ろうとした可能性が高い。

			『これは……造物主(ライドッグ)様の術式よりさらに古い？　まさかこれほどの魔法士が埋もれていたなんて……』

			　ライドッグこそは魔法史上最高の天才であるという確信に揺るぎはない。

			　だが、こと錬金に関する限り、この工房の主はライドッグより高みに立っているのは明らかであった。

			　何より彼女の感情のこもった表情がそれを物語っていた。

			　形だけは真似しているが、ディアナにはあれほど心のこもった表情ができているという自信はない。

			「止めてええええええええええええええええええええええ！」

			　鈴が鳴るような可愛らしい声とともに、一人の少女――まさに細密画の少女に瓜二つの少女がやってきたのはその時であった。

			「針磁力砲(ニードルレールガン)」

			　声と外見は可愛らしくても、少女の放った攻撃は途(と)轍(てつ)もなく恐ろしいものである。

			　鋼鉄よりも固い魔力付与の針を磁力で加速させて打ち出すのだ。その破壊力は鋼鉄槍に勝るほどであった。

			「くそっ！　鉄壁(アイアンウオール)！」

			　盾としてゴーレムを並べるだけではなく、さらに鉄壁を錬金しての徹底した防御。

			　かろうじて松田は少女の攻撃を凌(しの)ぎきる。

			「お姉さま！　早くこの侵入者どもを排除してください！」

			　どうしてお姉さま――００５がこの部屋へ入りたがったのかはわからないが、敵の排除はマスターに与えられた絶対の命令である。それに逆らう道理がなかった。

			　だが――――。

			　鋼鉄槍のダメージで、右足が踏ん張れない不格好な姿で、００５はよろよろと歩きだすと松田に、とある装置を指さした。

			「俺に動かせってのか？」

			　――――コクン、と００５は頷く。

			　それは少女の――００６の心に不可視の大きな衝撃をもたらした。

			　自分と同じ、マスターによって創造された試製マリオンである姉が、よりにもよってマスターを裏切った。

			　そんなことが、あってよいはずがなかった。

			「――――お姉さまああああああああああ！」

			　抑えきれぬ激甚な怒りに駆られ、００６は姉の００５へと再び針磁力砲を射出する。

			　不可思議な装置に注意を惹かれていた松田は、思わぬ仲間割れに為すすべがなかった。

			　凶悪な針に全身を乱打され、一瞬にして人工皮膚を切り裂かれ、人工骨格を砕かれて００５は無残な屍と変わり果てた。

			　だが偶然にも損傷のなかった顔は、満足そうに何かを成し遂げた微笑に彩られていた。

			「なぜ？　なぜなのです？　お姉さま！」

			　まだ混乱したままの００６をよそに、ディアナは００５が最後に指さした装置のコンソールへと指を置いた。

			　まだ造物主(ライドッグ)とは世代の近い術式であることがわかる。すぐにそれが旧世代の記録装置であることを理解したディアナは、迷わずに再生のスイッチを押した。

			　

			「――――マスター!!」

			　

			　少女の愛らしい唇から歓喜の悲鳴が漏れた。

			　ずっとずっと会いたくて会いたくてたまらなかった、この世で何よりも大事な人であった。

			　たとえ本人ではなくその記録であるとしても、少女にとって無上のものであることに変わりはなかった。

			　その喜びは、すぐに儚(はかな)く崩れ去ることになる。

			「この映像を見ているであろう者に告げる。わしはゴルディアス・フッケバイン。狂気の隠者などと呼ばれたこともあるが、おそらくもう知るものはいないだろう。どうかわしの願いを聞いて欲しい。この迷宮に残された試製人造人間を破壊して欲しいのだ」

			「――――えっ？」

			　うそでしょう、と言いたかった。だが被創造物である００６にはマスターの言葉を疑うということができない。

			　まさか、と００６は冷たい躯と化した姉の姿を振り返った。

			「知っていらしたのですか？　お姉さま」

			　そう考えれば姉の行動に納得がいく。彼女達マリオンは自分で自分を破壊することが許されていない。

			　ならば他人に破壊してもらう以外に方法がなかった。

			　００５がどうやって、いつの時点で知ったのかはわからない。

			　だが彼女は、マスターのマリオンを破壊して欲しいという要求を、彼女なりの方法で実現したのだった。

			　最後の瞬間まで、彼女はひとつたりともマスターを裏切ってなどいなかった。

			　裏切れないからこそ、マリオンなのだから。

			「わしは失った娘との生活をもう一度取り戻そうと人造人間の研究を続けた。だがそうして出来上がったのは娘とは似ても似つかぬ出来損ないばかりだ。最後の作品になった００６については、もはや出来損ないを通り越して悪夢だ。娘ではない人形の分際で――――愛して欲しいだと？　ふざけるな！　わしが愛するのは娘だけだ！」

			　すでに寿命を迎え、思考が空回りしているな、と松田は感じた。

			　耄(もう)碌(ろく)した老人の繰り言とはいえ、それを聞かされる少女の胸中は如何ばかりか。

			「いやらしい女の目だった。わしと娘を捨てたいやらしい女の遺伝子を、００６は受け継いでしまった。許しがたい。だが姿かたちだけは娘に瓜二つなのだ。とてもわしには破壊することができん」

			　どこまでも老人は傲慢で自分勝手に言い放つ。

			「それにわしの命もそう長くはないだろう。二日ほど前から心臓が弱っているのが自分でもわかる。まず明日の朝日を浴びることはあるまいて。どうか哀れな老人の最後の頼みだ。人形を破壊してくれ。わしの最後の出来損ないを消し去ってくれ」

			　唐突に映像は途切れた。

			　老人がどこで死んだのかは定かではないが、ずっとずっと遠い昔に死んでしまっているのは確実であった。

			「そんな……そんな……マスターはもう……」

			　００６は膝の力を失い、がっくりと座りこんだ。

			　マスターが存在すればこそ、少女は命令を忠実に守り再び会える日を心待ちにしてきたというのに、もっとも残酷な形でその思いは裏切られた。

			「私は……なんのために生まれたの？　なんのために生きてきたの？　マスターに愛されたいと思うのはそんなに罪なの？」

			　自分が拠って立つ存在理由そのものを失った。

			　少女はもはや自分で自分を支えることができないことを悟った。

			　ただひとつ、わかるのは自分がマスターのためにできることがあるとすれば、それは彼らに破壊してもらうことしかないということだった。

			「攻撃を向けてしまって申し訳ありませんでした……見てのとおりです。私を破壊してください。私は迷宮の管理権限を所有していますから、私を破壊すれば魔物の増殖は停止するでしょう」

			　この期に及んでも自殺することのできない秘宝の身が虚しい。

			『それでいいのですかっ！』

			　ディアナは血を吐くような思いで絶叫した。

			　思わず松田が眉を顰(ひそ)めるほどの強烈な思念であった。

			「これは――――貴女は人造人間でしたか。うらやましい。貴女にはちゃんと主人(マスター)がいるのですね」

			　秘宝にとって、主人に必要とされることが存在理由である。

			　不要とされた秘宝ほど無惨なものはいない。人なら未来に希望を見ることもできるだろう。新たな出会いが人生を変えることもあるだろう。

			　しかし秘宝は主人に対する愛情の束縛(プログラム)から逃れることはできないのだ。

			　憎むことも忘れることもできない愛しい人に捨てられて、それでも狂うこともできない絶望と呼ぶにも生易しい感情を、ディアナはどこかで知っている気がした。

			（――――どこで？　そんな記憶、私には――）

			「壊さないというなら私は貴方達を破壊します！」

			　それで敵として破壊してもらえるならば――――。

			　少女が松田に向けて針磁力砲を向けたのを見て、ディアナはつい反射的に動いた。動いてしまった。

			　同じ秘宝として、どれほど少女がつらい思いをしているか、十分に理解しながらも主人に対する害意を見逃すという選択肢は、秘宝であるディアナにはなかった。

			『雷光の剣舞(ライトニングソードダンス)！』

			　少女が避ける気のないことはわかっていた。

			　造物主に捨てられた秘宝に存在する意味などないのだから。少女が自分の身を守るはずがなかった。

			　それでも詠(えい)唱(しよう)してしまった術を止めることはできない。

			　ディアナの手を放たれた光の剣は、少女に剣山のように突き刺さった。

			『ダメっ！　こんなところで死んではいやああああ！』

			　半狂乱になるディアナの頬が乾いた音を立てた。

			　松田がディアナの正気を取り戻させるために頬を張ったのである。

			「――――持つべきものはいい師匠ってな。アリアスの針でこいつの時は止めた。急いでハーレプスト師匠のところに持っていくぞ！」

		

	
		
			第六十二話　帰還

			　

			　金級探索者として幾多の迷宮を戦ったリンダにして、数万を超す魔物の大軍を見るのは初めてであった。

			　まるで太陽が地上に落ちたような閃(せん)光(こう)とともに、幾千もの芋虫から熱線がマクンバの城壁を直撃する。

			　それは堅牢なマクンバの耐魔法障壁によってからくも防がれたが、それが永遠に続かぬことは誰の目にも明らかであった。

			「――――つけあがるんじゃないよ！」

			　小柄な体からは考えられないような巨大なフレイルを持ち上げて、リンダは大きく振りかぶった。

			「どっせええええええええええええええええい！」

			　轟(ごう)音(おん)とともに解き放たれた鉄球は、過(あやま)たず芋虫達の中心に着弾して深いクレーターを作るとともに衝撃波をまき散らす。

			　そして次の瞬間には、フレイルの鉄球はリンダの手元へと戻っていた。

			　射程距離五百メートル、自動装填機能搭載の伝説級秘宝(レジエンドアーテイフアクト)、大地の震え(アースクエイク)。

			　リンダの誇る決戦兵器の切り札であった。

			「まだまだ行くよ！」

			　次々に放たれるフレイルの容赦ない爆撃。それはさすがの熱線でも迎撃は不可能に近かった。

			　代わって芋虫の盾になろうと彷徨鎧が前面に出る。

			　高い物理耐性に加え、武芸においても並みの騎士を優に上回る彷徨鎧は、見事にフレイルの爆撃を防ぎきったかに見えた。

			「ところがそうは問屋が卸さぬわい！」

			　物理攻撃にも魔法攻撃にも高い耐性を誇る彷徨鎧だが、唯一と言ってよい弱点がある。

			　それは神聖攻撃に弱いということだ。

			　厳密に言うならば生命神セフィロトの魔法に弱い。

			「こんなこともあろうかと！　セフィロトの司祭から祝福済みの聖水を水瓶ごといただいてきておいたわ！」

			　聖水による聖別を施した対彷徨鎧用榴弾砲ゴメスが爆発音を轟(とどろ)かせる。

			　大きく弧を描いて射出された榴弾砲は、彷徨鎧の上空二十メートル付近で炸裂し、周囲に数百の破片となってまき散らされた。

			　破片ひとつひとつは小さくとも、彷徨鎧にとっては劇薬に等しい神聖魔法入りである。

			　たちまち彷徨鎧のあちこちから溶けるような刺激臭が立ち上り、次々と活動を停止する彷徨鎧が続出した。

			「彼らに続け！　マクンバの守り手は、決して彼らだけではないことを見せてやるのだ！」

			　騎士団長バイエルは拳を突き上げて咆(ほう)哮(こう)した。

			　ここで活躍できなければ、永久に騎士団は探索者ギルドの後塵を拝することになるだろう。

			　なんとしてもそれだけは防がなくてはならなかった。

			「おおおおおおおおっ！」

			　バイエルの闘志が乗り移ったかのように、騎士達も次々と雄たけびをあげる。

			　まさにマクンバ守備軍の意気は天を衝くばかりであった。

			　そんな様子を、リンダは冷めた目で見て嘆息する。

			（やれやれ…………あとはマツダが巣を叩き潰してくれるのを祈るばかりだね）

			　このままならどうにか第一波は耐え凌(しの)ぐことができるはずだ。

			　だが人間は疲労が蓄積してくると、時に信じられないような間違いを犯す。

			　緊張で疲労を自覚していないうちに戦いを終わらせたい、というのがリンダの本音であった。

			　その思惑は今のところうまくいったかに見えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　およそ二時間の激闘の末――第一波の魔物達はほぼ殲(せん)滅(めつ)され、無数に転がった屍からは早くも異臭が漂いだしていた。

			　ひたすら目の前の敵を殺し続けた騎士達も、騎士に負けるものかと奮起した探索者も、緊張の糸がぷっつりと切れたように座りこんだ。

			　戦っている間は自覚していなかったが、彼らもいつの間にか限界まで疲労しきっていたのである。

			　多少のやせ我慢をしているとはいえ、それはリンダやドルロイであっても変わらない。

			　人目がなければどっかりと倒れこみ、そのまま朝まで眠りたい気分であった。

			「やった！　やったぞ！」

			「このマクンバを守り抜いたんだ！」

			「ざまあみろ！　この化け物どもめ！」

			　疲れ果てた身体を引きずりながらも、彼らの声は明るかった。

			　あのパリザードの氾濫の惨劇を知るだけに、被害を未然に防ぐことのできたことに対する安(あん)堵(ど)感は大きかった。

			　下手をすれば、マクンバが地図上から消えるということすらありえたのだ。

			　そして噂に違わぬ恐るべき大軍――――犠牲なしというわけにはいかなかったが、守備軍が潰滅するということもなく無事に勝利した。

			　怪我人も落ち着けば治療を終え、戦線へ復帰するだろう。

			　最終的な死者の数は予想を大きく下回るはずであった。そう、この時までは。

			　

			「――――うそ、だろ？」

			　

			　空が黒くなるほどの小さな飛行体を発見した探索者は、小さくそう呟くことしかできなかった。

			　その数は優に十万を超えるだろう。

			　戦闘力は未知数でも、非常に厄(やつ)介(かい)な敵であることは一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)であった。

			　時間差で現れたのは殺人蜂の群れである。

			　迷宮の守護虫でもあり、全長は五、六センチほどにすぎない。子供でも殺せる貧弱な身体ではあるが、その針に備えた毒の威力は強力の一言に尽きる。

			　鍛え上げられた一流の騎士であっても、一度刺されれば麻(ま)痺(ひ)が広がり、三度刺されれば指を動かすのも難しくなるほどのものであった。

			　一匹一匹は弱くとも、恐ろしくあしらいが難しい。

			　しかもようやく勝った、と緊張が解けてしまっている最悪のタイミングである。

			「――――もうダメだ」

			　戦うよりも先に諦めがきた。

			　彼らは戦闘の経験は積んでいても、虫の駆除などやったことはない。

			　雲(うん)霞(か)のごとき蜂を相手にどうやって戦ったらいいか、まるでわからなかった。

			「だらしないこと言ってんじゃないよ！」

			　リンダが吼えた。

			「あんたらが自分で死ぬのは構わないさ。だがここで諦めたらこのマクンバの街はどうなる？　あんたらに守りたいものはないのかい？　死ぬ前に少しでも守るべきものを守るための努力もできないのかい？　負け犬で人生を終わっても後悔はないのかい？」

			「――――そのとおりだ。われら騎士団に敗北は許されぬ。なぜなら我らが背負っているのは自分一人の命ではないからだ！」

			　槍を杖代わりにしてバイエルは立ち上がった。

			　騎士団長の見せた意地に部下の騎士達も次々と立ち上がる。

			　一見して疲れ切った様子は隠すべくもないが、死の瞬間まで戦う覚悟が決まった漢の顔であった。

			　そうなると探索者達も負けてはいられない。

			　今さら逃げたところで、あの蜂の大軍からは逃げられないのである。

			　ならばせめて、最後の最後まで足掻くというのが、探索者の流儀であるはずだった。

			「覚悟は決まったようだね！　なら、最後まで戦いな！」

			「相変わらず前向きだな」

			　ニヤリと不敵に笑う長年連れ添った亭主に、リンダは甘えるように唇を寄せた。

			「――諦めなきゃ掴めるものもあるさ」

			　自分がドルロイを諦めなかった時のように。

			　リンダの思いは蜂の後方からやってくる、高速の飛翔体によって報われた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――――ちっ！　邪魔な連中だ」

			　巨大なロック鳥を召喚した松田は、その背の上で殺人蜂の大軍を見つめた。

			　戦って殲(せん)滅(めつ)することは難しくはないが、今は一刻一秒が宝石のように貴重な時間であった。

			　こんな雑魚(ざこ)を相手に浪費するのは御免こうむりたいところである。

			　いっそ、ガーゴイルを大量召喚して殲(せん)滅(めつ)させようとも思うが、それではせっかく秘匿していた松田のゴーレム制御が白日のもとに晒されてしまう。

			『――お任せください、主様』

			　ディアナも松田と同様に、あるいはそれ以上に時間を惜しんでいた。

			　残念ながら味方と蜂の距離が近すぎて禁呪は使えない。

			　そればかりか威力の大きな上級魔法は軒並み使えない状況であった。

			　――――が、今回は相手が殺人蜂である。防御力でいうなら子供でも容易く殺せる虫でしかなく、わざわざ高威力の魔法を使う必要もない。

			　そんな敵を相手にするにはうってつけの術式がディアナにはある。

			「――――毒霧(ポイズンミスト)」

			　先日毒沼の蛭を全滅させた恐るべき殲(せん)滅(めつ)魔法であった。

			　松田の魔力も使って範囲を拡大したそれは、上空を埋め尽くす蜂の群れを瞬く間に全て呑みこんだ。

			「のわああああああああっ！」

			「うぎゃああああっ！　浸み、浸みりゅううううっ！」

			　当然味方ごとである。

			　蜂だけを選別して魔法をかけられるほど、毒霧は器用な魔法ではない。

			　しかしいくら疲れているといっても、人間の身体と蜂とでは抵抗力が違う。

			　多少気分が悪くなったり、怪我が悪化したりした人間もいたが、それよりも早く蜂は腹をさらして地上に落下を始めた。

			　今まで空を埋め尽くしていた蜂が毒に痙(けい)攣(れん)しながら落下する様は、さながら雨のようである。

			　たちまち大地は殺人蜂の黄と黒の死骸に埋め尽くされていった。

			「――――ふう、お早いお戻りだね。今度ばかりはもうダメかと思ったよ」

			　全身をぐっしょりと冷や汗に濡らしていたリンダが額の汗を拭う。

			　もはや終わりかと思った戦局は、松田の登場による一発大逆転で終了したのだった。

			　松田がここにいるということは、迷宮も無力化したということだ。

			　これで完全にマクンバを襲った災厄は終わりを告げた。

			　

			　が、松田にとってまだこの災厄は終わったわけではない。

			　松田を称える歓呼と声援を無視して、松田はロック鳥から飛び降りると、そのまま全速力でマクンバの街へと向かった。

			　その両手には凍りついたように動かない一人の少女の姿があった。

			　

			「おい、見たか？」

			「さすがは幼女マスターは格が違った」

			「まさかこの戦いのなかで、さらに一人幼女を増やした……だと？」

			「なんて業が深い男なんだ……」

			　

			　松田が聞いたら悶絶しそうな感想をよそに、松田はこのところ慣れ親しんできた感のあるハーレプストの工房に飛びこんだ。

			「――――師匠！　お願いです！　こいつを治してやってください！」

			　リンダやドルロイと違って戦闘力のないハーレプストは、万が一の時には手塩にかけた人形達と最期を迎えようと覚悟していた。

			　ところが松田が登場したことで、どうやらマクンバが危機から免れたらしいことを悟ってパッと表情を輝かせる。

			「どれ、こんな娘、どこから連れてきたんだい？」

			　松田の腕の中で微動だにしない少女の顔を覗き込んだハーレプストの顔色が、みるみる蒼白に変わっていく。

			　驚愕と羨望、そして絶望へと。

			　ハーレプストが求め続けた技術、そして失われたはずの知識、それは稀代の人形師であるハーレプストをもってしても、手に余るものであった。

			「――――すまない。これを完全に治すのは僕には無理だよ」

		

	
		
			第六十三話　誕生

			　

			『そんなっ！』

			　ディアナが涙ぐまんばかりの悲愴な声をあげた。

			「――なんとかなりませんか？」

			　松田も必死に頭を下げるが、ハーレプストは力なく首を振るばかりであった。

			「僕も万能ではないんだよ。そもそもこの娘に使われている技術は僕も初めて見る高度なもので、本来なら触れるのも躊躇(ためら)うくらいなんだから」

			　こと人形に関しては第一人者である自負がハーレプストにはある。

			　たとえ相手が五槌であろうと、王宮の錬金術師であろうと、その事実は変わらない。

			　ハーレプストに不可能なことは、ほかの錬金術師にも不可能であるということなのだ。

			『そんな…………』

			　それではあまりにこの子が報われない。

			　マスターに捨てられただけでなく、破壊を望むほど憎まれていたなど、どれほどの絶望的な苦しみであるか想像にあまりある。

			　だからこそ彼女にはマスターとの信頼ある時間を過ごさせてやりたかった。

			「まあ、僕もそれなりに研究してきた自負がある。彼女の素体と組織については理論上ではあるけど理解できるよ。だから手を加えるのもできないというわけではない」

			「――――だったら！」

			　理論上というぶっつけ本番でも、助かる可能性に賭けてみたい。

			　そう言おうとした松田を、ハーレプストは右手の平をあげることで止めた。

			「確かに、無理を押して修復作業をすることは可能かもしれない。だが僕は人形師としては一流でも、錬金術師としては二流の上といったところだ。彼女の制御術式(ブラツクボツクス)には手を触れられない」

			　他人の手で悪用されぬように、秘宝には必ずといってよいほど持ち主の制御術式が刻印されている。

			　多少上質なもの程度なら、ハーレプストでも上書きが可能であろう。

			　しかし類まれな失われた技術の結晶たる人造人間の制御術式に手を加えるなど、恐ろしくてできるはずがなかった。

			　大抵の場合、そうした不正アクセスに対する対応措置は死だ。

			　さすがのハーレプストも、そこまで分の悪い賭けに命をベッドする気はない。

			『主様、主様なら制御術式は無効化できます！』

			（どういうことだ？）

			『主様のスキル、秘宝支配(アーテイフアクトコントロール)は直接他人の支配下にある秘宝を奪うことはできませんが、主を失った無主の秘宝なら制御することができます！　そうすればハーレプスト様がどうなさろうと報復はありません！』

			　あの迷宮のなかで、少女はマスターゴルディアスの死を認識した。

			　現在まだ彼女には過去の命令が生きているが、それはマスター権限による絶対命令ではなく、通常業務命令にすぎない。

			　松田が彼女のマスター権限に介入できるならば、最悪の事態は回避できるはずであった。

			「――――ハーレプスト師匠」

			「いやだな。嫌な予感がひしひしとするよ。もしかしてなんとかなっちゃう？」

			「実は私、秘宝支配というスキルをもっておりまして……」

			「そのうち刺されるから気をつけなよ？　君」

			　ハーレプストだから呆れる程度で済ませてくれている。

			　それがわかって、ホッと松田は胸を撫でおろした。

			　松田自身、これを話すには、たとえ相手がハーレプストであっても二十メートルの飛び込み台からプールに飛びこむ程度の勇気が必要であった。

			　全くの他人であれば、決して話すことはなかったであろう。それがたとえ少女を助けるために必要であったとしても、だ。

			　それほどに松田のスキルは稀少で、かつ危険なものであった。

			　それでもなお話すことができたのはハーレプストの人となりを理解しているせいもあるが、彼にとっては松田のスキルについて情報を外に漏らすより、自分で利用したほうが利益があると判断するだろうからである。

			　大国の王家には、大抵の場合直系の血を引く国王だけが使うことのできる戦略級の攻撃型秘宝が存在する。

			　そんな危険な秘宝が国王以外にも、ただの市井の探索者が受け継げるなどということが知れれば、たちまち暗殺の手が伸ばされるに決まっていた。

			　松田の貴重すぎるスキルがそんな裏事情によって失われるのは、ハーレプストにとって損しかないことなのだった。

			「つまり制御術式は心配しなくてもいい、と？」

			「はい…………それならどうでしょうか？」

			「――――難しい、けれど百パーセント不可能というわけでもなくなった。微力を尽くすとしようか」

			「ありがとうございます！」

			『ありがとうございます！』

			　愁(しゆう)眉(び)を開いたように松田とディアナは安(あん)堵(ど)のため息を漏らした。

			　不思議な気分である。

			　少女は迷宮で戦った敵だというのに、どうしてこんなにも心が動くのか。

			　彼女の報われなさが社畜時代の自分に重なるのか、あるいはディアナと同じ知性ある秘宝に心が惹かれているからなのか。

			「安心するのはまだ早いぞ？　これは僕にとっても未知への挑戦なんだから」

			　ハーレプストにそう言われて、二人は気を取り直した。

			　まずはスタートラインについただけ、これから先は、何より運が大量に必要であると思われた。

			「それじゃ手術を始めようか。マツダ君、彼女を手術台へ運んでくれ」

			　

			　ハーレプストは改めて見る少女の完成度に目を見張った。

			　人間と同じ機能を持ちながら、何十倍もの強度と性能を持つ生体組織がいったいどうやって作られたものか想像もつかない。

			　少女が助かる唯一の希望は、人間と違い素体の修復は素材と魔力があれば可能であるということである。

			　もし人間であれば完全に致命傷を負っているというのが彼女の現状であった。

			「――――とっておきを使うか。マツダ君、この貸しは高くつくよ？」

			　彼女を救うためには素材の出し惜しみはできない。

			　今の世界では目が飛び出るように貴重な素材でさえ、少女に使用された素材に比べれば劣化代替品にしかならないだろう。

			　これほどの技術が二度と失われるようなことがあってはならない、とハーレプストは敢然と心に誓った。

			　人工物とはいえ、少女のような生体秘宝は生命活動の停止とともに、魔力と制御を失って分解してしまう。

			　ハーレプスト自身は知らないことだが、迷宮に放置してきた少女の姉、００５は今頃正体の知れぬ液体に姿を朽ちさせているはずであった。

			「私にできる限りのことは」

			「いいだろう。アリアスの針を解除してくれ」

			　入手のためにハーレプストが四十年をかけた秘蔵の生命の水を手に、ついに手術は始まった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――――うとうととした微睡のなかで、００６は温かな想いに包まれていた。

			　造物主からは、ついに与えられなかったもの。

			　それがなぜ今になって感じることができるのか、疑問には思ったが冷静に考えるには００６はあまりに夢見心地であった。

			　マスター、私はマスターを愛してはいけないのですか？

			　その時００６は、かつては感じなかった不思議な違和感を覚える。

			　００６がマスターに対して抱いていた報われぬ思いや、鬱屈した感情が綺麗に拭いさられているように思えたのだ。

			　マスター？

			　何十年も、何百年も思い続けてきたマスターの顔が、なぜかピンボケしたかのように朧気にしか思い出せない。

			　いや、それよりもっと大事な人がいたような…………。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「縫合完了――くそっ！　生命の水が足りん！　誰だ、こんな損傷させたやつは！」

			「す、すいません……」

			「魔力供給を絶やすなよ？　それも長くは保たないだろうが、やらないよりはましだ」

			　思った以上に深い損傷に、ハーレプストの表情に焦りの色が広がっていた。

			　現状、外科手術と生命の水による素材代替だけが、少女を治療する唯一の手段である。

			　だが思っていた以上に少女の傷は深く、さらに致命的に治りが悪い。

			　まるで少女自身が治ることを拒絶しているかのようであった。

			「手持ちはこれだけなんだ……頼むぜ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夢のなかで、誰かが難しいことを言っていた気がする。

			　００６は次第に自分という自我が希薄になっていくのを察した。

			　いよいよ消滅の時が来たらしい。

			　むしろ今まで消滅していなかったのが不思議なくらいであった。

			　あの時のディアナの攻撃は、それほど容赦なく強力なものであったからだ。

			（――――あの女）

			　チクリ、と００６の心に鋭い痛みが走った。

			　間違いない。あの女は自分と同じ。

			　あの目は――忠誠を誓う主人に捨てられた絶望を知る目だった。

			　にもかかわらず、あの女は新たな主人を手に入れ、その庇護を手に入れている。

			　どうしてあの女だけが。

			　どうしてあの女だけが。

			　どうしてあの女だけが。

			　自分だってマスターに愛されたい。マスターに必要とされて、マスターのためだけにこの力を使いたい。

			　マスターマスターマスターマスターマスターマスターマスターマスターマスターマスターマスターマスター…………。

			　あの女(デイアナ)だけがマスターのぬくもりに包まれているなんて許されない。

			　ふと、００６の脳裏に松田の顔が思い浮かんで…………。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「…………ダメだ」

			　力なくハーレプストは瞳を閉じて項垂(うなだ)れた。

			『そんな！　どうして！』

			「いったい何が問題なんですか？」

			「…………肝心要の魔核に生命の水が効かない。生命の水でもダメだなんて……どれだけすごい素材を使ってるんだ？」

			　人造人間の心臓であり、脳であり、中枢神経でもある魔核。

			　少女の魔核は造物主であるゴルディアスが造り出した最高傑作の宝珠である。

			　並みの賢者の石など相手にもならない。

			「くそっ！　もう時間がない！　魔核さえなんとかできれば……」

			　だがどう考えても、生命の水すら受け付けぬ魔核を補修する手段をハーレプストは思いつくことができなかった。

			　

			『――――私が彼女の魔核を吸収します！』

			　少女に残された時間はもうわずかであり、今さら新たな素材を探す時間も代替手段を考える余裕もない。

			　残された手段はひとつ。せめてディアナが少女を吸収し、その思念の一部なりとも残すことだけだった。

			（できるのか、そんなこと？）

			『私の魔核はこの子より数段格上です！　もうこれしか！』

			　もちろん危険がないというわけではない。少女ほどの強力な魔核を吸収して、自分にどんな影響が出るかはディアナにもわからなかった。

			　だがディアナには少女より遥かに格上であるという自負があり、少女を見捨ててはいけないという、制御のできない使命感があった。

			「師匠！　すいません！」

			「マツダ君、何をしようというのかね？」

			　少女の魔核がついに魔力反応を停止しようとしているのを、諦念の目で見つめていたハーレプストは驚いたようにのけぞった。

			「詳しく説明している時間はありません！」

			（信じるぞディアナ！）

			『お任せください！』

			「――――分離(パージ)！」

			　終末の杖からディアナの魔核を分離すると、松田は少女の魔核に直接ディアナの魔核を押しあてた。

			「――――融合(フユージョン)！」

			　血のように赤い閃(せん)光(こう)が煌めき、一瞬にしてディアナの魔核と少女の魔核は大きなひとつの魔核に統合された。

			　魔核の正常な可動とともに少女の身体は自動的に修復され、最適化されていく。

			　数分の時を経て、少女は傷ひとつない美しい肉体を取り戻した。

			　それでもやはりディアナの魔核が主体となったせいだろう。美しかった金髪はあでやかな黒髪に変わり、瞳も黒曜石のような黒に変わっていく。

			　冷たい氷のような少女の美貌は、すっかりディアナのそれへと変わっていた。

			　そして少女の目が松田を捉え――――少女ははにかむように笑った。

			　

			「…………お父様♪」

			「はああああああああああああああああ??」

			　松田の切なる絶叫と共に、魔核を失った杖と操り手を失った先ほどまでのディアナの身体が、大きな音を立てて床へと倒れこんだ。
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			第六十四話　旅立ち

			　

			　あまりの衝撃に石化した松田の驚きぶりに、少女(デイアナ)は茹(ゆだ)ったように顔を赤らめてワタワタと両手を振った。

			「これは……その、間違い、です。いや、正確には、間違いではないのですが……。どうやらこの娘(００６)は、もともと娘の複製として造られたのだから当たり前なのですが、マスターに父性を求めていたようなのです」

			　要するに少女の魔核を取り込んだことで、少女の潜在意識がディアナに影響を与えているということか。

			「それにしてもお父様はないだろう」

			　確かに容姿から見れば、松田の精神年齢的には娘には十分かもしれない。

			　しかし家庭を持った経験のない孤独な社畜であった松田に、思春期近くの娘はさすがにハードルが高すぎる。

			「ダメ……ですか？　お父様」

			「ぐふっ」

			　松田はあえなく吐血した。

			　ちょうど少女とディアナの特徴が合わさって、ディアナ以上に人間らしい造形になった美少女が、瞳を潤ませて見上げてくる破壊力たるや恐ろしいものである。

			　女っ気のない人生を送っていた松田に、そんな耐性などあるはずもない。

			「そ、それで彼女の気が済むのなら、しばらくの間はいいだろう」

			　そう松田が了承してしまうのも無理はなかった。

			「ありがとうございます！　お父様！」

			　ディアナは破顔するとうれしそうに松田の右腕にすがりついた。

			　なんだか見ず知らずの女の子に抱きつかれているようで、不覚にもどぎまぎしてしまう松田であった。

			「――――ディアナなのですか？　わふ」

			　くんくんと鼻をひくつかせてステラは戸惑っていた。

			　魔核が移植されたというのは、彼女にはなかなか実感のできぬものであるらしかった。

			　さすがに匂いを嗅いだところで、少女の体臭がディアナと同じはずもない。

			　

			　そんな三人をよそにハーレプストは笑う。

			「――――さて、いろいろと話を聞く必要がありそうだね」

			　目だけは一切笑っていない笑顔で、ハーレプストは松田の肩に有無を言わせず手を置いた。

			「ですよね…………」

			　

			　この時になって初めて、松田は念話ではなく素でディアナと会話していたことに気づいたのである。

			　これはやらかしてしまった、と松田のこめかみを汗が伝った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　結局、松田は洗いざらいハーレプストに告白することにした。

			　自分のスキル、そして偶然迷宮で手に入れた絢爛たる七つの秘宝、歴史に名を遺すライドッグの秘宝のことを。

			　ハーレプストは心底驚愕したと言っていい。

			　人形のディアナは、薄々松田が操っているものではないとは思っていた。

			　しかしさすがに伝説の大魔法士ライドッグの秘宝がその正体であった、などいったい誰が考えるだろう。

			　しかもそれが知性ある秘宝であるなど、ハーレプストの想像の埒(らち)外(がい)にあるものであった。

			　ライドッグの常軌を逸した発想と技術には驚嘆を禁じ得ない。どうやって秘宝に人格を付与したのか想像もつかないが、人造生命を造るよりは確かに現実的に思われた。

			　だがそれ以上に驚くべきは、松田の魔力とスキルである。

			　なんといっても絢爛たる七つの秘宝といえば、大陸上の国家が総力をあげても解析一つできなかった代物であるはずであった。

			　なかにはこの秘宝のせいで深刻な損害を受けた国家もあり、ところによっては絢爛たる七つの秘宝は悪魔の呪具であるとも言われている。

			　いかに持ち主であるライドッグがすでに存在しないといっても、それを平気で使いこなす松田が信じられなかった。

			　秘宝とは、松田が考える以上に危険なものなのである。

			　最初ハーレプストが少女の身体に触れるのを躊(ちゆう)躇(ちよ)したように、伝説級の秘宝は往々にして主人でないものが手を触れることに抵抗することが多い。

			　松田のスキルはその障害をほぼ無力化するものであった。

			　もしも絢爛たる七つの秘宝が発見されたならば、松田はその全てを使用することができるかもしれなかった。

			　語り継がれる秘宝の恐ろしさの半分でも真実であるならば、松田はこの大陸の覇者になることすらできるかもしれないのだ。

			「――――急いでこの国から離れたほうがいいな」

			　ハーレプストの決断は非情であった。

			　だがいくら考えても、そうせざるをえない。

			　松田の力は危険すぎる。まず間違いなく、このままでは松田は殺されるか戦力として飼い殺しにされるかのどちらかであろう。

			「やっぱりそうなりますか」

			　ハーレプストに話した時から覚悟はしていた。

			　自分の力を秘匿するために秘かに迷宮へ赴いたまではよかったが、予想以上に魔物が手ごわかったこと、そして最後に松田が殺人蜂を一掃したのが決定打である。

			　まったく……少女を助けようとして柄にもないことをするからこんなことになる、と松田は自分の迂(う)闊(かつ)さを呪うしかない。

			　だが同時に、せっかくこの世界で思うがままに生きようとしているのに、少女を見捨てるような自分で良いのか、という思いもある。

			　

			　我(われ)がままに生きる――――そう心に誓ったのも決して色あせた過去のことではない。

			　事実松田はそれほど自分の行動を後悔していないのであった。

			「まず間違いなく褒美のついでに囲いこまれるだろうからね。もしかしたら騎士爵とか与えられて、いきなり戦場って可能性もある」

			「もしかして戦争でも――――？」

			「ここ数年、国境がどうもキナ臭くてね」

			　リュッツォー王国の王宮でも、若い世代を中心に戦争を望む貴族が増えていることを、ハーレプストは知っていた。

			　彼らは父の世代に発生した戦争で、功績をあげたものが爵位や土地を加増されたのをうらやましく思っていたのである。

			　対外戦争でもない限り、彼らに大きな功績を立てる機会はないからだ。

			　特に老人達のポストを順番待ちしている中堅貴族ほど、その傾向は強かった。

			　そしていつの世も、こうした中間層が実際に国の動きに影響を与えるものなのであった。

			　王国は着々と戦争の準備を整え始めており、あとは口実を待つだけとなっている。下手をすれば、松田という存在は、その引き金になるかもしれなかった。

			「英雄に祭り上げて――というわけですか」

			「あくまでも可能性だが……事実になってからでは間に合わないからね」

			　もちろん王国が松田に手を出さないという可能性もある。

			　どこの馬の骨とも知れぬ、しかもエルフを出世させるなどもってのほか、と言う者もいるだろう。

			　だが王国が松田を利用するつもりで懐に入れてからでは遅い。

			　逃げるなら今しかなかった。

			「――――僕の紹介状を持って、スキャパフロー王国へ行くといい」

			「スキャパフロー王国？」

			「僕達ドワーフの元老評議会のある王国で、国王もドワーフだ。エルフには居心地は悪いかもしれないが、安全は保障する」

			　

			　スキャパフロー王国はリュッツォー王国を北に向かい、デファイアント大山脈を越えたところにある大国である。

			　人口の七割をドワーフが占め、大陸のドワーフの約四割が生活するという。

			　工業力では文句なく世界一で、ドルロイを除く五槌は全てこの王国で工房を運営していた。

			　何よりそこは、探索者ギルドではなくスキャパフロー王国が直轄で迷宮を運営しているという数少ない例外であった。

			　それはすなわち、探索者ギルドでも迷宮で活動する松田に介入することはできないことを意味した。

			　探索者ギルドで魔力パターンを登録した松田は、他国であっても迷宮に入れば探索者ギルドの管理下に置かれてしまう。

			　ハーレプストはそれを嫌ったのである。

			　

			「ありがたいですけど……いいのですか？」

			「ドルロイとリンダには僕から話しておくから。心配しなくてもドワーフには恩(おん)試(し)という伝統もあることだし」

			「恩試ってなんですか？」

			「ドワーフが弟子のひとり立ちにあたって与える試練のことさ。さしあたって僕としては、スキャパフロー王国の迷宮の攻略にしておこうかな」

			　いくらマクンバの伯爵でも、領民でも国民でもないハーレプストや松田の師弟関係に、口を出すことはできない。

			　文句を言いつつも見逃すしかないだろう。

			　下手にドワーフを敵に回せば、マクンバの街は立ち行かないのだから。

			「参考までにその迷宮が攻略されたことは？」

			「過去に一度だけ国王自身によって攻略されたとは聞いているけれどね。その国王というのがライドッグと同世代のお人なのさ」

			　ふと、そこで気づいたようにディアナは松田の袖口を引いた。

			「そういえば造物主様のお知り合いにドワーフの国王がいた記憶があります」

			　そこでいかにもほめて欲しそうにキラキラした目で見上げるのは反則だろう、と松田は思う。

			「よしよし、その調子で思い出したことがあれば教えてくれ」

			　優しく頭を撫でられて、ディアナはうれしそうに糸のように目を細めた。

			　心の一番深い場所が満たされていくような幸福感。それは００６がずっと求めていながら手に入れることができなかったものなのだろう。

			「イエス、マスター、コピー」

			「ん？」

			「ああっ、すいません！　あの娘の口癖が出てしまって…………」

			　困ったものだ。これから慣れるまでに、どれほど時間がかかることか。そんな苦笑いにもどこか幸せの残り香を感じた。

			「うらやましいなあ……僕も新しい子造ろうかなあ…………まあ、それはともかく、その迷宮には語り継がれていることがあってね」

			「初代国王の幽霊が出る、とか？」

			「当たらずとも遠からず、というところかな？」

			　そういってハーレプストは意味ありげにニヤリと笑った。

			「使うことも破壊することもできなかった秘宝を封印しているというんだ。どこかで聞いた話だと思わないかい？」

			「――――お父様！」

			　ディアナの期待に満ちた視線を見るまでもなく、松田の心は決まっていた。

			　

			「師匠の恩試、謹(つつし)んで受けさせていただきます！」

		

	
		
			閑話　お酒は楽しく飲みましょう（社畜を除く）

			　

			　マクンバの飲食街でふと目に入った鄙(ひな)びた建物。

			　どこか赤ちょうちんを思わせる薄ぼんやりとしたランプに誘われるようにして、松田は両開きの扉を開けた。

			　期待どおりというべきか。

			　にぎやかな店内は食事時ということもあって、酒を飲む男達がつかの間の息抜きを楽しんでいる。

			　社畜生活においてアルコールの助けは必須ではないが、あるほうが相当楽であることを松田は経験的に知っていた。

			「ご主人様！　お肉！　お肉頼んでいいですか？　わふ」

			　ごつん、とディアナが無言のままステラの頭を殴り倒した。

			　瞳の前に星をピヨピヨさせて、ステラは激痛に頭を抱えて悶絶する。

			　ディアナの人造身体は、その気になれば鋼鉄を握力で潰せるほどの強度を持つ。もちろん本気で殴ったわけではないが、

			「好きに食べさせてやれ。ステラのお金の使い方に口を出す気はない」

			　迷宮での報酬を松田はステラにも均等に分け与えていた。

			　ステラは自分の報酬はご主人様のものだと断るのだが、松田としてもここは譲れないところである。

			　幼女にサービス残業をさせるなど、経営者(かみ)にも劣る鬼畜の所業であった。

			「ありがとうございます！　わふ！」

			　ステラはうれしそうに仔羊の串焼きをオーダーした。

			　松田もエールとつまみを注文する。

			　すぐに運ばれてきた生温かいエールを松田は一気に飲み干した。

			「う～ん……やはりリアルエールは現代日本人には物足りなく感じてしまうなあ……」

			　リアルエールとはイギリスを中心とした古いビールの製法のことで樽から炭酸が抜け、ほぼ無炭酸に仕上がる。

			　麦の風味を味わうには向いているが、強炭酸でのど越しを味わっていたジャパニーズサラリーマンには物足りないのはいたし方あるまい。

			　そもそも日本で圧倒的シェアを占めるビールはラガー酵母を使った低温下面発酵のものだ。

			　常温で上面発酵のエールとは製造方法が違う。

			　また人気のドライビールなどはのど越しとキレに特化するため炭酸を二倍注入している。

			　この世界ではまだアルコール文化は発展途上ということであろうか。

			「ま、これはこれで美味しいし、社畜の時にはない気分で楽しめるな」

			『主様の国では楽しめなかったのですか？』

			　ディアナの問いかけは確実に松田のトラウマスイッチを押すものであった。

			「酒っていうのは誰にも邪魔されず自由で、なんというか救われてなきゃダメなんですよ」

			　どこかで見た遠い目をしたサラリーマンのような台詞を吐いて、松田は俯く。

			　転生前はほとんど一人で呑みに行く時間のなかった松田であるが、お酒自体はかなり好きなほうだった。

			　日本酒でいえば栃木の銘酒鳳凰美田、宮城県新澤酒造の銘酒伯楽星の爽やかな飲み口と格調高い芳香は金額に代え難い価値がある。

			　お偉方と飲む際にはウイスキーを出される機会が多く、いつの間にか松田もスコッチ好きになっていた。

			　定番はスペイサイドのロールスロイス、マッカランであるが、サントリー資本が入ったせいかボウモアやラフロイグも数を増やしつつある。

			　アイラモルトのスモーキーさも良いが、松田はシェリー樽の味わいが深いラフロイグのカスクストレングスを愛飲している。

			　幸いこの世界にも、ウイスキーに近い酒が存在した。

			　それを一杯注文した松田に嫌な記憶が蘇る。

			「あんな美味しいものを水割りとか嘗(な)めとんのか」

			　非常に残念なことではあるが、社会的地位があるからといって必ずしも舌が肥えているとは言えないのが現実である。

			　ウイスキーは冷やすと香りも風味も落ちる飲み物なので、ストレートで飲むのが望ましい。

			　高アルコールが苦手の人には常温の水を一対一に加水するトワイスアップもお薦めだ。

			　それをあの〇×△社長め……スプリングバンクの三十年ヴィンテージをハイボールだと？

			　味もわからないのに見栄のために高いスコッチをオーダーする。金は払ったのだから自分の好きなように呑むというのはスコッチに対する冒涜ではないか！

			「今さらだがステラはこういう酒場は大丈夫なのか？」

			「お酒もおつまみも大好きです！　わふ」

			「この世界の飲酒年齢が低くてよかったなあ」

			　そういって松田がわしゃわしゃとステラの頭を撫でると、ステラは気持ちよさそうに目を細めた。

			「酒ってこんなに楽しいもんだったんだ」

			　

			　思えば社畜の飲み会はある種の苦行に似ていた。

			　会社という組織は様々な節目で飲み会を催すものである。

			　当然ながらそれは就業時間外に行われるのがほとんどである。

			　さすがに費用は会社負担である……と信じたいが、一部では自己負担というブラック会社もあると聞く。

			　会場の予約、段取り。上司の席順から注文の品、タイミング、置き方にまで気を遣いどうやって酒を楽しめというのだろう。

			　そればかりではない。

			　宴会の席では、場を盛り上げるためにものまねや瞬間芸を仕込むのはもちろんのこと、サプライズの根回しまで水面下で進めておかなくてはならないこともある。

			　少なくとも松田は会社の飲み会で本当の意味で酔ったことはなかった。

			　

			「おやじ、カヴェルネソーヴィニヨン百パーセント、と言ってもわからんか。赤ワインの出来のいいところを頼む」

			「誰がおやじだ」

			　ぶつぶつ言いながらも酒場の主人は水で冷やした赤ワインをボトルごと松田に差し出した。

			　よほどよい畑で採れたらしい、濃厚な香りと重い渋みを味わいながら松田は追想する。

			　松田が特に面倒だと思ったのは女性社員の扱いであった。

			　あくまでも基本的に、と断るならば、先の見えた上司の思い描く女性像と現代の女性は別物である。

			　宴会の雑事は女性がやって当然と思うような上司にかぎってセクハラ野郎であったりパワハラを平気でしたりするので、飲み会に参加したがらない女性は多い。

			　すると部下の管理がなっていない、と矛先が松田に向くという二重の罠(わな)が待っている。

			　細心の注意を払い、被害の少ない席順とフォロー役まで用意して、なんとかなだめすかし女性陣の協力を得るのに松田がどんなに苦労してきたことか。

			「それ楽しいですか？　ご主人様。わふ」

			　いつの間にか無意識に愚痴が口をついて出ていたらしい。ステラの素朴な疑問が胸に痛かった。

			「楽しいわけがあるか！　俺はもう断じてこの世界ではプライベートな飲み会しか認めないぞ！」

			　何が腹が立つかといって、飲み会を催した会社は社畜に施してやった気になっているということだ。

			　酒の味がわからなくなるような宴会はもういらん！

			「もう一本、おかわりをくれ！」

			『主様、ほどほどにしてくださいね？』

			「わふぅ……おいひいれすう」

			　ディアナの懸念は見事に的中した。

			　

			　潰れた松田とステラを抱えてディアナが悲鳴をあげるのは一時間ほど後のことであった。
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